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かみおだみやまえようじいせき（まつくつちようさ

上小田宮の前・養寺遺跡の発掘調査でわかったこと

けんどうせがわぎよくとうせん

今回発掘調査をした場所は、県道瀬lll玉東線という道路をつくるところです。道

路を新しくつくることで、地面の下にある昔の人たちが生活したあとがなくなって

しまうので、調査をしました。

上小田宮の前遺跡は東西・南北に伸びていて、養寺遺跡とは約600ｍの距離があり

じようもんじだい きんせい

ます。これらの遺跡からIま発掘調査で縄文時代（約3000年前）から近世までの生

活のあとが見つかりました。

たてあなじゅうきよ

そこには地面を浅く掘りくぼめ、周りの地上に屋根をふき下ろした竪穴住居や、

ほったてばしらたてもの いど

地面に穴を掘ったところIこ柱を立てた建物である掘立柱建物のほか、井戸として

りゅうろみぞ いこう

使用したかと思われる大きな穴や、流路・溝のあとがありました。これらの遺構か

ど色とうじき せ 色せいひんもくせいひんまつ いぶつ

らは多数の土器や陶磁器とともに、石製品や木製品、祭りごとに使用した遺物も出

土しました。

こだい

この上小田宮の前・養寺遺跡は、おそらく古代（約1300年前頃）では交通の要所

かんが

であり、官衝（役所のようなもの）があったのではないかと考えられます。さらに、

きくちがわしゅうへんしゅうらく

中世～近世には、菊池111周辺の集落の一部であったと思われ、遺物から当時の

ようすがうかがえます。
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序文

熊本県教育委員会では、県道瀬川玉東線緊急地方道路整備事業に伴う埋

蔵文化財発掘調査として、玉名市上小田・下小田に所在する上小田宮の前

遺跡・養寺遺跡の発掘調査を実施しました。

今回報告する上小田宮の前遺跡・養寺遺跡は、平成12～15年度までの

調査箇所の報告書で、多くの出土品から縄文時代、弥生時代、古墳時代、

奈良時代へと連綿とつづく玉名平野の拠点的な集落であることがわかりま

した。特に出土した古墳時代の祭jiiB関係の遺物は、菊池川に対する恐れと

敬いの心を垣間見ることができるものです。

この報告書が、広く県民の皆様の埋蔵文化財保護に対する認識と理解を

深め、さらには学術研究の進展にいささかでも寄与できれば、誠に喜びに

堪えません。

なお、本調査を実施するにあたり、文化財保護の観点から多大な御協力

をいただいた県土木部道路整備課、玉名地域振興局土木部、玉名市教育委

員会及び地元関係者の皆様、また御指導・御助言をいただきました諸先生

方に深く感謝申し上げたいと思います。

平成22年３月３１日

熊本県教育長山本隆生
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言

１本香は県道瀬川二K束線緊忽地方道路幣備事業に伴い、妃録保存を目的として実施した、熊本県玉名市に所

在する上小田宮のIil遺跡・鍵寺遺跡の発掘調従報告背である。

２現地の発掘調査は、熊本以上木部の依頼を受け、平成12年度（2000年）から平成15年度（2003年）にかけ

て熊本！11:教育庁文化課が行った。

３整理・報告書作成は平成16年度（2004年）から平成21年度（2009年）にかけて熊本県文化財尚料室で行っ

た。

４国土座標軸による測最雅那杭の設定は株式会社有明測１０t開発社、イj限会社坂井設計コンサルタントに委価

した。

５本吉に褐戦した航空写真は、九州航空株式会社に委託した。

６本香の周辺遺跡地図に褐1敗した地図は国土地理院発行の玉名１；50,000地形脳Iである。

７遺構実測は一部を株式会社九州文化財研究所に委託した。

８遺物実測及び製図の一部は株式会社九州文化財研究所、東海アナース株式会社に委託した。

９遺榊の写真撮影は調査１１凹帝、遺物写真撮影は村田百合子が行い印福浦敵子、府内hﾘ子、松本裕子が補助

した。

１０鉄器処理は今Ｈ１里枝、大塚トシ子が行った。

１１木製品の樹種同定は株式会社古田生物研究所に委託した。

１２本杏の縄集は峨川帥学を中心に行い、加藤早織、江見忠冊、府内、松本がNi肋した。

１３出土辿物・写真・図面等は、熊本1M;文化財尚料室に保棉している。

凡 例

本杏で使用している方位は、座標軸を基準とした北を示している．

報僑i8$に褐戦した実測図の縮尺は、竪穴住肘跡はＳ＝l/60、掘立柱建物跡はほぼＳ＝1/80,柵列跡はＳ＝

1/80、井戸跡・満跡・土坑・不明辿櫛は不統一である。

須恵器については、断、を照で塗色し、その他のものは白抜きにした。

土届及び土器の色調は、雌林水産竹水産技術会議事務Aj監修「新版標ＮＩＩ上色帖」（日本色研､lＦ業株式会

社；2004）に猟拠した。

ガラス玉、管玉、臼玉の色I淵は、「標準色カード230」（１１水色研‘Ⅱ業株式会社；1988）に準拠した。

写真の縮尺は係恵である。

発掘遺榊には辿柵の種別を,Iくす以下の略号を使川した。

SＩ（竪穴住居跡）ＳＢ（柵ｉｆ柱建物跡）ＳＡ（柵列跡）ＳＥ（井戸跡）ＳＦ（適路状遺構）

SＤ（洲跡）ＳＫ（土坑）ＳＸ（不明遺榊）

遺榊図中の断面にかかるｔ器については、黙で縦色している。

遺椛図中の断而にかかるイiについては、左斜めの斜線で災記している。

遺構図中の掘立柱述物跡の柱痕跡については、トーンで表記している。

遺物実測図中の石器の摂即面については右斜めの斜線で炎記している。

例
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鋪Ｉ噸鋼だの経紳と経過

第Ｉ章調査の経緯と経過

第１節調査に至る経過

当遺跡の調盗は、県迩瀬川玉東線緊忽地方近路幣術'1喋に伴うものである。

１f業予定地に埋蔵文化財が存在する可能ﾔI;()Jii知のⅢ１１蔵文化財包蔵地)が商いことから、熊本県教育庁文化

課は聯業照会の回答として確,遇‘淵代が必典であることを通知した。それにより、平成１１年度に玉名地域振

興吋是より確認調在依頼文が提出され、熊本！『↓教ffIi:文化牒が確縄I淵代を実施した。その結果、縄文時代後

晩期～弥生時代の土器、古代から‘''11tの土師器やｲi器、木器呼が確Ｉ認され、遺跡の残存が確縫された。確認

調査の結果を基に、玉名地域振興Ajl:木部1:務採と過跡の保存のための路線変更、工法変更の協議を頭ねた。

協議の結果、Ｔ:法変更によって雌大限辿跡を残し、やむをえず破壊を受ける過跡のみを平成１２年度から埋

蔵文化財本調査を行うことになった。その後、川地Ⅲ収群の問題や矢板等の設慨にかかる問題が持ち上がっ

てきたが、その部度玉名地域振興側土木部1:勝採と協搬のlを、確‘鰹閥在を進めて行った。

確認調査は平成11年度から､ド成１２年度、本‘閥代は､ド成１２年度から､14成15年度、整理・報告香作成は平成

16年度から平成21年度に終１.した。

第２節調査の級織

●本調査

【平成12年度(2000)】

調査責任者阪井大文(文化裸災）

調査総括脇津義昭(課災補佐)江本'''１:(I§幹膿文化財0淵代第２係災）

調査‘l#務励川上康治(裸及補佐）'|'村犠宏(１２幹縦総筋係及)広瀬紫之(参1Ｆ)杉村輝彦(主蛎）

調査担辿ｉ水野哲郎(参'1$)IⅡ‘'１Ｗ恋・水Ｍ２(以lJl怖鋤職此）

【平成13年度(2001)】

調査黄任者阪井大文(文化裸災）

調査総括島津義昭(裸焚剛佐)木崎ﾙI｛弘(文化財OWI代輔２係災）

調査1ｉ務励川上康治(課災剛性)I|'村､I*宏（ｉｆ幹服総務係災)峻瀬縦と(参'1$)杉村jMl(彦(主１$）

調査hl当職Ⅲ静学(参'１ｉ)IIlIl'秤宏・IjliIll‘l【‘＆・水川:(以l非術鋤職員）

【平成14年度(2002)】

調在黄任者成瀬烈大(文化採及）

調査総括島津雑昭(教ff群縦貝服ONU緋IlilJf)木崎康弘(文化財‘側代輔２係此）

調査１$務局小11l信也(牧ff群搬山fliMl災帥佐）''1村稚宏（i｛枠11〔総務係災)天野が久(二ｉｆ征i割f）

杉村肺彦(主１９

調査担当脳Ⅲ締学(参01ｉ）西I」１０t忠・IjⅧI岐附・水上仁(以l非備鋤職幽）

【平成15年度(2003)】

調査尚任行成瀬烈大(文化裸蛙）

調査総括島iI1義昭(教ff帝縦興雅裸災hlj性）ＩＩｌｉ化欣・郎(文化1M･Ｉ淵在第２係災）

調査1f務局合田忠(裸焚棚佐)欄杭正投(j;幹』【総務係災)天野が久(主任主1F)杉村抑彦(主事）

調査柵当厩、肺学(参'1‘）内11I成行・北Ｉｉｉ災棚ｆ・Ｉｊ１ｌＩｌ‘t‘世・松野lfI-f(以上非揃勤職員）

１
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●整理・報侍蒋作成

【平成16年度(2004)】

縦理黄征者島津義昭(文化課奨）

幣理総括倉岡博(課畏補佐)西Ili欣一．即(文化財調査第２係長）

披理llf務局吉田悪(課長補佐)欄杭１２義(』;紳服総務係畏)天野寿久(主任１割Ｆ)小谷|_:志(主任主1F）

狼理lu当廠田静学(参事)梅IIlillﾘI|(・大lllff子(以上非揃勤職員）

【平成17年度(2005)】

雛理尚任者梶野英二(文化課艮）

雛理総括倉岡博(課長補佐)西住欣一郎(文化財調査第２係長）

盤理1Ｆ務励吉田悪(課長補佐）凹元正Iﾘl(主幹雑総務係長)塚原健一(参７１ｉ)小谷１－:,世(1狂主両ﾘｉ）

幣理棚当暖田静学(参gij）三宅山１１K．ljll雌１１１識(以上非常勤職員）

【平成18年度(2006)】

幣理尚任者梶野英二(文化課艮）

確馴総括江本直(課長補佐)凹化欣側(文化財i淵査第２係長）

WI理ｌｌｉ務局古田悪(課長補佐)細』『優美（ｉｆ幹雅総務係災)塚原健一(参1Ｉ)小谷i:芯（i｛征1判Ｆ）

幣理111当慶田静学(参1F)野IⅡ愛・Ｍ１噸‘11織・埼下萌(以上非術勤職働）

【平成19年度(2007)｝

披理尚任者梶野英二(文化課奨）

披理総括江本武(課長補佐)西住欣一・郎(1皇幹兼文化財調査第２係災）

被理１$務局宗村士郎(教育審縦貝鵬撫災Mi佐)商宮優美(笹幹兼総務係災)塚脈健一(参‘１９

高松克行(主任主蛎）

椛理棚当瞬田静学(参郡)野IⅡ愛・ＩⅢ雌竿織(以l非術勤職員）

呼成20年度(2008)】

椛馴黄任者米岡正治(文化課焚）

幣理総括江本面(課長hlj佐)西住欣．即(湖↑鞭文化財調査第２係量）

縦理ﾘｆ務局宗村士郎(教育審縦此雅,N1此削佐)川上勝美(主幹兼総務係災)llIIIl〃〔子(参'1ｉ）

高松克行(主任主ﾘド）

犠理帆当庇田静学(参事)加藤￥縦(非術勤職働）

【平成21年度(2009)】

砿理黄任者米岡正治(文化課災）

縦理総括木崎康弘(課長補佐)西仇欣一・郎(1ﾐ幹兼文化財調査第２係長）

盤理1Ｆ務局宗村士郎(教育審搬貝兼Ｉ孤及Ni佐）

縦理槻当庇田静学(参』lド)加藤早織・ｉｌ:兄山制(以上非常勤職員）

節３節調査の方法と経過

県巡瀬川玉火線緊急地方道路披附‘Iド業に伴う健寺遺跡・上小田宮の前週跡の発柵,淵在区はi11.13区に分け

て典施し、その総面積は10,022㎡である。

Ｉ淵在は麓寺(528nf)、小田２区(83611f)、小川３区(356nlf)、上小田宮のIiijl区(281,1')、上小田宮の前２区

(307ｍ')、上小田宮の前３区(324nlr)、上小川宮の前４区(248㎡)、上小H1宮のliii5IX(l601nf)、上小田宮の前

6区(114311f)、上小田宮の前７区(1193ｍ')、」:小Ⅲ宮の前８区(1270mf)、上小川宮のIiii9IX(638nf)、上小田

２



節１噸測代の綴紳と維過

宮のiiiilO区(1297ｍ')の順に01t機による炎上掘削を行った，その後、全ての調査区の基準点及びメッシュ杭

設悩を㈱ｲjIﾘj測刷川発l:及び(ｲj)坂ﾉ|:雌,没コンサルタントに委託し、世界測地系の国土庄標軸を使川する区画

を投定した。lXI1IIiは5ｍ×５ｍ及び10ｍ×10ｍの２削顛で設定した。

表l:掘削後に水ぬきI､レンチを入れ、それぞれの調査区で滴掃し、遺構検出を行った。遺榊は土１W断1ｍ図

作成及び遺柵の検紙のためベルトを残し、図面を取った後に完掘、平面図の作成を行った。辿柵実測図につ

いては、その・部を㈱ﾉL州文化財研究所に業筋委託を行ったが、各調査員が補足部分等は背き足し、修ｌＩｉを

行い、輔度の商いIXI而にltl:がるように努めた。また、それぞれの調査段階においてモノクロとリバーサル

の２側餓を川いてが典搬影(35mm又は中判)を実施した。空中写真は、計７回(養寺、小田２区、上小H1宮のIiii

5、６，７，８，９、１０区)'典施し、いずれもﾉL州航空株式会社に業務委託を行い、広大な調査区全体を明らか

にすることができた。

発掘綱在は平成１２年１１１１よりl川始し、、I晶成１６年３月に終了した。当初から湧水に悩まされ作業効率が落

ち、終１．までに３年５ヶIlllllを盤することとなった。その間の発掘調査行程は、表ｌに示す通りである。

養寺・小田

2000年

1１月 1２

養寺通跡

小田２区 ÷

３区

上小田宮の前

7月 ８

１区 ←

２区

３区

４区

５区

６区

2002年

1１月 1２ １

７区 ←

8区

９区

10区

2001年

２ ３

→

÷ →

2001年

９ 1０ 1１ 1２

ぐ ケ

←

２ ３ ４

← 岳

１

５

２ ３

拡弧
調査

2003年

６ ７

←

2002年

４ ５ ６

８ ９ １０

表１上小田宮の前・養寺遺跡調査工程表

３

７ ８ ９ １０

←

2004年

1１ 1２ ２ ３

－＞



第２節歴史的踊境

第II章位置と環境

第１節地理的環境

玉名平野は熊本県の北西部に位撤し、菊池川下流域に広がった而積49k㎡を有する沖積平野にある。この

平野では玉名市街地を頂点とした三角州を形成し、海岸部には藩政時代より進められてきた干拓地が有明海

に向かって広がる。西側には焚崎県の脇原半胤があり、一方典側には金峰山系山麓が存在する。北側は花向

岩山塊からなる小岱山に続く洪欄台地と接している｡市街地は北側の花間岩風化土壌で形成された丘陵地帯、

沖棚面よりは比高５ｍ程度の低位洪椴段丘、弥生海退による海岸線の後退と河川の働きによって形成された

自然陸化箇所、広大な沖欄平野に分けられる。

玉名市は人口７万人弱の菊池川下流域を中心とした肺iIiで、而柵152.55k㎡を有する。小岱山南麓の玉名平

野を取り込み、一部は有明海まで述している。

玉名平野中央を貫流してｲi明海に注ぐ菊池川は流路延艮61.2km、阿蘇外幡山を北西部に源を発し、菊池渓

谷をはじめ山間地を経て、‘|'流の菊鹿盆地、下流の玉名平野に至り、有明海に注ぐ。

下流域では和仁、内、、江川、木紫、繁根木などの支流が合わさり、特に玉名平野中部で大きく蛇行し、

屈曲している。

また26,300haの広大な干潟を持つｲjIﾘl海は、全IliIの海岸に分ｊiする干潟の約42%にも及び、東京湾より大

きく、伊勢湾に匹敵する大きさの内海である。特に潮の干満の差は日本一大きく、大潮時には最大６～７ｍ

に達する。潮は菊池川に隣接する本辿跡の横を上がり、約12kｍを逆流する。

第２節歴史的環境

ここでは上小、宮の前遺跡・鍵寺辿跡を中心として、１Ｍ辺で確認された遺跡を当遺跡と関わる時代を中心

に、その概要をとりまとめる。あわせて周辺辿跡の分布図を示す。（第１間参照）

【旧石器時代】

旧石器の遺跡については発掘I閥在による出土がないためIﾘlらかではないが、今泉遺跡や年の神遺跡、備中

遺跡でナイフ形石器等が表探され、小備111南施のlllIIlや築地、岬ﾘj町字西照寺からも旧石器が表採されてい

る。

【縄文時代】

縄文時代は貝塚を'''心として、当時の海Ⅱ1線及び河川沿いに数多くの貝塚過跡の分布が見られる。金峰山

南麓に尾田貝塚、竹崎貝塚、久川貝塚輔が、また小岱111から南に伸びる丘陵裾に古閑原貝塚、庄司貝塚、尼

崎貝塚が、さらに菊池川旧河口付近には捌刺貝塚、紫根木貝塚、保II1木貝塚、桃、貝塚等が確認されている。

縄文時代後期後半から晩期の辿跡については、近年の捌在により伊倉やIIlIHの低If陵で確認されている。

吉丸前遺跡では住居跡のほか土坑等が検出されている。

【弥生時代】

弥生時代前期については天水町の斉膜111貝塚があげられ、多くの突帯文土器が出土し、日本最古とされる

鉄斧が出土している。

中期になると各所に翌柏墓地が営まれており、東南大11'1追跡では方形周満墓、数十基の斐棺墓が確認され

ている。大原遺跡では輔式石杭墓群があり、付近に大規模な災落の存在が窺える。

中後期以降になると、大小の河川を兄下ろす匠陵上に商岡脈追跡、菊池川沿いに前田遺跡、柳町遺跡など

の集落遺跡が存在している。また、玉名平野に位微する両迫Ⅲ日漉遺跡では杭列を伴う水田跡が発見され、

水田稲作を考える上で亜要である。

４



第Ⅱ噸位批と踊境

【古墳時代】

菊池川流域は古塙の密典地帯である。特に当遺跡の北側丘陵にはある和水町清原台地には、銀泉朕銘大刀

で著名な江Ⅲ船山古墳を含む古埴群が分布する。

菊池川流域で股も古いIiii方後IIIjnは４世紀後半の111下古墳で、５世紀の天水大塚古墳、院塚古墳、稲荷山

l1i埴、６世紀半ばの大坊古埴まで前方後111墳が築かれる。また、菊池川左岸の城ヶ辻古墳群は７基の円塙か

らなる古墳群であるが、７鼎塙では北部九州の影響を受けた県内初の竪穴系横穴式石室墓が確認された。６

世紀になると菊池川下流域でも装飾１１i埴が荘場し、玉名市にある大坊古墳、永安寺東古噛、永安寺西古墳、

賜出古墳はその代表である。横穴蕊群も敦多く楢まれ、特に阿蘇溶結凝灰岩の崖而が露出する繁根水川右岸

に集中する。石側槻荷横穴、石１．〔ナギノ横穴群は代表的な存在である。

【古代】

律令制下の玉名地区は]§名那（11本i1$妃では玉杵名郡）に屈し、「和名抄」に見える日置、下宅、宗部、

大町、江田の各郷が腕していたと考えられる。

昭和29年と３１年の玉名市立蝋寺地区の発掘調査により礎石群が確認され、布目瓦が出土したことから玉

名郡荷跡と推定された。その付近からは多岐の焼米と７個の礎石や炭化材が出土し、「三代実録」貞観17年

６月２０日条に兇えるごI錦郡愈に比定された．また、奈良中期から平安中期にいたる軒平瓦、鬼而瓦などが出

土し、法起寺橡式の伽隙配慨をもつが院であることが確縄され、張名郡寺跡と考えられている。このように

郡の中心ともいうべき３つの辿物の辿柵がまとまった形で発見されたのは全国的に珍しく、梅林から元玉名

にかけての条里制跡とともに、玉名lllIの‘'1心地にふさわしい条件を備えている。

寛政６年に和水町江川の繍原から川土した火雑'l･蔵徽の蕊誌銅板から、玉名郡司日置氏の存在が明らかに

なった。同氏は古噛時代から古代を通して三l銘肌内に努力を有しており、現在疋野原付近に伝承される疋野

艮者伝脱や装飾古墳に代我される古峨群の築造者の同氏にかかわるものと推定される。

【中世～近11t】

１，|'t紀初めには多くの雅側が成血する。菊池川左岸に太宰府天満宮安楽寺領の玉名荘が成立し、伊倉に

は１２世紀前半に宇佐宮械伊愈別符が成立した．また、鎌倉期にはiIi東部に仁和寺仏母領の玉名荘があった。

南北朝期には菊池を拠点とする荊池氏が南朝方として活動し、天正年間には菊池武光の弟武尚が大野荘まで

進出している。大野北には、肥後の対IﾘIfY易港の’つとして高瀬があり、菊池一族が同港を通じて明や朝鮮

と貿易活助をしていた。このような港を制圧し、141己の管理下に漣くことは、菊池氏にとって非常に重大な

課題であり、間瀬進出のねらいもそこにあったと考えられる。

戦国時代に入り菊池氏が没落すると、大友、断11、龍造寺氏の進入を受け、高瀬の町も荒廃した。一時は

菊池川を境として北を仙造寺氏、南を！棚1氏が支配することとなり、大友氏の支配下にあってはイエズス会

宣教帥が訪れ、伊府にはキリシタン燐も残っている。

加穂氏の人1,1後には、満潮に港とあわせ米俄の集柵庫として高瀬御蔵の設置を行い、菊池川の掘り換えを

行うなど、多くのp1$業を行っている。細川氏は消正時代の大倉４棟の他に付属建物を増設して郡業を広げ、

常時藩内雌商の石高を取り扱うこととなる。

明治維新後も川港を典する商人の町として順調に発展を続けたが、明治'0年西南戦争の戦火により高瀬

の半分は焼失し、主要な施投が尖われ価瀬の大半の機能は失われた。

５
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第１図上小田宮の前・養寺遺跡周辺遺跡地図〈S=1/50,000）

６



輔11噸位縦と瑚晩

県（43）和水町（旧菊水町） (3６
週跡番号 過跡名 所在地 時代 種別 橘定 筒考

０２７ 内田五箇塔群 内田宮ノ脇 中世 石造物 可 8基

０２９ 前原宮田 胴原宮田・彼田 弥生～古墳 埋葬 弥生中期、堅柁群
０３５ 内田の今域跡 内田今嘘 中世 城

0３６ 内田宜山の域跡 内田（通称宮山） 中世 境

０３９ 和仁石山の域跡 内田 中世 職 内田城山城跡

0４１ 嗣原西照 胴原西原 弥生～古堀 包亜地 弥生中期、更棺
042 原口畏潤璽棺解 原口長溝 弥生 埋葬

044 的原東安寺 前原本居歴散 弥生～古堀 包亜地 弥生中期、墜棺

045 天御子 血門天御子 弥生 包蔵地

０４７ 牟田 五門牟田 弥生・古墳 包蔵地

０５０ 内田四鯉捨 内田久保など 中世 建造物

0５１ 蛇田偶 疋円蛇田外 中世 建造物

052 久米野殴餓橋 久米野中島ほか 中世 建造物

０５３ 前原陣 前原本居厘散 弥生・古噛 包繭地 弥生中期．璽棺

０５５ 内田深田河 内田 弥生・古峨 包亙地

０７２ 飢音堂五翰塔 原口大江田 中世 石造物

０７３ 諏肪原 江田岡肪原 弥生～平安 纂落 弥生十霊・須恵器・土師器

０７４ 札木座棺解 江田皆行原 弥生 埋葬 弥生中期

０７５ 江田駅跡撤定地 江田粟 古代 包蔵地

０７７ 中小路原 江田中小路原 古代 包顛地

０７９ 馬埋堂ノ上 江田堂ノ上 弥生・古坦 埋騨 弥生後朋爽柁群

０８３ 堂ノ上宝腔印塔 江田堂ノ上 中世 石造物

０８４ 若回貝腫 江田若回 縄文 貝塚

０８７ 澗原五翰蛎 江田渦原 中世 石造物

０８８ 江田船山古畑 江田大久保原ほか 中世 古填 国 銅鍍・銀敢恢銘文大刀・剣・館・冠・沓など

０９３ 姫塚古唄 瀬川松坂 古噛 古墳 土器

０９４ 渦原 江田大久保原ほか 縄文・弥生 包蔵地 釦文後期、弥生後期

０９９ 江光寺跡・江光寺五軸焔鮮 江田江光寺 中世 寺社 50基

００ 江田域跡く城山城跡） 江田江光寺 中世 城

０４ 立石島崎 原口立石 弥生 埋葬 弥生中彼期

０５ 立石寺跡 原口野付 寺社

２１ 北原寺跡 瀬川北原 縄文 包斑地 細文土器・石器・矢じり

２２ 大久保舟形石棺 江田大久保 弥生・古墳 埋葬

２３ 立石城跡 原口野付 中世 域

２４ トンカラリン 潮川長力 縄文～近代 建造物

２５ 煎野宮宝塔 江田神屋散 中世 石造物 県

２６ 鴬原城・館跡 瀬川武原 中世 城

３０ 松坂原 瀬川松坂原 弥生～古代 包載地

５２ 禿石 日平本谷・笹原 祭魂 山上に立つ自然石祭詞醗あり

５３ 椿山五輸蛎 瀬Ⅱ 白石 中世 石造物

５５ 会所跡五輸塔 瀬１１ 古寺原 中世 包敵地

５８ 迩原五翰蛎 瀬Ⅱ 糞原 中世 石造物

7０ 禍枕宝埼 江日 禍枕 中世 石這物 町 延慶三年の銘

7５ 宮の前 内日 宮の前 弥生 埋葬 夷棺群

7６ 江田寺厘散 江日 寺凪散 弥生・中世 典落

県（43） 玉名市 (2０
週跡番号 週跡名 所在地 時代 種別 描定 偏考

0０４ 福山紐輝 三ツ川（通称福山） 中世 経塚 大粟妙具埋鋪、一宇一石塔あり

００５ 三ツ１１１経尽 三ツ111京塚 中 世 経塚 大乗妙典埋鋪、円封土、地裁石岡

００６ 川床四囲五紬晒 三ツ川（通称川床） 中世 石造物 晒崖線刻五翰塔片多数

００７ 三ツ川六反囲歓跡 三ツ川（通称六反） 古代・中世 生産 県 ＊昭和52年６月２０日枢定、ほぼ完形

012 前平 細谷前平 卸文～中世 包葱地 褒面採取品、細長両刃尖賦器

０１３ 繁地小岱製蝕跡 築地小岱 古代・中世 生産 眼音岳南裾の谷、栂上流蝕津堆伯

018 算口銀冶跡 石画刀研 中世 生産 ふいご羽口、鉄津散乱、石関同田貫か

020 石関繁柊 石貫戴柊 弥生・古噛 包蔵地 弥生十器片多量、土師器

0２１ 広禍寺門前 石岡門前 古填 包蔵地 腎礎片・土飼器・須恵器包含

0２２ 胸膜為安の葛 石岡樫野原 古代 墓 菊池氏の一族

025 広福寺歴代墓地・大智蝿 石側賜埋 中世 産地 広佃寺歴代暮地、五輪塔

０２６ 迩空上人墓 石関太平寺 古代 墓

0２７ ナギノ 石側抑野原 古噴 包転地 土師器・須恵認

0２８ 上栗山 石関上栗山 古珊 包蔵地 土師器・須恵器多数及び石器

0２９ 広禍寺典製鮫跡 石凹仁田尾 古代・中世 生産

0４５ 宵木脇出焚字群 青木田代上前田 中世 石造物 県 峨野社填内20数個の焚字あり

046 潤の上城跡 満上城の隙 中世 城 山城、本丸跡に社、近くに澗泉あり

047 満の上六地戯 澗上下前田 中世 石造物 玉名市内最古、延徳3年１０月４日

0４８ 玉名の平職跡 玉名平城 中世 城 菊池川右岸に吃立、眺盟地

０５０ 上小田宮の前 上小田宮の前など 弥生 包面地 弥生十鋸・石斧・土師器・須恵器

0５１ 保多地寵跡鮮（1～5号） 山田保多地 古代・中世 生産 4‘5号消滅。1,2号床面配出⑨３号完全保存

０５３ 西 田 山田西田 縄文～中世 包蔵地 ぶどう畑閲墾で発見



堀2節歴史的胴塊

週跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 描定 個考

０５４ 西田寅石璽 繁地兎町 弥生 埋靭 弥生・石斧出土

０５５ 四十九 薬地四十九 縄文～中世 包蔵地 須恵函③831個出土

０５９ 盗 出 蕊地沓掛 古填 包蔵地 十笛鋸敗布

０６０ 趣長の塔 山田保多地 中世 石造物 市 堕畏2年遮立の宝塔、土人虎御嗣塔という

０６１ 随畏四年の塔 山田上馬坦 中世 石造物 市 宝堀身

０６３ 五邸丸 山田下馬喝 弥生 包威地 微忍台地、他の弥生土麗も伴出

０６４ 山風111, 山田山口 古墳～平安 包亜地 十函鋸多因出先

065 II1mIl｣弧 山田山沌 古墳～平安 包顛地 独立小山土簡訟片散布

066 垣の洞戸古塔碑群 山田綾田 中世 石逸物 台地山林広範囲に敵乱、各樋あり

068 円政坊跡 山田山口 中世 寺社 五翰培3基

０６９ 徳仁坊跡 山田上馬埋 中世 寺社 五輪火輪

０７０ 宝泉坊跡 山田上鴎坦 中世 寺社 宝塘々身

０７１ 宮司坊跡 山田上賜唱 中世 寺社 五輪堵

072 壇の坊跡 山田下馬喝 中世 寺社 五輸蛎

０７３ 俊軟坊跡 山田上馬埋 中世 寺社 宝瞳印蛎・三ｍ塔・宝塔

０７４ 捷亜坊跡 山田上馬埋 中世 寺社 五帖塔

075 万楽坊跡 山田上馬坦 中世 寺社 凝灰岩仏施宝塔々身

０７６ 覚潤坊跡 山田上馬喝 中世 寺社 笠塔婆完形、文殊小佃

０７９ 地顔の前古蛎碑群 山田地鼠前 中世 石造物 各棚塔部分数10個地画迩圏に典結

０８３ 山田中風 山田中島 弥生 包蔵地 合口壷棺1基出土

０８４ 山田松尾平 山田平 弥生 包蔵地 商台地南斜面、弥生期土師片・石器

０８７ 栂峯 山田郡峯 中世 包蔵地 独立小山南斜面開璽で出土、糸切り皿多田

０８８ 凋剛 山田高頭 古墳・古代 包融地 台地北血面、完形品須恵罷多徴出十

０８９ 蛇が谷製蝕跡 立顧寺蛇が谷 古代・中世 生産 3区、火痩、羽ロ・土器片出土

０９１ 玉名郡蹴跡 立顧寺石丸 古代 包戴地 上立皿寺部落北辺、布目瓦多凪散布

０９２ 石丸丸堀 立画寺石丸 古代 堀菖 薮間畑中に小封土あり

０９３ 松尾原 立醐寺松尾原ほか 弥生 埋邸 合口の大小奥椛15個出土。上立顔寺追跡

０９４ 立願寺跡 立顔寺塔の尾 古代 寺社 市 感台上、法起寺式

０９７ 玉名邸倉跡 立願寺西の段 古代 包取地 市 理石7個匠列

０９８ 下立刷寺 立願寺西の段 縄文～中世 襲落 単式更椛、弥生土龍片散布

００ 大尽・惣萩 立顧寺大塚など 弥生・古堀 包蔵地 弥生、土悶濁・鋼恵罷片敗布する

０３ 松尾 立願寺松尾など 古墳 包団地 土箇圏・須恵器片散布

０６ 岩 飯 宮尾岩原 古墳 包飽地 窟尾の北、完形須恵器・土簡器多散出土

０７ 石岡の十字ある仮石 石目六枝 石道物 上甑に十字険削あり
1１ 大坊五輪塔解 玉名大坊 中世 石逸物 邸落中5～6基配る

1２ 小畑六地亜塔 石貫小畑 中世 石遮物 玉名～南関県迦麹

1４ 卜寸胴寺石天神 立願寺塔の尾 寺社 神体は立醐寺跡の国石か
1５ 宙尾圏血阿弥陀 宮尾 原 中世 石造物 唖血仏

1６ 岡苅式石柁鮮 玉名上原 弥生 埋靭 妙修寺の函地内3基・２基保存

２０ 伝玉依蛭埠 玉名釈迦 石遮物 社伝で上肥古暗闘をいう
２４ 大永・弘治の板碑群 玉名浦小路 中世 石逸物 元玉名の地趣斌前に2基あり
２６ 上小田古厘敬 上小田古屋敷 縄文～中世 包戴地 土師器・須恵訟片敗布
２７ 下小崩盃丸埋 下小田画の湖 古墳 古璃 五翰蛎臨分あり、中世填基か
２８ 下小田聾寺丸晦 下小田葵寺 中世 埴葛 聾音寺跡という、板碑あり
２９ 小瀧田松 山剖田猿喰 古代 包蔵地 慈梱に「金誉秀洞尼」とあり
３４ 面城 下感城 古墳 包諏地 土師器・須恵器・腎磁片少凪敗布
３５ 下村域跡 下高城 中世 域 本丸跡に蕊師益・五翰塔群あり
３６ 秋丸 下秋丸 弥生 包戴地 弥生土器多量出土
３８ 両週間日渡 両迫間日波 弥生・古墳 包繭地 弥生土器・土師藷・須恵器包含、水田中
４０ 上小田下丸噂 上小田堂の後 古代 埴紅 円堀状を旦する
４１ 上小田城跡 上小田下徳丸など 中世 城 中世丘城古畑、改造の形跡
４５ 狸宙寺跡 下小田養寺 中世 寺社

５１ 平町 築地平町 古代・中世 包蔵地 土師鵠・須悪器片分布
５６ 沖光寺蓮砿院跡間白堪 築地南大門 中世 石造物 大五翰塔2基並ぶ

５８ 間白哩敬跡 築地南大門 中世 包戴地

５９ 雨大円竃跡 築地南大門 古代・中世 生産 南大門付近７０地下炉床あり
6０ 南大円 築地南大門 古代 埋邸 付近一帯弥生後晩期土鵠包含
６１ 沖光寺蓮並院塊内 築地南大門 中世 包迎地 本裁地下約1.5ｍ住居跡、弥生後期土誇、蓮載週跡
６２ 東南大円 築地南大門 弥生～中世 包載地 弥生役期．土踊盟多偏出十。
6３ 古閑 築地古閑 弥生～中世 包戴地 合口聖9基出土、弥生土認敗布、蝕器・弥生室棺
6４ 築地東 築 地 東 弥生 包避地 石盈土抗

６５ 伝勅使証 築地陣内 古代 墓 囲落古畑地、自然石、ハネギ八相岡官
６７ 八段 繁地八段 古埴 包載地 土臆霧・須恵調少量
6８ 譲地師跡（田添館跡） 築地陣内 中世 包蔵地 圃代画ふれの子孫跡に住む
6９ 伝平家落人の画 筏地陣内 中世 墓 五翰蛎1基あり、土人の眼、中世墓
7０ 狸ん 路 接地嗣畑 縄文～中世 包載地 平恒濁跡と一週
７１ 授地市哩 築地市埋 弥生 包璽瞳 弥生十躯多数出±
7４ 忍岡恩 山田高岡原 弥生・古堀 包璽地 土節誇・須班器・弥牛十鋸片敗布
7５ 高岡いつちよう畑苅式石棺 山田高岡原 弥生 埋葬 錨式石棺のみ寵出
７７ 中尾風坦古蛎碑群 中尾馬埋 中世 石遺物 台地南館、切板碑・五翰塔群
7８ 玉名高校々鹿 中楢林 弥生・古埴 包蔵地 弥俸十銅・土師霧包含、石斧も出十
8０ 塀出丸埋 中寺 畑 中世 包透地 程日神社北、繋根木八幡旧社地胆
８１ 田島 中田 島 古墳 包蔵地 瓦謁3脚・碗・土師器片・開元通宝・布目万醗十
8２ 容出 中陣 内 古頃 包蔵地 須恵館・土師認・弥牛士縄

8４ 砺 出 中内田 弥生 包蔵地 弥生カメ柁、合口カメ棺。腎醒碗、玉名海校蔵

表３ 周



鋪１１噸位置と環境

週跡番号 週跡名 所在地 時代 種別 梱定 個考

８６ 南出更棺騨 中内田 弥生 埋邸 四通208号沿い、近くは弥生以降過跡
８８ 屋後同田圃刀鯉冶跡 砲甲上焔・内田 中世 生産 広範囲に蝕沸・羽口埋画、子孫分住、刀殿冶跡
９０ 玉名凪甲 ｉｎ甲 縄文～中世 包鼠地

９１ 上畑丸導 亀甲上畑 縄文～中世 包蒐地 圃調ｸ08号北入、函地の一風桐円状封土
９４ 壷潮宝健印塔 蕊捜木堂の後 中世 石遺物 市 法勝局裏墓地内、文化5年趣立、市内３つの１つ
９９ 筏地那木野 築地那木野 古墳 包鼠地 調理器・土箆訟類を包含する

２０１ 繁恨木週跡群 繁槻木 弥生 包蔵地 稲荷山古堀の最下層、弥生土鵠解あり

２０２ 餌根木貝垣 繁根木馬唱 繍文 貝塚 八幡宮境内全域、町筋南側、ＪＲ線路

２０４ 宝成就寺跡（古蛎碑厩.石仏群） 高瀬下町 中世 包蔵地 市 多くの古塔碑・石仏を残す、跡地小学校趣つ
２ 癌瀬本町通 高瀬保田木町など 蝿文～近世 包蔵地 地迦路3.5ｍの下層、縄倉期の週物大量出土

２ ２ 保田木貝塚 高瀬保田木町 縄文 貝塚 域跡神社境内全域、阿高式中心

２ ３ 保田木壊跡･恵瀬町奉行所跡 高瀬保田木町 中世～近世 塊 保田木神社内、外温一筋残存、厩瀬城ともいう

２ ６ 大覚寺姦潮宝回印塔 高潮禍町 中世 石造物 大覚寺本堂前、市内3基の1つ

２ ７ 翻湘菊池川河床 菊池川河床 古代・中世 包蔵地

２ ９ 遇崎服 岩崎（通称岩崎原） 弥生～中世 包蔵地 玉名女子悪梱内全、弥俳十銭多、、住居跡

２２０ 岩崎Ａ 岩崎池田 弥生～中世 包堕地 大型璽棺・土師器・須恵論・弥生土器多迅包含

２２１ 岩崎城跡 岩筋池田 中世 城 笛原神社々地、土畳・周逼あり

２２７ 桃田貝偲 大倉桃田原 縄文 貝塚 ＪＲ線北2箇所、阿厩式～土師器・須恵器

２３０ 小島城跡 小島居屋敷 中世 城 菊池川左岸の下、小島天神前蔽あり

２３４ 池田支石墓参考地 岩崎池田 弥生 埋稗 城内に安山岩巨石1個

２３９ 岩崎Ｂ 岩崎池田 釦文～中世 包蔵地

２４３ 皿匝週 大倉亀頭迫など 弥生～中世 包蔵地 土廊器、弥生後期

245 立山 大倉〈通称立山） 弥生～中世 包蔵地 弥生後期、土師器弊散布

２４７ 城が辻城跡 寺田城が辻 中世 域

249 吉丸 寺田吉丸 古代・中世 包蔵地 菊花文入瓦器多量出土

２５１ 吉丸西 寺田吉丸 蝿文～中世 包戴地

２５３ 寺田久保 寺田久保 縄文～中世 包蔵地

２５５ 邸田 津超部田 弥生～中世 包蔵地 窓台畑地、咽製大型石迩出土

２５９ 安楽寺届航跡 津認太郎丸 中世 包蔵地 跡地に氏神菅原神社を肥る

２６０ 管原神社の六地画 津留白拍子 中世 石遺物

２６２ 上沌闘 津囲部田 縄文～中世 包敵地 付近畑地朗作で発見と伝えられる

２７０ 沌蘭中林 灘訂中林 縄文～中世 包蔵地

２７４ 長禍寺跡 安楽寺蓑田 中世 寺社 梱穴近くの薮中跡地に肌琶堂・五帖塔

２７５ 安楽寺京塚 安楽寺京塚 中世 経曝 ＋王社を縄る

２７６ 一本松 田崎一本松ほか 弥生～中世 包蔵地 塵枢８Vあり

２７７ 田箇 田崎天神原・辻 古璃～中世 包蔵地 台地畑、土間器・鋼思器片少量敗布

２７８ 中神久 安楽寺中神久 古代・中世 包載地 古代・中世遺物敗布

２８２ 新 町 大浜新町 古代・中世 包戴地

２８５ 六地政 大浜一Ｈ騨酌 中世 石造物 大描通り蝿、塔は現在、光善寺に移す

２８７ 大福寺跡板碑厩 大浜土睡輔 中世 石遣物

２８８ 光哲寺六地鼠（跡） 大浜下屋敷 中世 石造物 光瞥寺門前、現在寺門内に移す

２８９ 外鯉宜狂皿犬 大浜下屋敷 石造物 市

２９０ 六地鼠石槌塔 大浜下屋敷 中世 石造物 光笹寺門前、現在寺門内に移す

２９２ 大浜河床 大浜一卜照齢 弥生～中世 包蔵地 石剣出土地

２９４ 職が崎職跡 伊倉北方五社 中世 城 町北姻舌状丘陵地、城の週綱は残らない

２９５ 五社支石困参考地 伊倉北方五社 弥生 埋靭 ＋五社石閏、旧城跡にあり、台石は載石か

２９７ 埴が崎貝塚 伊倉北方五社下 弥生 貝塚 町北鵡舌状台地上、南裾一帯弥生貝因出土多量

298 城が崎 伊倉北方五社 弥生～中世 包戴地 町北蝿舌状台地上、広範に弥生中期遺物を含む

299 中北Ａ 伊倉北方 弥生～中世 埋邸 小児合口式4基出土、１期蝕斧、外剛郭品

3０１ 中 北 伊倉北方五社 抑文～中世 包瞳地

3０３ 大宮司宇佐一族の墓・石碑 伊倉北方堂山 中世 石造物 市 7熟あり．市梱定3基

305 冊陀落渡海碑 伊倉北方堂山 中世 石造物 本衝山踊地内にあり、日照渡海、天正4年建立

3０６ 本荘山古塔碑群 伊倉北方堂山 中世 石造物 本埜山報恩寺跡あり、板碑１２基、外塔

3０７ 本村且散古塔碑群 伊倉北方本村屋敷 中世 石造物 橿碑1基、五翰塔部分多数酌乱

308 拙田寺跡 伊倉北方本村屋敷 中世 寺社 跡地に壷壮な地函堂・宝匪印塔・五輪塔あり

309 拙田寺跡宝匪印塔 伊倉北方本村屋敷 中世 石造物 地蔵盆前にあり、「文政十有一年戊子春」

３ ０ 本村 伊倉北方本村 縄文～中世 包顔地

３ ２ 桜井川割鉄跡 伊倉北方丙尽動 古代・中世 生産 拡鴻敗布する

３ ４ 伊倉丹倍沌跡 伊倉北方八龍など 中世 包蔵地 天正以前まで賀塁湛をして栄えた

３ ５ 函人町 伊倉唐人町 中世 包蔵地

３ ６ 麗人町貝塀 北方 弥生～中世 貝曝

３ ７ 樋冶里町 伊倉南方西唖動 貝曝 貝埋敗布地、鉱沸多く敗布

３ ９ 弱師敬六地璽堀 伊倉南方声屈酌 中世 石造物 民寂の一角、石堀中にたたみこむ

３２０ 片画肪貝塚 片頂訪里散 縄文～脚倉 貝啄

３２１ 片阻肪 片顧訪屋散 弥生 包蔵地 貝隠のある台地一幕

３２３ 伊倉城跡古碑 片再訪中城 中世 石造物 伊倉台地南鋪、五帖培片がある

３２４ 中ん域跡 片境肪中城 中世 城 伊倉台地南端、眺望地、形跡を止めぬ

３２５ 印鯛神社古唄 宮原土井内 古嫡 古畑 円間珊健・須哩露・土踊器出十

３２６ 宮鯉土井の内 宮原土井内 弥生 包蔵地 弥生石舘・土器出土

３２７ 旧 杜 宮原帽社 弥生 包蔵地 弥俸十器敗布

３２８ 伊倉宮原町 宮原屋敷 弥生 包蔵地 弥生土龍敗布

３２９ 厘敷古塔碑群 宮原歴散 中世 石造物 五翰曜．、蛎部分あり

３３０ 伊倉衛八幅宮社寺古塔碑群 宮原屋敷 中世 石造物 板碑・五儲婿・宝瞳印蛎部分

表４
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鋪2節朕史的胴境

週跡番号 週跡名 所在地 時代 梱別 揃定 備考

３３１ 伊愈宮川 宮原宮川 弥生 包戴地 弥生十器・石霧

3３２ 伊倉八褐宮境内 宮原北方ほか 聞文 包蔵地 縄文土藷、阿寓式・御領式を多く含む

３３４ 伊愈宮の後 伊倉北方宮の彼 縄文 包璽地 縄文、阿高式・御領式土器・石斧・石抵

３３５ 伊倉宮の後要柁群 伊倉北方宮の後 弥生 埋靭 合口夷棺多数

３３６ 伊倉古宮原 宮原古宮原 弥生 包政地 弥生土器・土笛器・須恵器散布

3５１ 腎野願 青野塵・北原 弥生・古畑 包蔵地

352 合田 青野合田 弥生・古蛎 包蔵地

353 胃野屋散跡 青野合田・田の尻 中世 包諏地 古井戸、現在雑木林

3５４ 聞野本村曲畑 青野本村・田の尻 弥生・古畑 包蔵地 弥生～古墳土器多且包含

355 七測経塚 青野本村・七沌 中世 綬塚 内容不明

359 宵野天神原 青野天神原 弥生・古M１ 包砲地 弥生～古墳期土器包含

3６０ 宵野火郭菖跡 青野天神原・辻 古代 包顔地 八弁花文瓦器壷付深鉢（火葬骨入）、蓋付碗

3６１ 中坂門田 中坂門田西 弥生・古唄 包蔵地

3６５ 古閑 中坂門田古閑 古璃～中世 包鼠地 須恵器・土師器片

369 腎野本村堂の久保 青野本村堂の久保 弥生・古唄 包鼠地

373～391 名称不明 玉名市過跡地図にあり

３９２ 狸寺 下小田 玉名市週跡地図にあり

393～481 名称不明 玉名市週跡地図にあり

４８２ 柳町 玉名市河崎柳町 聞文～平安 襲落 県鯛査、文字資料

４８３ 玉名平野条理跡 玉名、迫間ほか 古代 中世 生産

４８４ 玉名平野条里跡 古代 中世 生歴

４８５ 玉名平野条里跡 古代 中世 生産

４８６ 玉名平野粂里跡 古代 中世 生産

４８７ 玉名平野条里跡 古代 中世 生産

４８８ 玉名平野条里跡 古代 中世 生産

４８９ 玉名平野条里跡 古代 中世 生産

４９１ 吉丸前 寺田吉丸前 縄文～中世 包亜地

492 前田 月田前田

４９３ 解前 寺田群前

４９４ 北の鏑 安楽寺北の崎ほか 同文～中世 弥生土器、土箭器、須恵器、土坑
４９５ 皿抜 安楽寺船島ほか 弥生～古代 弥生土器、土師器、須恵器
496 小園 石貫小園 中世

４９７ 茜尼散 玉名西厘酌

4９８ 上ノ辻 玉名上ノ辻

500 ジュルクン谷製鉄跡 三ツ川宮田

県（43）南関町（3６
遺跡悉号 週跡名 所在地 時代 樋別 梱定 備考

1２３ 鬼王浦ん谷 上坂下鬼王 側文 包鳳地 石雄、単独発見

県（43）玉名市（旧岱明町） (361）
週跡番号 遺跡名 所在地 時代 梱別 梱定 働考

050 遍 照 野口嫁原 弥生 埋邸 中期、須玖系3基
054 下前原 下前原正林 弥生 包蔵地 昭和32年発握坦壷、鉄器をもつ
055 咽服輔式石棺群 野口塚原 弥生 埋靭 弥生十鋸・須璽器少量
０５８ 大原人骨出土地 野口大原 縄文 包蒐地 人骨1鯉伸展土葬
059 大原腎礎出土地 野口大原 中世 包鼠地 完形5幕分切込鐸２個
060 北尾崎 野口北尾崎 弥生 包砲地 弥生晩期土謁、賃銭出土、Ａ・Ｂ区
062 筒船東 野口貴船 弥生 包画地 弥生十翠片の1群出土
0６３ 尾崎 野口尾崎 弥生楢晩朗 包蒐地 鋼悪濯頚、完形出土
064 尾鰯貝導 野口尾崎 釦文 貝埠 尊大玉名翻々庭、阿寓式
０６５ 貿船西 野口貴鉛 弥生 包廻地 弥生後娩期土器少量
０６８ 帆柱木埋没の地 野口貴船 祭飼 神体御用鑓用埋没碑あり
０６９ 大照五錨曙 野口大原 中世 石逸物 風・空輸を失う、水輪に他あり
０７３ 狩哩 野口北尾崎 中世 紐埠

県（43） 玉東町 (364）
週跡悉号 過跡名 所在地 時代 梱別 揃定 傭考

００１ 稲佐廃寺跡 稲佐切畑 古代 寺社 県 古代寺醗、塔礎石・金堂基壇の－罰、布目瓦多、
０５４ 寺山板碑 稲佐寺口 中世 石造物
０５５ ガランさん板碑 稲佐馬坦屈敷 中世 石造物

表５ 周辺遺跡一覧表（４）
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節Ⅲ噸州従の成果

第Ⅲ章調査の成果

第１節調査区の基本土屑

、ｌｉ辿跡で確縄された層序は基本土層柱状図(第２図)にまとめる。Ｉ淵在区によって各層位が削平・再堆械・

水性堆欄が,鯉められる鳩合、その都度用位比較を行い細分している。佃し、調査区内で同一用がうまく続か

なかったり、ｆ汗性質が異なったりすることが兇られる。これは沖梢地の特性と考えられる。

Ｉ肘IIlMi測色土（Ｈｕｅ７,5YR3/3）現代の耕作上。地点によって１０J〔さ２０cm～30cmを測る。

Ｉａ肘にぶい褐色砂間土（HUelOYR5/4）旧耕作|:で現代の遺物を含む。地点によって厚さ３５cm～5()Cｍ

を測る。

Ⅱ肘褐灰色砂質士（HuelOYR6/1）マンガンの沈殿が雌0鯉でき非術に硬い届。股大厚さは約20cmであ

る。

111吋肌色粘前土（Ｈｕｅ２,5GY2/1）マンガンを含み粘性がある。’'''１tから近代の遺物を含む。地点によ

って厚さ２０cm～40cmを測る。

1Ｖ肘オリーブ黒色砂質上（Ｈｕｅ７､5Y2/2）多Ｉｆの褐色の粒ｆが細かい砂に混じる。無遺物屑である“地

点によって厚さ１０cm～30cmを測る，

ＶＭ照色粘質12（Ｈｕｅ５Ｙ２/1）土質はⅢ胴に近い粘性である。’1'世の遺物が含まれるが、そのほとんど

がローリングを受けた小破片である。地点によってIリさ２０cm～50cmを測る。

Ⅵ）Ｗ肌色砂価土（Ｈｕｅ５Ｙ２/1）｛色はＷＷに近いが、｜Z蘭は粒ｆが細かく砂が混じる砂両土である。’'’

１１tの遺物が含まれる。般大厚さは約１０cmであるが、地点によっては消滅している。

Ⅶ肘川測色砂質土（Ｈｕｅ７,5YR5/6）砂の粒子が大きく、やわらかい刑である。主に古代の辿物を含む。

地点によって厚さ１５cm～40cmを測る。

ⅢｌＷＩﾘl戯褐色粘面上（Ｈｕｅ２､5Y6/8）全体的に粘性がある”無過物肘である。

、'１週跡の‘淵在方法は、基本土屑のＩ屑からⅣ肘までを'１１機で除去した後、Ⅶ屑以下の土肘観察川のベルト

を残しながら人力で掘りドげていく方法をとった｡辿柵確‘蝿1ｍをⅦ肘に投定し、調査を進めた。

こぶ、グ

L＝８．５００ｍ

Ｉ層

ｌａ層

L＝８．０００ｍ

Ⅱ府

Ⅲ層

Ⅳ掴

Ｖ層

Ⅵ面

ⅥＩ 穂

↓

第２図基本土届柱状図
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(S=1/7,500）

ダ

３００ｍ口調査箇所
第３図上小田宮の前・養寺遺跡調査区付置便
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鋪2節健寺遺跡の調査

第２節養寺遺跡の調査

１．養寺遺跡の概要

健寺過跡は菊池川左岸、玉fWL野のﾙ〔側に位慨し、その範囲は玉名市下小11坪礎寺の東西約500ｍ、南北

約750ｍの約30万nfが推定されている。これまでに本格的な埋蔵文化財の捌在は行われていなかったが、隣

接地に下小田養寺丸塚、養音寺跡搾の'''11tに凧する遺跡が知られている。また、当辿跡と亜複する形で玉名

､IjW条里跡が位置づけてあり、古代の条里跡が想定できる。

このような遺跡分布状況の中、リi↓道瀬川玉東線整備覗業の路線計画があがり、玉名地域振興局土木部工務

裸と協縦の結果、平成12年度に埋蔵文化財確認調査を実施することになった。０淵在の結果、中世に属する

遺柵が検出され、本格的な調奄を爽施することになった。

２．遺櫛分布(第５図）

健寺遺跡の調査区は既存の道路に貼りつくように広がる。南北約50ｍ×東西約10ｍの細長い調査地で、

広さは528㎡である。この網代区で検出した遺柵は、掘立柱建物跡12棟、柵列跡３鯉、洲跡(近世)1条、土

坑３膳である。

辿榊の分布状況を見ると、網代区の北側に柵立柱建物跡(SＢ１３．１４．１５)が分布し、湖査区の南側に

(SB０１．０２．０３．０４．０５．０６．０７．０８．１０)や土坑(SKO１．０２．０３)が分布している。i淵査区の掘立柱建

物跡や土坑の広がりの東側には柵列跡(SA1１．１２．１７)の分布が確認された。0淵在区の南端には近世に属す

る洲跡によって撹乱を受けており、過柵の膜がりは不明である。

３．遺構

各遺構の詳細は第６図～13図・表６～８のとおりである。以下は各遺櫛を概観する。

（１）掘立住建物跡

ＳＢＯｌ(第６図）

SBO1は遺跡の南側に位縦し、ＳB０２．０７．１０と砿複しているが、切り合い関係は不明である。３間×

２１{１１の側柱建物で、桁行方向はＮ76°Ｅとほぼ東西方向である。柱穴は､‘〔従'6～24ｃｍ、深さ１４～42ｃｍ

で、下端のレベルは一定ではない。桃穴は符干ずれるが、ほぼ一直線に並ぶ。

ＳＢＯ２(第６図）

SBO2は遺跡の南側に位枇し、ＳB０１．０７．１０と亜複しているが、切り合い関係は不明である。２間×

２間の側柱建物で、桁行方向はＮ７３ｏＥとほぼ束西方向である。柱穴はｉｆ唯１２～24ｃｍ、深さ１６～38ｃｍ

で、下端のレベルは-･定ではないが、ほぼ一直線に並ぶ。

ＳＢＯ３(第７図）

SBO3は遺跡の南側に位臓し、ＳB０４．０７と亜襖しているが、切り合い側係は不明である。２間×１間

の側柱建物で、桁行方向はＮ90°とほぼ東西方向である。柱穴は面従１０～20ｃｍ、深さ２０～44ｃｍで、

下端のレベルは一定ではないが、ほぼ一価線に並ぶ。

ＳＢＯ４(第７図）

SBO4は遺跡の南側に位慨し、ＳB０３．０７と亜襖しているが、切り合い関係はボIﾘlである。２間×１冊

の側柱述物で、桁行方向はＮ72°Ｅとほぼ東西方向である。柱穴は血径１６～28ｃｍ、深さは１０～44ｃｍ

である。柱穴の下端のレベルは-･定ではないが、ほぼ一直線に並ぶ。

ＳＢＯ５(第８図）

SBO5は遺跡の南端にある溝跡の北側で、SBO6の内側に位置しているが、切り合い関係は不明である。

２Ⅲ×１間の側柱建物で、桁行方向はＮ69°Ｅとほぼ東西方向である。柱穴はif雁１４～32ｃｍ、深さ８～

３４ｃｍで、下端のレベルは一定ではない。辿物の規模はSB０３．０４に近い規枯を示している。
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節2節跨寺週跡の調在

ＳＢＯ６(第８図）

SBO6は遺跡の南端にある溝跡の北側に位慨し、SBO7に隣接している。３Ill×２１M1の側柱述物で、桁

行方向はＮ75°Ｅとほぼ東西方向である。柱穴は直径12～36ｃｍ、深さ４～36ｃｍで、下端のレベルは一

定ではなく、部分的に欠損を受けている。

ＳＢＯ７(第９図）

SBO7は遺跡の南側に位慨し、ＳB０１．０２．０３．０４．０８と亜複しているが、切り合い'１M係は不明であ

る。３ml×２間の側柱建物で、桁行方向はＮ80°Ｅとほぼ南北方向である。柱穴はif雄12～24ｃｍ、深さ

８～56ｃｍで、下端のレベルは一定ではない。部分的に欠柵を受けているが、ほぼ一IIII線に並ぶ。

ＳＢＯ８(第９図）

ＳＢＯ８は遺跡の南側に位置し、ＳＢＯ７と111複しているが、切り合い関係は不明である。桁行方向が

Ｎ67。Ｅでほぼ南北方向の側柱建物と思われる。２m×１間分を確認したが、調在区外に柱穴が存在す

ると考えられるので建物全体の規模は不明である。確認された柱穴は直径14～20ｃｍ、深さ２４～34ｃｍ

である。

ＳＢｌＯ(第10図）

ＳＢ１０は遺跡の中央部南側に位脱し、ＳB０１．０２と並複しているが、切り合い関係は不ﾘﾘlである。２

１H1×２間の側柱建物で、桁行方向はＮ78°Ｗとほぼ南北方向である。柱穴は直径１２～24ｃｍ、深さ６～

５２ｃｍで、下端のレベルは一定ではない。ほぼ－１１０１§線に並ぶが、若干北側が開く。

ＳＢｌ３(第10図）

ＳＢ１３は遺跡の中央部に位撹し、ＳＢ１５とjlt複しているが、切り合い関係は不明である。21111×２間の

側柱建物で、桁行方向はＮ83.Ｅとほぼ東西方向である。柱穴は直径14～24ｃｍ、深さ１６～38ｃｍで、

下鵜のレベルは一定ではない。建物としてはやや歪な平面形をしているが、柱穴の澱土が同一であるこ

とから掘立柱建物とした。

ＳＢＩ４(第11図）

ＳＢ１４は遺跡の中央部北側に位樋し、ＳＢｌ５に隣接している。２間×ｌ間の側柱巡物で、桁行方向は

Ｎ83.Ｅでほぼ南北方向である。確侭された柱穴は直径12ｃｍ～18ｃｍ、深さ１０ｃｍ～44ｃｍで、下端の

レベルは一定ではない。建物の主軸はSB13とほぼ同一である。

ＳＢ１５(第11図）

SB15は遺跡の中央部に位瞳し、ＳＢ１３とⅢ複しているが、切り合い関係は不明である。21111×２間の

側柱述物で、桁行方向はＮ62°Ｅとほぼ東西方向である。柱穴は直径5ｃｍ～32ｃｍ、深さ１４ｃｍ～46ｃｍ

である。

（２）柵列跡

ＳＡｌｌ(第12図）

SA11は遺跡の南側に位置し、柱列の軸はＮ13°Ｅで、確認できたのはほぼ南北に並ぶ３つの柱穴であ

る。柱列の長さは2.9ｍ(約9.6尺)で、柱穴は1ｋ催１６～18ｃｍ、深さ２４～46ｃｍで、下端のレベルは一定

ではない．柵の配置状況からＳＢＯ３・１０との関巡性が考えられる。

ＳＡｌ２(第12図）

ＳＡ１２は遺跡の中央部に位置し、ＳＢＯ１とＳＡ１７に隣接している。柱列の軸はＮ１１ｏＥで、確偲できた

のはほぼ南北に並ぶ４つの柱穴である。柱列の災さは6.2ｍ(約20.5尺)で、柱穴はIlol[綴１６～20ｃｍ、深さ

１２～46ｃｍで、下端レベルは-･定ではない。ＳＡ１１と同梯、柵の配置状況からＳＢＯ３・１０との側迎性が考

えられる。
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第１２図柵列跡〈SA11

(寸法は検出面で計測したもの）
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遺柵番号 間数
桁

、

長

尺

梁
、

長

尺

睡物の
向き 型式 方位

桁行平均
、 尺

梁行平均
、 尺

柱穴直径
Ｃ、

柱穴深さ

ｃ、

ＳＢＯ１ ３×２ ４．８ 1５．７ ３．５ 1１．６ 東西 側柱 Ｎ７６ Ｅ 1.6 5.3 1.8 5.8 6～２４ １４～４２

SＢＯ２ ２×２ ３９ 1３．０ ３ ０ 1０ ０ 東西 側柱 Ｎ７３ Ｅ ２０ ６５ ５ ５０ 2～２４ １６～３８

ＳＢＯ３ ２×１ ４ １ 1３．６ ２ ５ ８３ 東西 側柱 Ｎ９０ ２ ６８ ２５ ８ ３ Ｏ～２０ ２０～４４

ＳＢＯ４ ２×１ ４ ３ 1４．１ ２ ５ ８ ４ 東西 側柱 Ｎ７２ Ｅ ２ １ ７ ０ ２ ５ ８ ４ ６～２８ １０～４４

SＢＯ５ ２×１ ４ ２ 1３８ ２ ０ ６ ７ 東西 側柱 Ｎ６９ Ｅ ２ １ ６９ ２ ０ ６ ７ ４～３２ 8～3４

SＢＯ６ ３×２ ５ ５ 1８．２ ３ ５ 1１ ５ 東西 側柱 Ｎ７５ Ｅ ８ ６ ７ ５７ ２～３６ 4～３６

SＢＯ７ ３×２ ６ ９ 2２．６ ４ ４ 1４ ６ 南北 側柱 Ｎ８０ Ｅ ２ ２ ７ ５ ２ ２ ７３ ２～２４ 8～５６

SＢＯ８ 2×(1) ３ ４ 1１．４ ２ ４ ０ 南北 側柱 Ｎ６７ Ｅ ７ ５ ７ ４～２０ ２４～３４

SＢ１０ ２×２ ４ ４ 1４．４ ３０ ９８ 南北 側柱 Ｎ７８ Ｗ ２ ２ ７ ２ 1.5 4．９ ２～２４ 6～５２

SＢ１３ ２×２ ２ ９ ９．５ ２３ ７６ 東西 側柱 Ｎ８３ Ｅ １４ ４ ８ 1．１ 3.8 ４～２４ １６～３８

ＳＢ１４ ２×１ ３ ６ 1１．８ ２ ０ ６５ 南北 側柱 Ｎ８３ Ｅ １８ ５９ ２～１８ １０～４４

ＳＢ１５ ２×２ ４ ６ 1５．１ ３ ４ １１ ３ 東西 側柱 Ｎ６２.Ｅ ２３ ７６ 1,7 5.5 ５～３２ １４～４６



鋪2節養寺遺跡の訓在

sA17(第l21XD

SA17は遺跡の中央部南側に位置し、SA12に隣接している。柱列の軸はＮ5°Ｗで、確認できたのは

ほぼ南北に並ぶ３つの柱穴である。柱列の焚さは3.6ｍ(約12.0尺)で、柱穴は､‘[篠20～28ｃｍ、深さ２０～

５０ｃｍで、下端レベルは一定ではない。柵の配価状況からSBO1との関連性が考えられる。

（３）土坑

ＳＫＯ１(第13図）

SKO1は過跡の南側に位置し、SKO2と隣接している。長軸1.96ｍ、短軸0.48ｍ、深さ0.44ｍを測り、

平面形は不整の災方形、断面形は浅いⅢ状を呈している。床而には平而形で梢円形の掘り込みがあり、

二段掘りになっており、その断面形は筒状である。澗土は①．②層に分肘できる。

ＳＫＯ２(第13図）

SKO2は遺跡の南側に位置し、ＳＫＯ１と隣接している。長軸0.87ｍ、短軸0.36ｍ、深さ0.22ｍを測り、

平面形は不盤の桁''1形、断面形は略台形を呈している。捌土は①．②1Ｗに分肘できる。

ＳＫＯ３(第13図）

SKO3は過跡の南側に位置し、長軸0.94ｍ以上、短軸0.48ｍ、深さ0.44ｍを測り、平面形は略楕円形、

断面形は略台形を呈している。覆土は①～④肘に分隔できる。

(寸法は検出面で計測したもの） (単位：、）

遺櫛名 遺柵番号 長軸 短軸 深さ 備考

ＳＫＯ１ 1．９６ 0.48 ０．４４

土坑 ＳＫＯ２ ０．８７ ０．３６ ０．２２

ＳＫＯ３ 0.94～ ０．４８ ０．４４

表７養寺遺跡検出遺桐一覧表

遺櫛番号 層位 特徴

ＳＫＯ１
①周 暗褐色粘質±。

②厨 灰褐色粘質土。

ＳＫＯ２
①層 灰褐色粘質土。鉄分を含む。

②層 灰色粘質土。

①層 灰褐色粘質土。鉄分を含む。

ＳＫＯ３
②府 灰色粘質土。

③層 灰色弱粘質土。

④層 青灰色強粘質土。

表８養寺週跡検出遺構土層注記表
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第Ⅲ瀬網代の成梨

第３節小田２ 区 の 調 査

１．上小川宮の前遺跡の概要

ｌｚ小川宮のIiii遺跡は菊池川左岸、玉名平野が－．冊狭くなった鳩所に位慨し、藍寺遺跡からは約600ｍ北

mllに離れた鳩所にある。その範囲は玉名市上小111字寓の前のﾙ〔西約1.000ｍ、南北約300ｍの約30万nfが推

定されている｡礎寺遺跡と同様に、これまで本格的なjlM蔵文化財の綱在は行われていなかったが、１１洲140

年代に爽施された、場整備事業時に多最の辿物が炎採されたという地元の古老の聞き取り調査の結果か

ら、、１１世跡の仔在が知られることになった。遺跡のⅢ〔側にある小商い脈陵には上小田下丸塚、徳丸古埴群

群の！'i埴聯、西側の菊池川右岸に座がる-Ｋ名､ド野にはIl1Ij迫lIUlI波遺跡、玉名平野条里跡、柳町遺跡等の過

跡が知られている。両迫間日渡遺跡では県内岐Iliとなる弥'1i時代後期の水田跡が発見されたほか、玉名平

野条1M跡では古噴時代中期の木樋(導水笹)が発兇されている。また、柳町遺跡ではロ本殿古の文字をi肥し

た木製蝿１１１や農具等、多最の木製品をはじめとして多Iitの称'k時代から古代の遺物、遺構が検出され性１１

された。北側には、銀錯銘大刀の出土で知られている１１:川船111古嫡がある清原台地が広がり、台地の菊池

川柵いには、若'刺貝塚等の遺跡が知られている，好例典塚はIIiくから知られ、菊池川流域雌上流に位縦す

る海水瀧貝塚として注目をされている￥

以lZのように、当遺跡及び周辺遺跡における既縦の‘淵従ではjlI嬰な発見が相次いでおり、上小Ⅲ宮のIiii

過跡の時代的背策が想定される．

なお、Ｉ淵在区については、養寺遺跡と上小川宮の前週跡の汎liilを防ぐために当初は小出２区、３Ⅸと投

定してＩ淵ffを進めたが、平成13年度に調在貝が変わり、残りのi淵在区を上小、宮の前１区から１０区に投

定してI淵ffを進めた。本書では、当時の調在区のfi称をそのまま使い報告と代える。

2．遺櫛分布(第14図）

上小'１１嵩の前週跡の小田２区は、南北約110ｍ×東IjW約5ｍの細災いi淵査区を既存道路の両側（西側i淵１１ｒ

区・州M1淵在区)に設定した。座さは836ｍ'である‘：このＩ閥代Ⅸで検出した遺構は、竪穴住居跡７棟、掘吹

柱述物跡20棟、柵列跡16基、溝跡1条、土坑３催である。

過柵の分ｲW状況を見ると、調査区の南西側に軽穴化牌跡(SIO１．０２．０３．０６．０８．０９．１０)が分布し

ている。棚立柱述物跡は調査区の南東側(SB０１．０２．０３．０４．０５)と北側(SB０８．０９．１１．１３．１５．

１６．１８．２０．２１．２２．２３．２４.２５．２６．２７)の_称に分かれて分njしている。柵列跡も掘立柱述物跡

の分niと同じく南東側(SAO１．０２．０７．０８)と北側(SAO３．０４．０５．０６．０９．１０．１１．１２．１３．１４．

１５．１６)の二群の分布が兄られる◎潤跡は調在区の北側に１条検出している。また、土坑は調査区の北側

にSKO5が、南東部にＳKO１．０３の分布が確認される。

3．遺櫛・遺物

併辿柵・遺物の詳細は第15図～26図・表９～11のとおりである。以下は各遺構を概観する。

（１）醗穴住脳跡

ＳｌＯ１(鋪15図）

SIO1は東側調査区の南側に位置し、SIO6を切っている。災軸3.21ｍ、短軸1.26ｍ以上、深さ0.05ｍを

測る。１１;鵬西部が調査区外に存在するため、全体の規棋はｲ《Iﾘ|であるが、平面形は四角形を呈していた

ものと思われる。この遺構内には、壁際に浅い洲状の藩ちを確偲することができたが、残りが悠く過椛

全体に迦るのかは不明である。また、床面にlﾘl瞭な砿化Iiiは確縄できなかったが、柱痕跡らしき落ち込

みが３簡所あった。

sIo2(輔l51XD

SIO2は西側調査区の南側に位置し、SIO３．０６に隣接している。災軸3.95ｍ以上、短軸3.30ｍ以上、深
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鋪3節小川2区の調代

さ0.05ｍを測る。住居の北部は撹乱に壊され、西部は調査区外に存在すると思われるため、全体の規模

は不明であるが、平面形は四角形を呈していたものと思われる。

辿柵確認面からの深さは５cm程とかなり浅く、埋土も１層のみであったが、床而にわずかなカーボン

の広がりを確認することができた。また、柱拠跡らしき落ち込みが５箇所あった。

SIO３(第15図）

SIO3は西側調査区の南側に位置し、SIO2に隣接している。及軸295ｍ以上、短軸0.92ｍ以上、深さ

0.05ｍを測る。住居西部が側在区外に存在すると思われるため、全体の規模は不明であるが、平面形は

四角形を呈していたものと思われる。遺柵内の床面は平らな面を捉えたが、硬化面や炉跡などは検出で

きなかった。また、柱換跡らしき落ち込みが３簡所あった。

ＳＩＯ６(第15図）

SIO6は西側調査区の南側に位置し、SIO1に切られており、住居東部に貯蔵穴を持っている。長軸

2.55ｍ以上、短軸2.35ｍ以上、深さ0.08ｍを測るが、住居西部が捌査区外に存在すると思われるため、

全体の規模は不明である。平mIi形は四角形を呈していたものと思われるが、硬化面や炉跡は検出できな
かった。

ＳｌＯ８(第16図）

SIO8は西側調査区の南側に位置し、ＳＩ１０に切られている。及軸2.30ｍ以上、短軸2.15ｍ以上、深さ

0.06ｍを測るが、住居西部が調査区外に存在すると思われるため、全体の規模は不IﾘIである。平面形は

四角形を呈していたものと思われるが、硬化面や炉跡は検出できなかった。遺梢内には、壁際に浅い満

状の落ちを確認することができたが、残りが悪く遺椛全体に廻るのかは不明である。
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鋪Ⅱ1噸‘洲代の成果

ＳｌＯ９(第16脚）

SIO9は西側I閥在区の南側に位I州し、SIO８．１０を切っている。及軸3.50ｍ、短軸2.95ｍ以|:、深さ

0.09ｍを測るが、住居西部が調査区外に存在すると思われるため、全体の規模は不明である。Wbi形は

不整の四jjI形を呈していたものと思われるが、硬化面や炉跡は検出できなかった。遺柵内には、壁際に

浅い溝状の藩ちを一部確認することができ、SIO１．０８．０９の３棟の共通の構造をもつ。

ＳＩｌＯ(鋪16Ｍ）

SI10は西側0淵在区の南側に位髄し、SIO8を切り、SIO9に切られている。長軸4.15ｍ、鯉軸3.27ｍ以上、

深さ0.10ｍを測るが、住居西部が綱代Ⅸ外に存在すると思われるため、全体の規模は不Iﾘlである。平面

形は四角形を呈していたものと思われるが、硬化面や炉跡は検出できなかった。遺構の切り合い関係は、

古いものからSIO8→10→09の順番で確偲できた。

（２）掘立柱建物跡

ＳＢＯｌ(第17閃）

SBO1は東側,淵在区の南端に位椴し、SAO8と血複しているが、切り合い関係は不明である。桁行方向

がＮ76°Ｅでほぼ東西方向の側柱他物と思われる。２間×２間分を雌i隠したが、建物東部の桃穴が調査

区外に存在すると号えられるので、述物全体の規模は不明である。桃穴は直径１６～30cm、深さ８～３０

ｃｍで、下端のレベルは一定ではないが、ほぼ一夜線に並ぶ。

ＳＢＯ２(第l7IXI）

SBO2は東側IMM在区の南側に位慨し、ＳB０３．０４と重複しているが、切り合い関係は不lﾘlである。桁行

方向がＮ80°Ｅでほぼ南北方向の側柱述物と思われる。２間×２１ｌ1分を確認したが、建物西部の柱穴が

調査区外にｲｨ:在すると考えられるので、辿物全体の規模は不lﾘIである。柱穴は直径１８～24cm、深さ１６

～24cmで、下端のレベルは一定ではない。部分的に欠損を受けているが、ほぼ・直線に雌ぶ･

ＳＢＯ３(第17図）

SBO3は東側0淵在区の南側に位湿し、ＳB０２．０４．０５と亜槻しているが、切り合い関係は不Iﾘlである。

桁行方向がＮ90°で南北方向の側柱辿物と思われる。４間×１m1分を確患したが、建物西部の柱穴が調

査区外に存在すると考えられるので、巡物全体の規模は不明である。柱穴は直径16～26cm、深さ１６～

２８cmで、ほぼ|閲I規模の大きさをもつ牲穴が．Ⅱ０１[線に並ぶ。

ＳＢＯ４(第l7IXl）

SBO4は東側’凋在区の南側に位慨し、ＳB０２．０３と重複しているが、切り合い関係は不明である。桁行

方向がＮ８０ｏＥでほぼ南北方向の側桃述物と思われる。３間×１１Ⅲ分を確縄したが、巡物閣部の柱穴が

調査区外にｲ〃Eすると与えられるので、述物全体の規模は不明である。建物としてはやや液な､ド而形を

呈しているが、柱穴の糧土が同・であることにより掘立柱述物跡とした。柱穴は直径１５～24cm、深さ

１２～32cmで、ド端のレベルは一定ではない。

ＳＢＯ５(節18ｌｘ|）

SBO5はⅢ〔側,淵在区の南側に位慨し、SBO3と亜襖しているが、切り合い関係は不明である。桁行方向

がＮ89°Ｗでほぼ南北方向の側柱処物と思われる。３間×２間分を確I型したが、建物両部の柱穴が潤査

区外に存在すると考えられるので、辿物全体の規模は不明であるが、やや東側に開く。柱穴はⅡ!唯20～

３０cm、深さ６～32cmで、ド端のレベルは・定ではない。
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第Ⅲ厳‘調代の成果

ＳＢＯ８(第l81xi）

SBO8は東側,淵代Ⅸの''1央部に位世し、ＳＢＯ９とI、槻しているが、切り合い'１M係は不Iﾘjである。桁行方

向がＮ74.ＷでほぼI綱上方向の側柱挫物と思われる。４１Nl×ｌ間分を確偲したが、越物東部の柱穴が‘淵

査区外に存在すると琴えられるので建物全体の規棋はｲﾐ明である。挫物のI;軸はSDOlと平行しており、

やや南東側に振れる。柱穴は直径20～28cm、深さ４～18cmで、下端のレベルは･定ではないが、ほぼ

一直線に並ぶ。

SBO9(第l81xD

SBO9は東側捌在|えの中央部に位置し、SBO8とIⅢ槻しているが、切り合い関係は不iﾘlである。桁行方

向がＮ７９ｏＷでほぼ南北方向の側柱建物と思われる。３冊×１間分を確縄したが、哩物東部の柱穴がI淵

査区外に存在すると勝えられるので建物全体の規使は不叫lである。SBO8とｌｌｉｌ禄に挫物の主軸はSDOlと

平行しており、ややifi東側に振れるが、ＳＢＯ８との側係は不明である。柱穴は110雁１４～24cm、深さ６～

32cmで、下端のレベルは・定ではない。

ＳＢｌｌ(第１８図）

ＳＢ１１は東側‘淵代Ⅸの中央部に位置し、ＳＢｌ３とｉｎ糊しているが、切り合い'１M係はｲ《lﾘIである。桁行方

向がＮ85°ＷでほぼⅣi北方向の側柱建物と思われる｡２間×１間分を確I漁したが、述物東部の柱穴が細

査区外に存在すると勝えられるので建物全体の脱税は不Iﾘlである．述物の1illiIIlはやや北西側に振れる。

柱穴は面従14～28cm、深さ１０～18cmで、ド端のレベルは一定ではない。

ＳＢｌ３(第19ｌｘ1）

SB13は東側,淵代I)<の北側に位置し、ＳＢｌｌ・SAO4～０６と政複しているが、切り合い関係は不明であ

る。桁行方向がＮ15。Ｗでほぼ南北方向の側柱述物と思われるが、北東部の牲穴は撹乱されているため

確認できず、３Ⅲl×ｌ間分を確認した。述物ixi部の桃穴が調査区外に存在すると瀞えられるので述物全

体の規模は不明である。柱穴は直径28～40cm、深さ２６～４１cmで、下端のレベルは・定ではないが、ほ

ぼ‐直線に並ぶ。辿物のＩ《'紬はSDO1と平行している。

ＳＢｌ５(第１９図）

SB15は東側‘淵在Ⅸの北側に位慨し、ＳＢ１６とｌｍＭしているが、切り合い関係はｲ《lﾘlである。桁行方向

がＮ７０ｏＥでほぼ＃i北方向の側柱建物と思われる１２間×１間分を確認したが、辿物東部の柱穴が調在

区外に存在すると与えられるので建物全体の規棋はｲ《IﾘIである、挫物の１２軸はＳＢ２１とほぼ同一である。

柱穴は直径１４～24cm、深さ１２～34cmで、下端のレベルは一定ではない。

ＳＢＩ６(第19図）

ＳＢ１６は東側捌在区の北側に位慨し、ＳＢ１５とOII側しているが、切り合いIjM係は不Iﾘlである。桁行方向

がＮ76°ＥでほぼIfi北方向の側柱建物と思われる。北東部の柱穴は撹乱されていたため確認できないが、

３間×１間分を確‘蝿した。述物西部の柱穴が網代Ⅸ外に存在すると考えられるので、雄物全体の規模は

不明である。柱穴はlrI稚１６～32cm、深さ１２～24cmで、下端のレベルは・定ではない。

ＳＢｌ８(第19図）

SB18は東側0淵在区の北側に位置し、SB21と１１ｔ糊しているが、切り合い関係は不Iﾘlである。桁行方向

がＮ６８ｏＥでほぼI櫛北方If'1の側柱述物と思われるclfiIIlj部の柱穴は確認できないが、３間×１冊分を確

認した。建物四部の桃穴が調査区外に存在するとみえられるので、辿物全体の規棋は不明である。述物

の主軸はＳＢ２２とほぼliil-･である。柱穴は１１‘I流１６～36cm、深さ１４～24cmで、F端のレベルは一定では

ない。
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第Ⅲ章調代の成果

ＳＢ２０(第201劃）

SB20は東ⅢＩ捌在Ⅸの北側に位置し、ＳＢ２１・SAO９．１０と皿複しているが、切り合い関係は不明であ

る。桁行方向がＮ65.Ｅでほぼ南北方向の側ﾄｌｉ述物と思われる。３間×１１ﾊ1分を検出したが、建物東部

の柱穴が調査区外に存在すると考えられるので、辿物全体の規模は不Iﾘlである。柱穴は直径１９～28cm、

深さ１２～18cmで、ド端のレベルは一定ではないに‘

ＳＢ２１(第20図）

SB21は東側捌従区の北側に位置し、ＳB１８．２０．SAO９．１０と重複しているが、切り合い関係は不明

である。桁行方向がＮ72°Ｅでほぼ南北方Iｲﾘの側桃処物と思われる。南東部の柱穴は撹乱によって確i遇

できなかったが、２１H1×11111分を確認した。巡物Ijlj部の柱穴が調査区外にｲＷｌ;すると考えられるので、

建物全体の規模は不lﾘIである。柱穴は直経10～28cm、深さ８～28cmで、下端のレベルは一定ではない。

ＳＢ２２(第20図）

SB22は東側綱在区の北端で、SB21の北側に位Iiviしている。桁行方向がＮ70°Ｅでほぼ南北方向の側

柱建物と思われる。11111×１間分を確認したが、述物の西部の柱穴が調在区外に〃在すると考えられる

ので、建物全体の規模は不明である。述物の主軸は隣接するＳＢ２１とほぼ同・である。柱穴は直後22～

24cm、深さ１８～22cmである。

ＳＢ２３(第20図）

SB23は西側細代Ⅸの北端に位置し、ＳＢ２４・ＳＡｌｌ～１４と重複しているが、切り合い関係は不明であ

る。桁行方向がＮ78°Ｅでほぼ南北方向の側桃辿物と思われる。北西部の性穴が撹乱によって確認でき

なかったが、２間×11111分を確認した。逃物東部の柱穴は調査区外に存柾すると号えられるので、述物

全体の規模は不明である。柱穴は直径28～44cm、深さ１８～42cmで、下端のレベルは一定ではないが、

ほぼ一面線に並ぶ。

ＳＢ２４(第21図）

SB24は西側iIiM代区の北端に位置し、SB23と爪槻しているが、切り合い関係は不lﾘlである回桁行方向

がＮ73.Ｅでほぼ南北方向の側柱建物と思われる。211M×１間分を確i認したが、辿物北西部の柱穴が綱

査区外に存在すると弓えられるので建物全体の規模は不明である。建物のｉｆ袖はＳＢ２１とほぼ|司一･であ

る。柱穴は直維16～26cm、深さ１６～28cmで、ド端のレベルは一定ではない。

ＳＢ２５(第２１図）

SB25は西側捌在区の北側で、SB23の南側に位慨している。２間×２冊の総柱迎物であるが南西側の柱

穴が調査区外に〃在すると号えられる。桁行方向はＮ51°Ｗでほぼ南北方向である。柱穴は直径１６～

28cm、深さ１２～34cmで、下端のレベルは一定ではないが、ほぼ一流線に舷ぶ。

ＳＢ２６(第21図）

SB26は西側調在区の北側に位置し、ＳＢ２７とin脚しているが、切り合い関係は不Iﾘlである。桁行方向

がＮ64｡Ｅでほぼ南北方向の側柱建物と思われる。２Ⅲ!×２間分を確退したが、辿物西部の柱穴が調在

区外に存在すると琴えられるので建物全体の規模は不明である。建物の主軸はＳＢ２０とほぼ同一である｡

柱穴は面径16～32cm、深さ８～24cmで、下端のレベルは一定ではない．

ＳＢ２７(第22図）

SB27は西側i淵在区の北側に位置し、ＳＢ２６と１１t槻しているが、切り合い関係は不lﾘ}である。桁行方向

がＮ65°Ｅでほぼ火Iﾉﾘ方向の側柱建物と思われる。２Ⅲl×２間分を確認したが、処物東部の柱穴が調査

区外に存在すると号えられるので、建物全体の規模は不Iﾘlである。柱穴は1111:椎１４～28cm、深さ１６～３６

cmで、下端のレベルは・定ではない。
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第22図掘立柱建物跡（ＳＢ

０２ｍ
Ｓ＝1/８０トーーー－－

２７）実測図

過栂番号 間数
桁長

、 尺

梁

、

長

尺

迩物の

向き
型式 方位

桁行平均

、 尺

梁行平均

、 尺

柱穴直径

ｑｎ

柱穴深さ

ロ、

ＳＢＯ１ (2)×２ (2.8） (9.4） ２．７ ９．０ 東西 側柱 Ｎ７６ Ｅ １．５ 5.1 １．４ ４．５ １６～３０ ８～３０

ＳＢＯ２ (2)×(2) (3.5） (11.5） (１ 5） (5.0） 南北 側柱 Ｎ８０ Ｅ １．７ ５ ７ １．５ ５ ０ １８～２４ １６～２４

ＳＢＯ３ 4×(1) ６．６ ２１．８ (１ 7） (５ 5） 南北 側柱 Ｎ９０ １．７ ５ ５ １．７ ５５ １６～２６ １６～２８

ＳＢＯ４ 3×(1) ４ ４ 1４．５ (１ 5） (４ 9） 南北 側柱 Ｎ８０ Ｅ １．５ ４ ８ １．５ ４ ９ １５～2４ １２～３２

ＳＢＯ５ 3×(2) ５ ８ 1９．３ (２ l） (６ 9） 南北 側柱 Ｎ８９ Ｗ １．９ ６ ４ １．３ ４ ３ ２０～３０ ６～３２

ＳＢＯ８ 4×(1) ５ ９ 1９．３ 〈１ 5） (４ 9） 南北 側柱 Ｎ７４ Ｗ １．５ ４ ８ ２０～２８ ４～１８

ＳＢＯ９ 3×(1) ４ ３ 1４．３ (１ 1） (３ 6） 南北 側柱 Ｎ７９ Ｗ 1.4 ４ ８ １．１ ３．６ １４～２４ ６～３２

ＳＢ１１ 2×(1) ３ ２ 1０．６ (１ 4） (４ 8） 南北 側柱 Ｎ８５ Ｗ 1.6 ５３ １．４ ４．８ １４～２８ １０～１８

ＳＢ ３ (3)×(1) (４ 7） (15.6） 南北 側柱 Ｎ１５ Ｅ １．５ ５ ２ ２８～４０ ２６～４１

ＳＢ ５ 2×(1) ３ ７ 2.1 (1.4） (4.6） 南北 側柱 Ｎ７０ Ｅ １．８ ６ １４～2４ １２～3４

ＳＢ ６ 3×(1) ５ ３ 7.5 (１ 9） (６ 3） 南北 側柱 Ｎ７６ Ｅ ６～３２ １２～２４

ＳＢ ８ 3×(1) ５ ０ 6.6 (１ 4） (４ 6） 南北 側柱 Ｎ６８ Ｅ 1.7 5.5 ６～３６ １４～２４

ＳＢ２０ 3×(1) ５８ 9.0 (１ 7） (５ 7） 南北 側柱 Ｎ６５ Ｅ １．９ 6.3 ９～２８ １２～１８

ＳＢ２１ (2)×(1) (3.1） 0.3） (２ 1） (６ 9） 南北 側柱 Ｎ７２ Ｅ １．６ 5.1 Ｏ～２８ ８～２８

ＳＢ２２ (1)×(1) (2.1） (6.9） (２ O） (６ 5） 南北 側柱 Ｎ７０ Ｅ ２２～２４ １８～２２

ＳＢ２３ (2)×(1) (3.4） (11.4） (２ 1） (６ 8） 南北 側柱 Ｎ７８ Ｅ 1.7 5.7 ２８～４４ １８～４２

ＳＢ２４ (2)×(1) (3.5） (11.6） (２ O） (６ 5） 南北 側柱 Ｎ７３ Ｅ １．８ ５ ８ １６～２６ １６～２８

ＳＢ２５ ２×２ ３．８ 1２．５ ２ ８ ９．３ 南北 縫柱 Ｎ５１ Ｗ １．８ ６ １．４ ４．７ １６～２８ １２～３４

ＳＢ２６ 2×(2) ３．８ 1２．５ ２ ６ ２６ 南北 側柱 Ｎ６４ Ｅ １．９ ６ ３ １．４ ４．７ １６～３２ ８～２４

ＳＢ２７ (2)×２ (3.2） (10.5） ２ ８ ９．３ 東西 側柱 Ｎ６５Ｅ １．６ ５２ １．４ ４．７ １４～２８ １６～３６
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鋪Ⅲ承調在の成果
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第24図柵列跡（SA11～１６）実測図

Ｏ２ｍ
Ｓ＝1/８０ｂ一一一一

（３）柵列跡

ＳＡＯｌ(第23図）

SAO1は東側調査区の南側に位Iivlし、SAO2とほぼ雌行している。桃列の軸はＮ６ｏＥで、確認できたの

はほぼ南北に並ぶ６つの柱穴であるに＃1列の災さは7.5ｍ(約24.6尺)で、桃穴は11,1姪20～24cm、深さ２６

～36cmで、下端レベルは一定ではない。この柵11跡は南東部の掘立桃辿物群に位樋している。

SAO２(第23図）

SAO2は東側調査区の南側に位Iivfし、SAO1に隣接している。柱列のllilIIはＮ5°Ｅで、確認できたのはほ

ぼ南北に並ぶ４つの柱穴である、桃ﾘの災さは5.1ｍ(約16.8尺)で、桃穴は'''1派１０～22cm、深さ８～２０

ｃｍで、下端レベルは一定ではない’》この柵列跡は南東部の棚立柱逃物群に位脱している。

ＳＡＯ３(第23図）

SAO3は東側調査区の中央部に位枕し、ＳＢ１３・ＳＡＯ５と重複している≦+1列の軸はＮ5°Ｅで、確認で

きたのはほぼ南北に並ぶ６つの牲穴である‘柱列の長さは8.3ｍ(約27.4尺)で、柱穴は応経１０～22cm、

深さ８～20cmで、下端レベルは定ではない，この柵列跡は北部のｲM立桃巡物群に位腫し、ＳＢ１１の掘

立柱述物跡に伴う可能性が商い。
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卵3節小田2区の調査

SAO４(第23図）

SAO4は東側調査区の中央部に位置し、ＳＢ１３と亜複している。柱列の軸はＮ１．Ｗで、確腿できたの

はほぼ南北に並ぶ３つの牲穴である。柱列の長さは3.6ｍ(約12.0尺)で、柱穴は直径16～24cm、深さ８～

20cmで、下端レベルは－･定ではない。この柵列跡は北部の柵立住処物群に位置し、ＳＡＯ３とほぼ並行し

て確認できたことから、ＳＢ１１に伴う可能性が高い。

ＳＡＯ５(第23図）

SAO5は東側調査区の中央部に位慨し、ＳＢ１３・SAO3とin複している。柱列の軸はＮ81°Ｅで、確腿で

きたのはほぼ東西に並ぶ３つの柱穴である。柱列の長さは3.0ｍ(約9.8尺)で、柱穴は面径28～36cm、深

さ２４～36cmで、下拙レベルは一定ではない。この柵列跡は北部の掘立柱建物群に位置し、ＳＡＯ４とほぼ

垂直に位置する形で確偲された。この柵列跡と並行しているＳB１５．１６との関連が考えられる。

SAO６(第23図）

SAO6は東側調在区の北側に位liVrし、ＳＢ１３と亜複しているが、切り合い関係は不明である。柚列の軸

はＮ５ｏＥで、確認できたのはほぼ南北に並ぶ5つの柱穴である。柱列の長さは7.2ｍ(約23.6尺)で、柱

穴は直径24～30cm、深さ１８～30cmで、下端レベルは一･定ではない。この柵列跡は北部の掘立柱述物群

に位置し、SAO4の北側に伸びる延長上で確認された。

sAo7(第231xD

SAO7は東側調査区の南側に位樋し、柱列の軸はＮ５．Ｅで、確,遇できたのはほぼ南北に並ぶ３つの柱

穴である。柱列の是さは3.6ｍ(約１１．７尺)で、柱穴は直径20～24cm、深さ８～24cmで、下端レベルは一

定ではない。この柵列跡は北部、南東部の掘立柱建物群のどちらにも属さない遺構だが、柱列の紬の方

向からSAO１．０２との側巡性が考えられる。

ＳＡＯ８(第23図）

SAO8は東側調査区の南端に位悩し、SBO1と亜複している。桃列の軸はＮ17.Ｅで、確認できたのは

ほぼ南北に並ぶ3つの枕穴である。柱列の長さは2.6ｍ(約8.7尺)で、柱穴は直径14～20cm、深さ８～２０

cmで、下端レベルは一定ではない。この柵列跡は南東部の掘立柱巡物群に位置している。

SAO９(第23図）

SAO9は東側調査区の北側に位樋し、ＳB２０．２１と亜複している。柱列の軸はＮ4°Ｅで、確縄できた

のはほぼ南北に並ぶ４つの柱穴である。柱列の長さは5.0ｍ(約16.4尺)で、柱穴は頑径19～40cm、深さ

16～20cmで、下端レベルは一定ではない。この柵列跡は北部の柵立柱建物群に位置している。

ＳＡ１０(第23図）

ＳＡ１０は東側調査区の北側に位慨し、ＳＢ２０と亜複している。桃列の軸はＮ28°Ｗで、確認できたのは

ほぼ南北に並ぶ3つの柱穴である。柱列の長さは3.0ｍ(約9.8尺)で、柱穴は直径１６～28cm、深さ１６～

18cmで、下端レベルは一定ではない。この柵列跡は北部の掘立柱述物群に位潰し、ＳB１８．２２の掘立柱

建物跡に伴うものと考えられる。

ＳＡ１１(第24図）

ＳＡ１１は西側調査区の北端に位置し、ＳＢ２３・ＳＡ１３と並槻している。柱列の軸はＮ１３ｏＷで、確‘惚で

きたのはほぼ南北に並ぶ３つの柱穴である。柱列の長さは5.3ｍ(約17.4尺)で、柱穴は両径20～24cm、

深さ２６～44cmで、下端レベルは一定ではない。この柵列跡は北部の掘立柱建物群に位置しており、そ

の配置から未検出のSB22の掘立柱建物跡に伴うものと考えられる。

4０



一

節Ⅲ厳捌在の成果

→Ｂ，

⑭ＳＤＣ 型ＳＤＣ

八

調
査
区
外

既
存
通
路

既
存
道
路

調
査
区
外

陰

〃
ノ

ノ

〃

Ｌ=８．０００ｍ
ー B､L三且.０００ｍＡ，Ａ

一Ｂ，

②

第25図満跡（SDO1）・土坑（SKO1）実測図

Ｓ＝１/4０

グララ宗彦フヲ＝ｦ弄弄

S~1/100ー
３ｍ

一一～

BoL三7.500ｍ
一
Ａ

－●Ａ,

4１

Ｏ １ｍ
Ｌ－－－

AoL三Z500ｍ

⑪，



鋪3節小1112Ⅸの捌従

ＳＡｌ２(節24脚）

ＳＡ１２は西側調査区の北側の掘立柱建物群に位置し、SB23と爪複している。柱列の軸はＮ90°で、確

麗できたのはほぼ東西に並ぶ３つの柱穴である。柱列の焚さは3.9ｍ(約12.8尺)で、柱穴は直径22～３２

ｃｍ、深さ１６～22cmで、下端レベルは一定ではない。この柵列跡はSA11に対してほぼ垂面な方向で確認

できたが、側巡性は不明である。

ＳＡｌ３(節24図）

ＳＡ１３は西側捌査区の北側の掘立柱建物群に位置し、ＳＢ２３・ＳＡｌｌとjR襖している。柱列の軸は

Ｎ１１ｏＷで、確偲できたのはほぼ南北に並ぶ４つの柱穴である。桃列の災さは4.1ｍ(約13.6尺)で、柱穴

はiI'〔催13～24cm、深さ１２～34cmで、下端レベルは一定ではない。

ＳＡｌ４(輔24図）

ＳＡｌ４は西側i淵在区の北側の掘立柱建物群に位置し、ＳＢ２３．ＳA１２．１３とⅢ襖している。柱列の軸は

Ｎ4°Ｗで、確偲できたのはほぼ南北に並ぶ4つの柱穴である。柱列の及さは6.0ｍ(約19.7尺)で、柱穴

はｉｆ唯１６～28cm、深さ１４～34cmで、下端レベルは一定ではない。

ＳＡｌ５(輔24図）

ＳＡｌ５は西側i淵査区の北側に位置し、柱列の軸はＮ21。Ｗで、確縄できたのはほぼ南北に並ぶ３つの

柱穴である。柱列の長さは3.7ｍ(約12.3尺)で、柱穴は面従20～24cm、深さ６～22cmで、下端レベルは

一定ではない。

ＳＡｌ６(第24図）

ＳＡ１６は西側綱査区の北側に位置し、柱列の軸はＮ１６ｏＷで、確縄できたのはほぼ南北に並ぶ３つの柱

穴である。柱列の長さは4.4ｍ(約14.5尺)で、柱穴は直径18～32cm、深さ１４～20cmで、下端レベルは一

定ではない。ＳＡ１５とほぼ雌行した位置に確認されたことから、この２つの柵列跡は関連性が考えられる。

（４）澗跡

ＳＤＯｌ(第25図）

SDO1は西側捌査区と東側調査区の北側に跨って位置する滴で、東側では一部が南に細く伸びている。

西側部分は災軸6.30ｍ以上、短軸３．００ｍ、東側部分は長軸4.00ｍ以上、知111112.90ｍ以上を測り、深さは

ともに0.30ｍを測る。この溝跡は北部の掘立柱建物群のほぼ中央に位慨しているが、建物群との関述性

は不明である。

（５）土坑

ＳＫＯｌ(輔25図）

SKO1は東側j淵査区の南側に位置し、長軸3.46ｍ、短軸1.32ｍ、深さ0.32ｍを測り、平面形は不整の長

椛Iﾘ形、断而形は略台形を呈している。損土は①～③肘に分肘できる。

ＳＫＯ３(輔26図）

SKO3は東側捌査区の南側に位世し、西部は調査区外に存在していると思われる。長軸0.93ｍ，短軸

0.47ｍ以止、深さ0.34ｍを測り、平面形は略円形、断面形は浅いlIll状を!iｌしている。捌土は①．②層に

分１Ｗできる。

ＳＫＯ５(節２６閃）

SKO5は西側i淵査区の中央部に位置し、艮軸0.84ｍ、短軸0.48ｍ、深さ0.31ｍを測り、平面形は不整形、

断而形は浅いⅢl状を呈している。澗土は①。②府に分届できる。

（６）その他

この0淵在区では遺物の出土戯が少なく、２点図示した(第26図参照)。

4２



Ｏ

Ｓ=,"oＬ－－－－－－１Ｉｎ

鋪 Ⅲ 噸 鋼 代 の 成 果

く ＳＫＯ５０３

⑮

(単位：、）

一・Ａ, 一・Ａ‘Ａ Ａ←
１

4３

鯛査区外

Ａ･L三Z500ｍ A,L三Z500ｍ一・Ａ， -→Ａ‘

b一一

表１０小田2区検出遺栂一覧表

〉渥乙室諺

十

雲妻

第26図土坑（ＳKO３．０５）実測図及び2区出土遺物実測図

(寸法は検出面で計測したもの）

一

S=1/２

／，

L／

b一一

十

ここの②

司坐ーみ』

０ ５ｃｍ
－

１

０
１

６
‐
‐
‐
い

‐
〆
帥
・
一

へ
一

宇
Ｌ

過桐名 遺姻番号 長軸 短軸 深さ 励考

竪穴住居跡

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

０１

0２

０３

０６

0８

0９

1０

３．２１～

３９５～

２９５～

２ ５５～

２ ３０～

3.50

4．１５

１．２６～

３３０～

０９２～

２３５～

２ １５～

２９５～

３２７～

０．０５

００５

０ ０５

０ ０８

００６

０ ０９

０ １０

SIO6を切る

SlO1に切られる、貯蔵穴

SIO９．ｓ110に切られる

SIO８．ＳＩ１０を切る

SlO9に切られる

溝跡
SDO1(西）

SDO1(東）

６．３０～

４．００～

３．００

2.90～

０

０

３０

３０

士坑

SＫＯ１

SＫＯ３

ＳＫＯ５

3．４６

0．９３

0．８４

１．３２

0.47～

０．４８

０

０

０
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節3節小田２区の調査

遺栂番号 層位 特徴

ＳＩＯ１ ①届 暗灰褐色土。

ＳＩＯ２ ①層 灰褐色士と暗黄褐色±の混土(7:3)。

ＳｌＯ３ ①層 暗灰褐色粘質土。

ＳｌＯ６
①届 暗褐色土。

②届 暗灰褐色土。

SIO８ ①層 暗褐色土。

SIO９
①層 暗褐色±。

②間 暗黄褐色粘質土。鉄分を少量含む。

SＩ１０ ①厨 灰褐色±。弱いしまりあり。

①厨 暗灰褐色土。しまりあり。土師器小片を含む。

SＤＯ１ ②層 暗灰褐色士。弱い粘性あり。マンガン、鉄分を少量含む。

③層 灰褐色粘質±・マンガン、鉄分、ブロック状淡黄褐色土を少量含む。

①層
基本土圃Ⅲ届とⅣ層の混土で、ブロック状灰色土が灰褐色土と混在。橿色の焼土

のような粒と黒褐色の鉄分、マンガンが密集している。

ＳＫＯ１ ②層 ①層より灰褐色土の割合が多い。

③層
地山の灰褐色士より橿色味を帯びる。粘性あり。灰色±が小さなブロックで混じ

る 。

①間
灰色の強い粘性のある土に基本土間Ⅳ咽（地山）が混じる土。黒褐色の鉄分、マ

ンガンを少量含む。
ＳＫＯ３

②層
①層とほぼ同じ土質で、２ｃｍ前後のブロック状の基本土層Ⅳ層を少量含むが、①

層よりⅣ間の割合は少ない。

①闇
明灰褐色土。基本士届Ⅲ層がベース。強いしまりあり、強い粘性あり。マンガン、

鉄分を含む。
ＳＫＯ５

②層
暗灰褐色土。①層とほぼ同じ土質だが、①間より粘性があり黒色土を多く含む。

マンガン、鉄分を含む。

表１１小田2区検出遺樹土層注記表
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鋪Ⅲ承調査の成果

第４節上小田宮の前1区の調査

１．遺構分布(第27ｌｘl）

｜甚小111宮の前1区は全I淵在区の北端に位置し、南北約50ｍ×東西約６ｍの細是い‘淵在区で既存道路の西側

に設定した。広さは281,fである。この調査区で検出した遺構は、竪穴住居跡2棟、満跡4条、土坑6基、流

路1条である。

遺構の分布状況を兇ると、綱査区の中央部から南東側にかけて竪穴住居跡(S1101.102)が分布している。

満跡は南北方向に2条と東西方向に２条を検出しているが、出土遺物の状況から近現代に楓するものと認定し

た。調査区の北側から南東側に上坑(SK１０１．１０２．１０３．１０４．１０７．１０帥の分布が兄られる°調査区の北側

に流路を1条確認することができた。

2．遺樹・遺物

各遺構・遺物の詳細は第28図～34図・表１２．１３のとおりである。以下は各遺櫛を概観する。

（１）竪穴住居跡

ＳＩｌＯｌ(第28図）

SI101は調貸区の中央部に位置し、近現代の満に切られており、平面プランははっきりしない。ただ炉

の配置から推測すると４〔西方向にやや量い、ほぼ方形を呈した住居跡と考えられる。災辺は軸上で3.50ｍ

以上、短辺は軸l:で3.40ｍを測る。検出面から床Iiiiまでの深さは鎧大0.10ｍである。柱穴は検出できなか

った。炉跡は住居跡のほぼ中央部に1雄検出され、貯蔵穴は住居跡の南側の畷際に1J,§検出された。

住居跡の溌上は上IIIiを削平され保存状態は良好でないため、１屑しか確認できなかった。

ＳＩｌＯ２(第28図）

SI102は調査区の南東側に位置し、住居東部は‘淵従区外に存在すると思われ、平面プランははっきりし

ない。長辺は紬上で3.00ｍ以上、短辺は軸l蔦で2.20ｍ以上を測る。検出血から床1ｍまでの深さは般大

0.12ｍである。住膳跡の構造は不明である。

（２）土坑

ＳＫｌＯｌ(第29図）

SK101は調査区の北側に位置し、長軸1.03ｍ、卿軸1.01ｍ、深さ0.30ｍを測り、、剛i形は略'11形、断面

形は台形を呈している。穏上は①～③屑に分1Wできる。

ＳＫｌＯ２(第29岡）

SK102は調査区の北側に位瞳し、長軸1.07ｍ、鯉軸0.74ｍ、深さ0.35ｍを測り、、ド而形は桁円形、断面

形は台形を呈している。蝋士は①～③層に分解できる。

ＳＫＩＯ３(第29図）

SK108は調査区の北側に位悩し、近現代に価する洲跡に切られている。長lliI'11.20ｍ、短軸1.18ｍ、深さ

0.36ｍを測り、平面形は''1形、断面形は台形を里している。覆士は①～③屑に分肘できる。

ＳＫｌＯ５(第29岡）

SK105は調査区の北側に位置し、長軸0.60ｍ以l:、短軸0.96ｍ、深さ0.28ｍを測り、平面形は略円形、

断面形は台形を呈している。澱土は①．②厨に分肘できる。

ＳＫｌＯ７(第29図）

SK107は調査区の北側に位ftし、近現代に属する洲跡に切られている。長軸1.04ｍ、知軸0.71ｍ、深さ

0.15ｍを測り、平面形は桁|ﾘ形、断面形は浅いIlll状を1,Ｌている。殺土は①．②肘に分肘できる。
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表１２上小田宮の前1区検出遺柵一覧表

－．Ａ．Ａ

1〉

” 砺流雨而

調査区外

Ｓ=1/６０

第28図竪穴住居跡（Ｓ１１０１．１０２）実測図

－ 一

Ｌ=7.800ｍ
ー

脇砺卿ﾘＺ
2ｍ

(単位：、）

０

(寸法は検出面で計測したもの）

〃源' Z?〃

迎柵名 遺櫛番号 長軸 短軸 深さ 備 考

竪穴住居跡
ＳＩ１０１

ＳＩ１０２

３．５０～

３ ００～

３．４０～

２ ２０～

０．１０

０ １２

近現代の溝に切られる､炉･貯蔵穴

土坑

ＳＫ

ＳＫ

ＳＫ

ＳＫ

SＫ

ＳＫ

０１

０２

０３

0５

０７

０８

１

１

１

０

１

０

０３

０７

２０

６０～

0４

３４～

０

０

０

０

０１

7４

1８

9６

７１

4８

０

０

０

０

０

０

３０

３５

３６

2８

1５

1６ 遺物出土



第４節上小H1宮のiMI11Xの調在

ＳＫｌＯ８(第29図）

SK108は調査区の中央部南側に位置し、焚軸0.34ｍ以上、随軸0.48ｍ、深さ0.16ｍを測る。平面形は

円形、断面形は皿状であり、南西側部分は段掘りになっている。Ⅷ土は①岬のみである。この土坑から

は底部から浮いた状態で遺物が出土している。

１．２はこの土坑から出土した遺物である。１は鉢で、鋤部の屈曲を強綱するもので、外器而をハケＨ

とナデで丁寧に調整を施している。２は丹塗りの高杯形土器の杯部である。外器而はハケ目調盤後丹蛾

り、内器面は横ナデ調整後丹塗りが施されている。口縁部の形態から、須玖Ⅲ式土器の特徴がうかがえ

る。

（３）流路(第27図参照）

流路は調査区北側に位慨している。長軸5.7ｍ以上、短軸5.6ｍ以上、深さ１．４ｍ以上を測るが、流路

北部が調査区外に存在するため、全体の規模は不明である。流路の堆欄土は砂閥土と粘質土の交互堆楠

を見せたが湧水が激しく、断而図作成を断念した。この流路からは上師部で弥生土器．i‘f銅製の鏡が出

土し、下屑になるほど自然流木や徹子等が多鼠に出土し、その中から完形に近い純文土器が出土した。

第30図～34図はこの流路から出土した辿物である。５～９，１３～１７，２７．２８は綱文土器である。５

は鉢で、口縁部が波状で、黒川式土器の特徴をうかがえる。６．８．９．１３～１７．２８は深鉢である。１４

は外器面に分厚いススの付蕎が見られる。１５は外器面に吹きこぼれの鯉が残り、内器而には有機物の

炭化物の付著が見られる。１６は波状口縁で、磨消縄文を施している。１７は内器而に有機物の炭化物の

付着が見られる。７．２７は浅鉢の口縁部で、口縁帯に１条の沈線が兇られ、内外器而とも隅きを施して

いる。１２は土偶の腕部で、丁寧に磨きを施している。また赤色顔料が施されている。３．４．１０．１１，

２１～26は縄文時代の石器である。３．２１は石雄である。４．２２は打製石斧である。２３は破石である。

１０．１１．２４は砥石で、比較的小型で峨石を転川した物も兄られる。また１０．２４には、隅面に満が見

られる。２５は師石安山岩の石皿である。２６は打製石斧で、短冊形を呈する。比校的小型で石包丁形石

器の可能性が高い。１９は木を削って作った丸木弓で、その材閥はイヌガヤである。弓の端部に弦をつ

けるためなのか、削って刻みをつける簡単な加工が見られる。弓訓を渋濁したかは不lﾘlである。１８．

２０は流路から出土した弥生時代の遺物である。２０は壷形土器で、内外器而にハケロの調雛が残る。１８

は背銅製の内行花文鏡片である。割れ面を観察すると研勝が施されているため、恵図的に刑られた破鏡

と考えられる。
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鋪4節上小田宮の伽1ｌｘの調査

<二＞<◇

Ｉ
３

０２ｃｍ

Ｓ=1/１－

く二つ Ｏ５ｃｍ

Ｓ=1/２臣一一一一

〃

〆了
びり

謹募竿冒室謹言琴翠学延
琴率戸｡、蝿で写字一一%＝~､一
→ ① ● 勺 か 十 ｡ - r+ 砦混る9勺の

⑧０，_･･ぬ■守｡.｡ヴー･＝~

毒三子~‐.,，’･Iや"ｰＦ廷：ゐあｰ,６
．．４一・.Z-1aF9凸諸も可4J‘T･~.→'･ギ

虫.;．.､ぷ尋.韮"‘,｡:－．急;ﾙ‘診一

諺:が苓騨ｿ壷〆；５

７

皇震

1１

Ｓ=1/３

０ｒ~フ｡□

口磨面

第30図１区出土遺物実測図（１）

5０

○○

Ｓ=1厘

lｏｃｍ

６

９

1２

一 ５cｍ



､

、

第31図１区出土遮物実測図（２）

５１

ﾉノ

S=1超

鋪Ⅲ轍調査の成果

1４

1５

０ １０cｍ
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第32図１区出土遺物実測図（３）
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節4節上小田宮のIill区の調査

雲雲寒

遺柵番号 層位

S１１０１ ①層

ＳＩ１０１〔炉跡〕 ①厨

(C-C‘） ②層

ＳｌｌＯ１〔貯蔵穴〕 ①層

(Ｄ－Ｄ，） ②府

SｌｌＯ２ ①厨

①層

SＫ１０１ ②層

③層

SＫ１０２
①層

②層

①層

SＫ１０３ ②層

③層

SＫ１０５
①届

②層

SＫ１０７
①層

②層

SＫ１０８ ①層

〆了

〃〃

雲=言２７

２８

０ １０cｍ

Ｓ＝1/３ 一 一一

第34図１区出土遺物実測図（５）

特徴

暗褐色土と暗茶褐色土の混土。

暗灰褐色弱粘闘土と暗褐色土が混在(6:4)｡炭化物､マンガン粒が微風に混入。

灰褐色弱粘質土に1～2cmのマンガン粒が中量混入。

暗褐色±に鉄分､炭化物が微温に混入。

暗褐色土に明褐色土が混在(6:4)。

暗茶褐色土にⅥ悶土ブロック､鉄分が中園混入。

灰色粘質土と檀褐色砂賀土が混在(7:3)｡１～3mm程度のマンガンが中迅沈殿。

①届に暗褐色砂質土が混在(4:3:3)。１～5mm程度のマンガンが中風沈殿。

灰色強粘質土に1ｍ程度の黄褐色土粒が少通混入。

灰色粘質土と損褐色砂質土が混在(7:3)。１～3mm程度のマンガンが少迅沈殿。

灰色強粘質土と檀褐色砂質土が混在(8:2)。

灰色粘質土と檀褐色砂質土が混在(6:4)｡やや砂性。

暗褐色粘質士と黄褐色土が混在(5:5)。砂を帯びる。

灰色粘土に檀褐色を微量に含む。

灰色粘質土と檀褐色砂質土が混在(6:4)。

檀褐色砂質土､灰色粘質土､明黄色土が混在(6:2:2)。

暗灰褐色土に5mm～1cm大のカーボンが少風混入する。弱い粘性あり。

茶褐色土と暗灰褐色粒が混在する。やや砂質土。

明灰黄色土。

表１３上小田宮の前1区検出遺柵±層注記表
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朔Ⅲ軍０閥代の成果

第５節上小田宮の前２区、４区の調査

1．遺櫛分布(第35図）

上小川宵の前２Ⅸは、南北約５０ｍ×東西約８ｍの細災い調在区で、既存道路の丙側に投定した、広さは

３０７㎡である。ｌも小田宮のIil4区は、南北約５０ｍ×火西約２ｍ～１４ｍのＬ字形の‘淵査区で断存道路の東側

に設定した。而柵は248ｍ'である。第５節では、二つの調査Ⅸに減って広がる辿櫛があるため、合わせて

災記する。調査区で検出した遺構は棚立柱雌物跡１棟、満跡２条、不叫l過構２難である。

遺櫛の分布状況を見ると、調査区の南側に掘立柱述物跡(SB201)が位櫛している。満跡(SD201.401)は

SB201の北側に位iivfし、捌代区の２ｌｘから４Ⅸにかけて広がりを見せる。満跡(SD402)は４区の北側に位慨

する。

2．遺柵

各遺柵の詳細は節36図～38図・炎14～16のとおりである‘以下は各遺構を概観する。

（１）掘立柱建物跡

ＳＢ２０１(第361X1）

SB201は２区の南端に位世し、桁行方向がＮ87°Ｗでほぼ東西方向の側柱建物と思われる。２間×２

間分を確認したが、建物東部の桃穴が調代区外にｲjt在すると聯えられるので、建物全体の規模は不明で

ある。柱穴はilPI派１０～68cm、深さ８～30cmである。柱穴のド端のレベルは一定ではなく、段掘りにな

っている柱穴もある。

（２）溺跡

ＳＤ２０１．４０１(第37図）

SD201は２区の南側に位慨し、ほぼ東丙に伸びる溝で、及軸6.30ｍ以上、短軸1.10ｍ、深さ0.90ｍを

測る。SD401は４区の南IIIlに位慨し、長軸5.80ｍ以'二、短軸1.20ｍ、深さ0.90ｍを測る。両端は綱査区

外に伸び、全体の規模はｲ《明である。

これらの溝跡は調査区が異なるためそれぞれに辿榊番号をつけていたが、その後の‘閥在により同一の

遺構であろうと号えられる。但し、捜理の混乱を避けるため、調査時の遺構硲号のままにしてある。

ＳＤ４０２(第37図）

ＳＤ４０２は４区の北側に位置し、ほぼ典lXiに伸びる溝である，焚紬1.38ｍ以上、無軸0.37ｍ，深さ

0.15ｍを測るが、西部はI捌査区外に伸び、東部の範川は不Iﾘlである。

（３）不明遺栂

ＳＸ２０１(第38図）

SX201は２区の北側に位撞し、災軸1.00ｍ、短軸0.90ｍ、深さ0.15ｍを測る,内部から多量の焼止と焼

成粘土塊が出こした。

SX202(第38図）

SX202は２区のI櫛側に位慨し、及軸0.95ｍ以上、知軸0.611,,深さ0.17ｍを測る。内部から焼土と炭

化物が出土した。
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第36図掘立柱建物跡（SB201）実測図
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節5節上小田海の前2Ⅸ．‘1Ｋの訓fｆ

第38図不明遺構（SX201.202）実測区

一一一．Ａｌ

5８

表１６上小田宮の前2区・４区検出遣描±層注記表

（寸法は検出面で計測したもの） （単位：、）

1ｍ

Ｓ＝１／２０

深さ

表１５上小田宮の前2区・４区検出遺柵一雷表

表１４上小田宮の前2区ＳＢ計測表

(寸法は検出面で計測したもの）
(単位：、）

過柵名

刑跡

不明遺構

遺描番号

ＳＤ２０１

ＳＤ４０１

ＳＤ４０２

SＸ２０１

SX202

長軸

６．３０～

５．８０～

１．３８～

1．００

０．９５～

短軸

1．１０

1．２０

0．３７

0９０

0‘６１

０．９０

０‘９０

0．１５

0．１５

0．１７

伽 考

焼土

焼土

遣描番号

ＳＢ２０１

間数

(2)×２

桁長

、

(3.7）

尺

(12.1）

梁長

、

３．７

尺

1２．１

辿物の

向き

東西

型式

側柱

方位

Ｎ８７．Ｗ

桁行平均

、

1.8

尺

6.1

梁行平均

、

１．８

尺

６．１

柱穴直径

C、

１０～６８

柱穴深さ

１７～７２

遺 柵 番 号

ＳＤ２０１

ＳＤ４０１

層位

(1)層

②屑

③層

特 徴■■

暗褐色土､暗茄褐色土､黄褐色土が混在(4:3:3)。

黄褐色土と灰褐色粘賀土が混在(6:4)。

灰色粘質土。



第Ⅲ厳洲従の成眼

第６節小田３区・上小田宮の前３区の調査

１．調査区の状況

この調在区はそれぞれに調査年度が述う洲在地であるが、遺柵の分布状況から号えて、並べて災0肥する

ことにした。なお、Ｉ淵査区の間に走る既存道路は皿i初調代区外として取り扱っていたが、道路の造成工,,ｉ

中に遺柵が確腿されたため、急辿玉名地域振興局土木部［務課と協縦を行い、これ以ｋの掘rillをしない,：

法で造成を進めることになり、辿跡を保存することになった。イⅡし、Ｉ:事中に確偲された遺榊については、

週柵の分布状況と広がりを確認するため遺榊検出のみを行い、上端を図化し写真で記録を取った。岐低限

の０把録を取った後、検出面の保M1のため山砂を敷iiIliめ、過跡の保存につとめた。この調在地は、拡張調在

区として炎記する。

２．巡構分布(第39図）

小田３区は南北約50ｍ×東西約８～12ｍのｉｉ北に細量い‘淵査Ⅸで、慨存近路のﾘﾘ側に股定した．広さは

356nfである。上小111宮の前３区は南北約50ｍ×東西約2ｍ～13ｍの南北に細長い調査区で、既存通路の

東側に設定した。広さは324㎡である。拡張I淵査区は南北約25ｍ×東西10ｍの調在区で、既存道路部に投

定した。広さは約202㎡である．これらの調在区で検出した遺榊はI職穴住贈跡３棟、ＭＩＩ立机雌物跡５棟、

柵列跡５Ｊh§、溝跡4条、井)二i跡1Ｊｆ、土坑11雌である。

巡構の分布状況を兇ると、調在侭の南側に懸穴化居跡(SIO１．０２．３０１)が分布している。掘立柱述物跡

（SB０１．０２．０３．３０１)はＩ淵査区の巾央部からIfjIlIllにかけて分術が兄られるが、北側で１棟検出された

（SBO4)。柵列跡(SAO１．３０１．３０２．３０３．３０４)は掘立桃挫物跡の分術とI『ilじく1M側に分布している。洲

跡(SDO１．３０４．３０５．３０６)は中央部に分布が兄られる°ﾉ卜戸跡(SE０１．１２)は溝跡と同じく中央部に分布

が兄られる°土坑(SKO１．０３．０４．０５．０６．０７．１４．１７．３０５．３０６)は調在区全体に散発的に分布する。

３．週櫛・遺物

得遺構・遺物の詳細は第40図～551Xi・表１７～23のとおりである。以下は符遺柵を慨脱する。

小HI3区

（１）竪穴住居跡

ＳｌＯｌ(第40ｌｘ|・４１ｌｘ1）

SIO1は調在区南端に位脱し、平Ihiプランは不縦の方形を呈している。及辺は軸(Ｂ－Ｂ.）上で5.00ｍ、

短辺は軸(Ａ一Ａ'）上で4.85ｍを測る。検出1ｍから床面までの深さは股火0.35ｍである。住Lll跡内には部

分的に洲状の遺構を確認することができたが、峨材を支える杭痕は１箇所しか確認することができなか

った。北東側の壁際からはベッド状辿柵が確認できた。柱穴は計５つ確認できた”貯蔵穴は南側の畦際

から確侭できた。炉跡は、住居跡中央から１堪確縄できた。

住魁跡の捌上は保存状態が良好とはいえないが、大きく２肘に分けられる。粕面を持たない炭化物を

念んだI哨灰褐色士(①層)と、粘蘭を持った炭化物を含んだ蹄褐色射粘髄土(②廟)である。③．①１Ｗは貯

蔵穴しか堆積が見られず、実f'i的には①．②勝が他居跡の遡上といえる。

第40図１～６．鋪４１図７～１１はこの住燭跡から出土した辿物である。１は土師器の杯で、内器1ｍに赤

色顔料の付蒲がみられる。２．３．５．６は|:師器の鉢である。２は猟部に賊曲を持たない器形で、内器

而に棚ぃナデを施している。５は体部雌大慌と「雁の壊が火きく、・見商杯の杯部に兇える器形で、器

噸が薄い。４．８は1二師器の壷である:４は小型丸庇壷で、ほぼ完形である。７は土帥器のn.Ii杯で、脚部

にほぼ均等な大きさの３つの穿孔が観察され、充形であればおそらく６つになるであろう．９～１１は土

師器の灘である。’1は器ｌｍの風化が激しく、内外器而の調雛ははっきりしないが、胴部内器面はヘラ

ケズリの後横ナデを施し、胴部外器､iはハケ調整の後横ナデを施しているようである。

5９
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鋪６節小IⅡ3区・_上小Ⅱ賊のIW3Kの捌代

言三
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１０

Ｓ＝1/３

第41図竪穴住居跡（SIO1）出土遺物実測図（２）

一つ

房
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０ １０cｍ

烏一一一一ョ

SIO２(第42図）

SIO2は調査区の南側に位価し、平面プランは不整の楕円形を呈している。畏辺は軸上で4.20ｍ、短辺

は軸上で3.60ｍを測る。検出面から床而までの深さは最大0.45ｍである。住居跡内には焼土の集中が見

られ、おそらく炉跡と推定でき、それは中央部よりやや北側に位縦している。柱穴、貯蔵穴は確組する
ことが出来なかった。

性居跡の橿土は、辿物・炭化物を多量に含む肘(①～④刑)と、辿物・炭化物を含まないｊＷ(⑤．⑥層）
と、遺物・炭化物を含む肘(⑦．⑧屑)に分けられる。このことから、住鵬廃棄後⑤～⑧層が堆積し、そ
の後遺物を大破に廃棄したものと推測できる。

１２～15はこの住居跡から出土した遺物である．１２．１３は須恵器の杯蒸で、二点ともほぼ完形である。

14は土師器の杯で、口縁がⅢき、器高が低い。１５は器高10cm前後の小型灘と兄られる。

6２
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鮒6節小IIl3区・上小田宮のlW3区の澗査

(2)掘立柱建物跡

ＳＢＯｌ(第44図）

SBO1は調査区の南側に位置する遺柵で、ＳB０２．０３と亜複しているが、切り合い関係は不明である｡

桁行方向がＮ83.Ｅでほぼ南北方向の側柱建物と思われる。調査区内では５間×１間分を確認したが、

建物ﾙ〔部の柱穴が拡張調在区に存在し、合わせて５１１１１×２間の一つの建物を形成する。この建物は桁行

12.0ｍ(約39.6尺)、梁行5.2ｍ(約17.2尺)を測り、側柱建物の中では脳も大型の建物である。柱Ⅲ寸法は

桁行の平均が約2.4ｍ(約8.0尺)、梁行の平均が約2.5ｍ(約8.3尺)である。確認された柱穴は直径30～５０

ｃｍ、深さ３６～62cmで、下端のレベルは一定ではないが、どの柱もほぼ一流線に並ぶ。柱穴の掘り方澗

土は、確認而がⅣ刑で、その層と対照的な黒褐色を呈する粘質土である。この建物の詳細は不明である

が、軸方向からSBO4の掘立柱建物との関連性が推測される。

ＳＢＯ２(第45図）

SBO2は調査区の南側に位置する遺櫛で、ＳB０１．０３と頭復している。南西隅の柱穴はSKO7の土坑に

よって撹乱をうけて確認できていないが、桁行3.7ｍ(約12.3尺)、梁行3.0ｍ(約9.9尺)の２間×２間の側

柱建物と思われる。桁行方向がＮ75.Ｅとほぼ南北方向である。柱穴は直径16～28cm、深さは14～３６

ｃｍで、下端のレベルは--･定ではないが、どの柱もほぼ一直線に並ぶ。

ＳＢＯ３(第44図）

SBO3は調査区の南側に位置し、ＳB０１．０２と重複している。桁行方1句がＮ70°Ｅで南北方向の側柱建

物と思われる。３IiIl×21111分を確認したが、建物南部は確認できていない。南側の梁行間が広くなり不

均等を示しているが、柱穴の溜土が同一であることから掘立柱建物とした。柱穴は直径１６～26cm、深

さは８～28cmで、下端のレベルは一定ではないが、どの柱もほぼ一流線に並ぶ。

ＳＢＯ４(第42図）

SBO4は鯛査区の北側に位置する遺榊である。桁行方向がＮ84°Ｗでほぼ南北方向の側柱建物と思わ

れる。検出範囲より桁行4.6ｍ(約15.6尺)、梁行1.9ｍ以上(約6.3尺以上)の２間×１間分を確腿したが、

建物西部・南部の柱穴が禰査区外に存在すると考えられるので建物全休の規模は不明である。柱間寸法

は桁行の平均が約2.3ｍ(約7.6尺)で、梁行の平均が約1.9ｍ(約6.3尺)である。確偲された柱穴は直径２８

～36cm、深さ２４～48cmで、下端のレベルは一定ではないが、どの柱もほぼ一Ⅱ！[線に並ぶ。桃穴の掘り

方澗土は確腿面がⅣ層で、その層と対照的な照褐色を呈する粘質土である。この建物の詳細は不明であ
るが、軸方向からSBO1との関巡性が推測される。

(3)柵列跡

ＳＡＯｌ(第45図）

SAO1は捌査区の南側に位置し、SIO1に隣接している。柱列の軸はＮ２．Ｅで、確認できたのはほぼ南

北に並ぶ３つの柱穴である。柱列の長さは3.5ｍ(約11.5尺)で、柱穴は直徒１６～40ｃｍ、深さ１６～36ｃｍ

で、下端レベルは一定ではない。軸の方向から考えて、SBO1との関連性が考えられる。また、他の建
物と配置から考えると、柵列ではなく掘立柱辿物の可能性も否定できない。

6４
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胤一ｏ－－９－－ｅニガA､L三Z700ｍ

一Ａ。

Ｓ＝1ﾉ８０ー＝一

実測図

④

２ｍ

第45図掘立柱建物跡（SBO2）・柵列跡（SAO1）

(寸法は検出面で計測したもの）

０

遺栂番号 間数
桁

、

長

尺

梁長

、 尺

建物の

向き
型式 方位

桁行平均

、 尺

梁行平均

、 尺

柱穴直径

c、

柱穴深さ

ｑ、

SＢＯ１ ５×２ 1２．０ ３９．６ ５．２ ７２ 南北 側柱 Ｎ８３ｏＥ 2.4 ７．９ ２．６ 8.6 ３０～5０ ３６～６２

ＳＢＯ２ ２×２ 3.7 1２．３ ３．０ ９．８ 南北 側柱 Ｎ７５‐Ｅ 1.8 ６．０ 1.5 ４．９ １６～２８ １４～３６

ＳＢＯ３ (3)×２ (4.9） (16.1） ３．８ 1２．４ 南北 側柱 Ｎ７０‐Ｅ 1.6 5.4 １．９ ６．２ １６～２６ 8～２８

ＳＢＯ４ (2)×(1) (4.7） (15.4） (1.9） (6.4） 南北 側柱 Ｎ８４‐Ｗ ２．３ 7.7 ２８～３６ ２４～4８



ｈ
凶
少

1ｍ

鋪Ⅲ軍捌査の成果

２

Ａ 一・Ａ，

く

A･壁.700ｍ 一一・Ａ，

Ｓ＝1/4０－－

#瀬』。 ---●Ａ，

･渦瀞
AoL三7.700ｍ →Ａ’

６

1９

6７

一Ｔ－Ｚ

１８

(SE12）

第46図井戸跡（ＳＥ０１．１２）

２３
Ｓ＝1/３

実測図及び出±遺物実測図

、｡－、 １７
ー‐

一一℃ゅ卓

１０cｍ０



＞

鋪6節小1113Ｋ．上小lI1宮の前3Ⅸの,淵fｆ

０ １０ＣＩＴ

Ｓ＝ガノ３

第47図井戸跡（ＳＥＯ１）出土遺物実測図

⑳SDO，
ア
。

第48図溝跡（ＳＤＯ１）実測図

拡
張
調
査
区

AoL三Z700｢『

(寸法は検出面で計測したもの）

０ ５０ｃｍ

Ｓ＝１／２０

( 寸法は検出面で計測したもの）（皿付：、）

68

表１８小田3区検出遣描一覧表

(単位：、）

遺描名

竪穴住居跡

井戸跡

満跡

土坑

遺柵番号

Ｓ'０１

ＳＩＯ２

ＳＥＯ１

ＳＥ１２

ＳＤＯ１

ＳＫＯ１

ＳＫＯ３

ＳＫＯ４

ＳＫＯ５

ＳＫＯ６

ＳＫＯ７

ＳＫＯ８

SＫ１４

ＳＫ１７

長軸

4．８５

４．２０

３．９６～

１．７６

２．００～

1－０８

2．３０

2．０４

０．９０

1．０６

1．４０

1．５４

１．４２～

０．７６

短軸

４．８０

ａ6０

２．０４

０．８６～

０．３５

０．９８

2．０６

１．６４

０．５４～

０．４６～

1．１０

1．１６

1．３８

０．６０

深さ

０．３５

０．４５

１．２０

1．１０

０－１１

０．５２

０．７０

０．６０

0．１４

0．２２

0．５０

０．５２

0．１６

0．０９

備 考

貯蔵穴・炉、遺物出士

遺物出土

遺物出土

遺物出土

SKO4に切られる

遺物出土

ＳＤＯ１を切る

遺物出土

遺物出±



節Ⅲ章例壷の成果

（４）井戸跡

ＳＥＯｌ(第46図．４７図）

SEO1は調査区の中央部に位徹し、畏軸3.96ｍ以上、短軸2.04ｍ、深さ1.20ｍを測る。平面プランは不

整な及楕111形を呈しているが後11tの撹乱によって変形したもので、本来のプランは円形を呈していたも

のと瀞えられる。断面形は略筒状であるが、」J岡部に段掘りの形状を示す広がりが確認できる。また、

井戸の内部より井戸枠が投置された形跡が確想されなかったことから、井ﾉｉ枠を持たない素掘の井戸と

奪えられる。

井戸跡の溜土は大きく２肘に分けることができる。仲戸の澗土④～⑦層が堆積後に④１Ｗ上面を整地し、

その後①～③屑の堆積が兄られ、遺物が大量に出土している。この堆積は、井戸廃棄時の祭祁的な意味

が考えられる。

１６．１７．１９～25はこの井戸跡から出ｔした週物である。１６は土師器の杯で、１１縁部から胴部内外器

面の一・部に赤色顔料の付汁が兄られる°１７はMIli器の間杯で、杯部外器、iにへう紀号が兇られる。１９

は須恵器の杯蓋である。２０．２１は須忠器の高台付椀である。２１は接地而に意図的に付けられたような

へラ切りが残る。２２は鎖忠器の尚杯である。２３．２４は須恵器の杯である。２５は頬恵器の鉢で、片口土

器に分瀬できる。内器面には同心１１１文のタタキを、外器面には格子'1文のタタキの凋整を施している。

ＳＥｌ２(第46例）

ＳＥ１２はi淵査区の‘|'央部に位脱し、Ifj東部は拡張捌在区に架かる。長'紬1.76ｍ、短軸0.86ｍ、深さ

1.10ｍを測り、平而プランは不披な楕円形を呈している。断而形は略筒状であるが、上肘部に段掘りの

形状を示す広がりが確認できる。また、ｊｉ戸の内部より井戸枠が設脱された形跡が確認されなかったこ

とから、井戸枠を持たない紫掘のﾉ卜戸と等えられる。

井戸跡の魁上は大きく２脚に分けることができる，ノド戸の測上!⑨牌が堆禎後に新たに棚り直し、①～

⑧燭が再堆械をしている。この堆欄は井戸の維持笹理の具体例として考えられる。

１８はこの井戸跡から出土した斌恵器の杯蓋で、内外器面とも「寧な横ナデ調整を施している。

(5)溺跡

ＳＤＯｌ(第48図）

SDO1は調在区中央部の南側に位置し、ほぼ東西に伸びる溝で、災軸2.0ｍ以上、短軸0.35ｍ、深さ

0.11ｍを測る。西部はSKO4に切られ、東部は拡張調在区に伸びると思われるので、全体の規模は不明

である。この満跡の主軸の方向から考えて、SBO1との関連性が考えられる。

（６）土坑

ＳＫＯ１(第49図）

SKO1は調在区の北側に位置し、長軸1.08ｍ、短軸0.98ｍ、深さ0.52ｍを測る。平面形は方形で、断而

形は台形を呈している。秘ｔは①～⑤牌に分肘できる。

ＳＫＯ３(第49図）

SKO3は調従区中央部の北側に位置し、腿軸2.30ｍ、短軸2.06ｍ、深さ0.70ｍを測る。平而形は不整な

略円形で、断而形は略筒状であるが、上肘部に段掘りの形状を示す広がりが確認できる。平面・断面の

形状から、この土坑が井戸跡である可能桃も否定できない．

２６．２７はこの土坑から出土した遺物である。２６は土師器の杯である。２７は須忠器の間台付椀で、内

面に赤色顔料の痕跡が残る。
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鋪6節小IIl3区・-Ｍ,田宙の前3区の調在

ＳＫＯ４(第49図）

SKO4は調査区中央部の南側に位激し、SDO1を切っている。是軸2.04ｍ、短軸1.64ｍ、深さ0.60ｍを

測り、平面形は不整な略円形で、二段掘りになっている。断面形は台形を呈しており、捌土は①～⑥肘

に分層できる。

ＳＫＯ５(第49図）

SKO5は調査区南西隅に位世し、西部は調在区外に存ｲl:すると思われる。災軸0.90ｍ、短軸0.54ｍ以上、

深さ0.14ｍを測り、平而形は不整な略円形で、断而形は浅い皿状を呈している。

２８はこの土坑から出土した須恵器の高杯で、内面底部に火ぶくれのあとが残る。

SKO6(第49図）

SKO6は調査区の南側に位澄し、西部は調在区外に存在すると思われる。畏軸1.06ｍ、短軸0.46ｍ以上、

深さ0.22ｍを測り、平而形は不整な略円形で二段掘りになっている。断面形は浅い皿状を呈しており、

覆土は①。②層に分層できる。

SKO7(第50図）

SKO7は凋査区の南側に位世し、災軸1.40ｍ、短軸1.10ｍ、深さ0.50ｍを測り、平面形は不定形な梢111

形で段掘りになっている。断而形は不整な略台形を呈しており、覆土は①～⑤層に分層できる。

２９はこの土坑から出土した土師器の喪である。

ＳＫＯ８(第50図）

SKO8は側査区の中央部に位世し、長軸1.54ｍ、短軸1.16ｍ、深さ0.52ｍを測り、平面形は梢円形であ

る。断面形は略台形を呈しており、捌土は①～④肘に分肘できる。

ＳＫ１４(第50図）

ＳＫ１４は凋査区の中央部に位置し、西部は調査区外に存在すると思われる。艮軸1.42ｍ以上、短軸

1.38ｍ、深さ0.16ｍを測る。平面形は長補円形で、断面形は浅い皿状を呈している。

ＳＫ１７(第50図）

ＳＫｌ７は調査区の北側に位脱し、災軸0.76ｍ、短軸0.60ｍ、深さ0.09ｍを測り、平面形は円形で浅い２

段掘りである。断面形は浅い皿状を呈している。

３０．３１は須恵器の高杯である。

遺櫛番号 間位 特徴

①層 暗灰褐色土｡土器片､カーボンを含む。

②層 暗褐色弱粘質土｡土器片､カーボンを含む。

ＳＩＯ１ ③層 暗灰色土粘質土｡明黄褐色粘質土粒を微量に含む。

④層 暗灰色土と淡黄褐色土が混在(7:3)。弱い粘性あり。

⑤層 暗褐色土と暗灰色土が混在(5:5)｡カーボンを含み､炉跡の可能性大。

①層
暗灰褐色土｡弱い粘性あり｡土器片､炭化物､鉄分､マンガンを含み､土師･須恵器等の

過物を多量出土。

②層 照灰褐色土。鉄分､マンガンを含む。

ＳＩＯ２

③層

④層

明灰褐色土｡粘性あり｡３～5ｃｍほどの山砂をブロック状に含み､①層より土器片､炭化物

を多量に含む。

灰褐色土｡①届より強い粘性あり､土器片を多通に含み､遺物が多湿出土。

⑤層 暗黄灰褐色±｡①層より土器片を含む割合は少なく､1～2ｃｍの炭化物を多量に含む。

⑥層 暗黒灰褐色土｡②層とほぼ同じ。しまりあり､粘性あり。

⑦層 明黄灰褐色土｡⑤層とほぼ同じだが､土器片､炭化物を含む割合は多い。

⑧層 明黄灰褐色土。粘性あり。

表１９小田3区検出遺橘土層注記表（１）

7２



鋪Ⅲ軍閥在の成映

過桐番号 間位 特徴

①層 灰黒色土眉。弱いしまりあり。少凪の砂粒、わずかな炭化物、土器を含む。

②間
灰黒色土層。きめ細かい土で、①lEIより砂粒の丘は少ない。土器とわずかな炭化物、

鉄分を含む。

③厨
灰黒色土圃と灰黄褐色土府。鉄分、炭化物は鰐められない。②層に比べて粗く、しま

りの弱い土。

④層 灰黒色土層。固くしまった土。稀に炭化物が溜められる。②肘と同質の土。

ＳＥＯ１
⑤層

灰黒色土層と灰黄褐侯士飼。鉄分を多量に含み、炭化物の粒が②層に比べて大きくな

る。④層に比べてやや粗い土。

⑥届
灰黒色土届と灰黄褐色士届。灰黄褐色土層の割合が扇ぐなる。鉄分を多量に含むが、

炭化物はほとんど腸められない。⑤暦と同質の土であるが、⑥囲の方が粗い。

⑦府
灰黒色土層。粘性の強い士。最も黒みの強い土でもある。わずかに鉄分が認められる

ほかは不純物はない。

⑧閥 灰黄褐色土居。鉄分、炭化物は認められない。地山によく類似した土。

①眉 灰黒色±。強いしまりあり。鉄分、マンガンと２ｍｍほどの橿色の土器片が混じる。

②層 灰黒色土。'①層と似るが、やわらかい。

③届 灰黒色土と灰黄褐色土。基本土層Ⅳ層がブロック状で混じる。

④肘 黒色土。鉄分、マンガンの混じりは少なく、やわらかい。

ＳＥ1２
⑤届

⑥届

③層と同質。

黒色土。粘性あり。シルト状で、やわらかい。

⑦届 黒色土と基本土圃Ⅳ層。⑥圃土に1V届の１９ｍｍ大のブロックが混じる。

⑧層 注妃なし 。

⑨届 ⑩層に似る。

⑩面 基本十屑Ⅲ屑とⅣ府‘、１Ｖ間の割合が多く、やわらかいハ

①厨 灰褐色土厨と灰黄褐色土。強いしまりあり。鉄分、マンガンが混じる。

②層 暗褐色土と灰黄褐色土。やややわらかい。

SＫＯ１ ③層 灰褐色土届と灰黄褐色土。やわらかい。

④層 灰褐色土層と灰黄褐色土。

⑤暦 灰褐色土閣と灰黄褐色土。ほぼ均等に混じりあう。やわらかい。

①層 明褐色粘質土。基本±層111扇がベース。鉄分、マンガンを含む。

ＳＫＯ３

'②層

‘③厨

暗灰褐色粘質土。基本±府ⅡI層がベース。①厨より強いしまりあり、粘性あり。１cｍ

前後の炭化物を含む。

暗黄灰褐色粘質土。基本土層Ⅲ届がベースにⅣ層が3ｃｍ前後の小ブロック状で含まれ

る ０

④層 灰褐色粘質土。基本土層Ⅲ届がベース。強い粘性あり。

①厨 灰褐色土と暗褐色土と淡黄褐色±の混土(7:2:1)。

②層 灰褐色土と暗褐色土と淡黄褐色土の混土(1:1:8)。

ＳＫＯ４
③層

④層

灰褐色土と暗褐色土と淡黄褐色土の混土(2:1:7)。

灰褐色士と暗褐色土と淡黄褐色土の混土〈6:3:1)。

⑤府 灰色粘質土と淡黄褐色土の混土(６ 4)。

⑥眉 灰色粘質土と淡黄褐色土の混土(８ 2)。

①咽 灰黒色土。強いしまりあり。鉄分 マンガンが粒状に混じる。

ＳＫＯ５ ②厨 灰黒色土。基本土間Ⅲ層土で、粘性あり、やわらかい。

③屑 灰黒色土と灰黄褐色土。シルト状で､粘性あり。基本土圃Ⅳ層土が混じり､やわらかい。

①層 灰黒色粘質土。しまりあり。鉄分、マンガンの粒が混じる。

ＳＫＯ６ ②用 灰黒色粘質土。やや灰色を帯び、やわらかい。

③層 灰黄褐色土。砂質でやわらかい。

①闇 黒色土。部分的に黒～暗黄褐色の土を含む。

②府 黒色士。①届と似た土色。部分的に地山の土を含む。

ＳＫＯ７ ③層 暗灰褐色土。強い粘性あり。わずかに基本土層Ⅳ層土を含む。

④間 黒色土。部分的に暗黄褐色土を含む。

⑤眉 暗灰褐色土。④層よりも暗灰褐色の度合が弱い。２ｍｍ以上の炭化物を多湿に含む。

①届 暗灰色土と褐色土。橿色のマンガンがブロック状でまばらに入る。

ＳＫＯ８
②脳

③層

褐色土。①。③府と異なり、ほとんどが褐色。

暗灰色土。部分的に褐色土が入る。

④層 暗灰色土。褐色土はあまり入らない。

ＳＫ１４ ①間 灰黒色土。強いしまりあり。鉄分、マンガン、焼土が混じる。

SＫ１７ ①暦 暗褐色とⅣ層±を含む。弱い粘性あり、やわらかい 。

表2０ 小田3区検出過構土層注記表（２）
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第６節小HI3Ⅸ.上小111宮の前3区の調代

上小田宮の前３区

（１）竪穴住居跡

ＳＩ３０１(鋪51図）

SI301は調査区南側に位置し、住居西部が拡張調在区に架かっている。平面プランは方形を呈してい

る。長辺は軸(南北)上で4.12ｍ、短辺は軸(東西)上で4.09ｍを測る。検出面から床而までの深さは最大

0.18ｍである。住居跡内には部分的に周溝状の遺柵を確認できたが、詳細は不Iﾘlである。柱穴は計２つ

確認できた。

３２はこの住居跡から出土した土師器の翌である。頚部が折れ曲がるような器形で、口縁がわずかに

外湾している。

（２）掘立柱建物跡

ＳＢ３０１(第52図）

SB301は調在区の中央部に位置し、建物西部は調在区外に存在すると思われ、南西部の柱穴の１つは

拡張調在区から検出された。桁行方向がＮ75.Ｗでほぼ南北方向の側柱述物で、３間×１間分を確認で

きたが、全体の規模は不明である。柱穴は１１０K径32～44cm、深さは１８～32cmで、下端のレベルは一定で

はないが、どの柱もほぼ一直線に並ぶ。この掘立柱辿物跡とほぼ並行に位職するＳD304.305はほぼ同

時期に存在し、建物との関巡性が想定できる。

（３）桐列跡

ＳＡ３０１(第53図）

SA301は調在区の南側に位悩し、SI301・SA302と亜複しているが、切り合い関係は不明である。柱

列の軸はＮ７ｏＥで、確認できたのはほぼ南北に並ぶ４つの柱穴である。柱列の艮さは5.5ｍ(約18.2尺）

で、柱穴は直従21～40ｃｍ，深さ１４～40ｃｍで、下端レベルは一定ではない。この柵列跡とSA303・

SBO1はほぼ並行に位慨し、同時期のものと判断される。

sA302(第531xD

SA302は調在区の南側に位伍し、SI301・SA301と堕複し、北部の柱穴が調査区外に出ている。柱列

の軸はＮ30°Ｅで、確魁できたのはほぼ南北に並ぶ4つの桃穴である。柱列の長さは6.1ｍ(約20.1尺)で、

柱穴は11'[径32～48ｃｍ、深さ２４～32ｃｍで、下端レベルは一定ではない。この柵列の軸とほぼ雌行に位

樹するSA304は、同時期のものと判断される。

ＳＡ３０３(第53図）

SA303は拡機調査区の中央部南側に位慨している。柱列の軸はＮ２．Ｅで、確腿できたのはほぼ南北

に並ぶ４つの柱穴である。柵列の軸の方向から考えて、SA301・SBO1との関巡性が考えられる。

ＳＡ３０４(第53図）

SA304は拡搬調査区の中央部に位慨している。柱列の軸はＮ31°Ｅで、確認できたのはほぼ南北に雌

ぷ4つの柱穴である。柵列の軸の方向から考えて、SA302との関辿性が考えられる。

（４）澗跡

ＳＤ３０４(第54図）

SD304は調従区の中央部でSB301に隣接し、ほぼ東西に伸びる溝で、長軸３．００ｍ以上、短軸0.80ｍ、

深さ0.16ｍを測る。西部は捌従区外に伸びると思われるので、全体の規桃は不明である。

ＳＤ３０５(第54図）

SD305は調在区の１１１央部でSB301に隣接し、ほぼ南北に伸びる満で、腿軸7.06ｍ、短軸0.32ｍ、深さ

は0.04ｍを測る。
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鋪6節小田3区・上小川宙の前3区の捌代

② SA301

A･--,---⑨奄｢一径岩．A、

Ａ･L三7.500ｍ一・Ａ，

ＳＡ３０２

⑦鯉
Ａ･上三7.500ｍ

②SA303‘←e一列

⑦SA3“
A←ｅ－－－。

ｅ －二－＠-一一ｓ’一A，

一Ａ．

－ｅ一A､

一一・一A，
０ 2ｍ

Ｓ=1ﾉ８０ー－

第53図柵列跡（SA３０１．３０２．３０３．３０４）実測図

(寸法は検出面で計測したもの）

桁長 梁長 建物の 桁行平均 梁行平均 柱穴画径

遺栂番号 間数
、 尺 、 尺 向き 型式 方位

、 尺 、 尺 C、

ＳＢ３０１ 3×(1) 6.3 ２０．８ (2.0） (6.6） 南北 側柱 Ｎ７５Ｗ ２．１ 6.9 ３２～４４

表２１上小田宮の前3区ＳＢ計測表

柱穴深さ

C、

１８～2８

SD306(第54図）

SD306は調査区の南側に位慨し、北部は調在区外に出ている。ほぼ南北に伸びる満で、及軸6.48ｍ以上、

短軸0.68ｍ、深さ0.06ｍを測る。

(5)土坑

SK305(第55図）

SK305は調在区の南側に位脱し、及軸1.26ｍ，短軸0.97ｍ、深さ0.15ｍを測る。平而形は不整な桁円形で、

断面形は浅い皿状で二段掘りである。測土は①.②府に分府できる。

SK306(第55図）

SK306は調査区の北側に位慨し、長袖1.50ｍ、短軸0.60ｍ、深さ0.14ｍを測る。平面形は不盤で長い梢円形、

断面形は浅い皿状を呈している。潤土は1層のみで、上屑に浮いた状態で遺物が出土している。

３３はこの土坑から出土した土師器の喪である。
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表２２上小田宮の前3区検出過構一覧表

０

第54図溝跡（ＳＤ３０４．３０５．３０６）実測図

(寸法は検出面で計測したもの） (単位：、）

過桐名 過蝿番号 長軸 短軸 深さ 備 考

竪穴住居跡 ＳＩ３０１ ４．１２ 4．０９ ０．１８ 過物出土

満跡

ＳＤ３０４

ＳＤ３０５

ＳＤ３０６

３

７

６

００～

0６

４８～

０

０

０

8０

3２

6８

０

０

０

1６

0４

０６

土坑
ＳＫ３０５

ＳＫ３０６

2６

5０

０

０

9７

6０

０

０

１５

１４ 過物出土

過柵番号 間位 特徴

ＳＩ３０１

①層

②間

③層

暗黒褐色土｡炭化物が微凪に混入。

暗褐色士。

暗黄褐色土。

ＳＤ３０６
①層

②層

暗灰褐色±

暗灰褐色土

多凪の3ｍｍ～1ｃｍ大の焼土粒､微量の5ｍｍ～1ｃｍ大の炭化物が混入。

ＳＫ３０５
①層

②層

暗黒褐色土

暗灰褐色土

上面に土器片を含む。

①周よりしまりあり。

ＳＫ３０６ ①層 暗褐色土。
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鋪 Ⅲ 噸 洲 従 の 成 果

第７節上小田宮の前５区の調壷

1．遺榔分布(第56図）

」:小田嵩の前5ｌｘは東西約80ｍ×Ifj北約20ｍの東11Vに長い‘淵在区を投定した。広さは1,601nfである。この

調従区で検出した週櫛は掘１k柱建物跡4棟、ｊｌ:戸跡4鵬、道路状遺構1条、満跡8条、土坑4基である。

遺櫛の分術状況を兇ると、Ｉ閥査区の中央部から束側に掘立牲処物跡3棟(SB５０１．５０２．５０３)と西側に掘立柱

述物1棟(SB504)が分布している。述物の並びには現MIl性があり、方向性を意識している．これは道路状過構・

ノ|:！『跡にも‘減ることで、ほぼ方位に沿っている。ｊｌ:戸跡のうち１雄(SE506）は‘淵査区北東側に、３基(SE5１５．

５１６．５１７)は調査区ｌＩ１央部の北側に分布しているが、出'二遺物から考えて２時期(SE506.517)(SE515.516)に

分けることができる。調査Iえの中央部よりやや西に遊路状遺柵(SF501)を検出した。この道路状遺樵を挟んで

東側に溝跡3条(SD５１０．５１１．５１２)を、西側に満跡3条(SD５１３．５１４．５１５)を検出したが、方向性と位Iiyr関係

から琴えて近路状辿柵に付随すると勝えられる。道路状過枇と方向的に述う満跡2条(SD516.517)は、切り合

い関係から道路状辿構の時期とは異なる遺柵と考えられる。ｔ坑(SK512.522)は調盃区の東側に分布するが、

方向性に規MII性は兄られず時期が述うものと号えられる。

l§名平野条里跡の上小田地区ではN8oEのｔ地割りを持つ条里地刈が想定され､古代の生派遺跡である玉

名､ド野条里跡との方向性の側巡性が術摘されている。

2．遺榔・遺物

杵遺構・遺物の‘洋細は第571Xl～69図・炎24～26のとおりである。以下は各遺構を概観する。

（１）掘立柱建物跡

SB501(輔57図）

SB501はＩ淵査区の束側に位置する遺構である。桁ｉｊ:5.7ｍ(18.8尺)、梁行3.8ｍ(12.5尺)の3IHI×２間の側柱建

物で、桁行方向がＮ87°Ｗとほぼ東西方向である。柱間､j,法は桁行の､ド均が約1.9ｍ(6.3尺)、梁行の平均が

約1.9ｍ(6.3尺)である。仙穴は確認1ｍでは111鰹36～55cm、深さ18～37cmを測り、下端のレベルは一定でな

いが、ほぼ一直線に雌ぶ°柱痕跡は桁行方向の2つを除く全ての柱穴から確泌できた。

柱穴の棚り方捌上は確認面がⅦ１Wで、その肘と対繋的なｊＭ褐色をＩ‘Ｉする粘Y'〔上である。柱棋跡に入った土

はやや灰色のかかった賊褐色を呈する粘面上である。柱材が腐食とともに徐々に進入してきたのであろう。

SB502(輔58図）

SB502は,淵査区の中央部に位慨する遺柵である、桁行10.1ｍ(33.4尺)、梁行4.2ｍ(13.9尺)の５間×２１H1の側

桃建物で、桁行方lｲﾘがＮ８５ｏＷとほぼ東西方向である。柱IHI,1.法は桁行の平均が約2.0ｍ(6.6尺)、梁行の平

均が約2.1ｍ(7.0尺)である。柱穴は確認面では直従20～58cm、深さ24～46cmを測り、下端のレベルは一定

でないが、ほぼ-.111〔線に並ぶ。柱浪跡は南側の桁行方向に３つの柱穴から確Ｉ遡できた。

柱穴の掘り方澱ｔは確趨1mがⅦ肘で、その１Ｗと対染的な黒褐色をlI1する粘蘭1二である。柱換跡には柱の木

髄が腐食した後に入り込んだｔ牌で埋まっており、やや灰色がかった粘腐土である。

SB503(第57図）

SB508は1閥査区の南東Ⅲ'1に位置する遺構である，桁行2.4ｍ(8.0尺)、梁行2.2ｍ(7.3尺)の2間×２間の総住建

物で、桁行方向がＮ８６ｏＷとほぼ東西方向である。柱間寸法は桁行の平均が約1.2ｍ(約4.0尺)、梁行の平均

が約1.1ｍ(3.7尺)である．柱穴は確縄面では『〔径28～46cm、深さ１４～42cmを測り、ド端のレベルは・定で

はないが、ほぼ一Ⅱ'〔線に並ぶ。柱換跡は約半分の5つの柱穴で確認できた。

柱穴の掘り方捌上は黒測色を呈する粘ri上で、きめが細かくよくしまっている。柱痕跡に入る土も同

じく黒褐色を呈し、わずかに焼土や炭化物を含む。
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鋪7節上小Ⅱ職の前5区の訓充
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節Ⅲ承捌在の成果
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第７節止小田宮の前５区の綱在
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節7節上小田宮の前5区の調査

ＳＢ５０４(節59図）

SB504は調査区の南西隅に位置する遺櫛である。桁行7.5ｍ(24.8尺)、梁行4.4ｍ(14.6尺)の４間×３１m

の総柱建物で、桁行方向がＮ6°Ｅとほぼ南北方向である。柱Ⅲ寸法は桁行の平均が約1.9ｍ(約6.3尺)、

梁行の平均が約1.5ｍ(約5.0尺)である。柱穴は確偲面では直径34～78cm、深さ２０～68cmを測り、下端

のレベルは一定ではないが、ほぼ一直線に並ぶ。柱痕跡は全ての柱穴から確認でき、そのほとんどが二

段掘りを施している。

柱穴の棚り方澗土は確認面がⅦ肘で、その層と対象的な黒褐色を里する粘質土である。柱痕跡には柱

の木質が腐食した後に入り込んだ土１Wで埋まっており、やや灰色がかった粘質土である。

(2)井戸跡

ＳＥ506(節60図．６１図）

SE506は調査区の北東側に位置する過構である。平面形はほぼ円形で、確認面での径は長軸(Ａ一

Ａ')2.54ｍ、短軸(Ｂ－Ｂ，)2.40ｍを測る。確認面から0.67ｍほどの深さのところに１段あり、その中心付

近に一回り小さな方形の掘り方を持つ。篠は1.52ｍほどで、そのままその而からほぼ垂ifl:に落ちている。

深さは確認面から1.94ｍを測る。この段差は井戸側などを設悩した時のものか、井戸枠を抜き取る際に

広げた跡のどちらかと推定できる。

澗土は確認面から大きく９岬に分けた。①層は暗褐色を呈し、粒子が細かく強いしまりがあり、鋤い

粘性がある。②肘は黒褐色を呈し、①層に近いが黒色土の粘衝土が混じり、全体的に黒っぽい土色であ

る。③層は黒褐色土に黄色土がブロック状に混じる(９：１)。②屑と同じく粘質土である。④廟は明褐色

土に灰色土の粘閥土が混じる(８：２)。粘衝、しまりともやや弱い。⑤層は茶褐色上に灰色土の粘質土が

混じる(７：３)。④層に比べ粘質、しまり共に強い。⑥肘は黒灰色を呈し、粘質土できめが細かく、微量

に炭化物を含む。⑦届は黒灰色土に行灰色土がまばらに混じる(９：１)。多賦の遺物が含まれる。⑧肘は

青灰色土に層状に黒色土が堆積し、⑦層同様に多量な辿物が含まれる。⑨肘は黒色土を呈し、⑥～⑧屑

と同様に粘性がある。自然辿物の堆積による泥炭層で澗水がある。

第60図ｌ～６．第６１図７～11はこの井戸跡から出土した遺物である。１は須恵器の杯蓋で、擬宝珠の

ツマミを持つものである。ツマミ近くには回転へラケズリが施されている。２．１０は土師器の杯であるｃ

２は口径11.9ｃｍ、器商4.4ｃｍを測り、口縁部が開いており、器高が口径に比べ低い。１０は全体に丁寧に

漆が施されている。割れた状態で出土したが、接合できる遺物が確偲できなかったことから、井戸廃棄

時に意図的に割られ投げ込まれたものだと推測され、祭記用に使われたと考えられる。３は須恵器の高

台付杯で、口径13.05ｃｍ、器間4.9cm、高台径6.7cmを測る。間台の端部はⅢき、怠図的に削られている。

４は土師器の鉢で、内外器而に赤色顔料を施している。５．７．８は土師器の喪で、口縁部が欠落し、摩

滅がはげしく全体が不明確である。６は土師器の高杯で、内外器面に赤色顔料を施している。この遺物

は井戸の北西側の隅に供えられるように鵬えられており、井戸廃棄時の祭りと考えられる。９．１１はこ

の井戸から出土した木器である。９は横櫛で、井戸内の⑧府から出土した。材としてはハイノキ科ハイ

ノキ属が使用されている。１１は把手付き盤で、井戸内の⑦肘から出土した。材としてはバラ科サクラ

風が使用されている。釣瓶として利用したものであろう。

8４
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第60図井戸跡（ＳＥ506）実測図及び出土遺物実測図（１）
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第62図井戸跡（ＳＥ517）実測図及び出土遺物実測図

ＳＥ５１７(第62Ｎ）

SE517は調在区の'１１央北部に位livIし、週柵の北側が‘淵査Ⅸ外に入るため全体の規模は不Iﾘlである。SE517は調在区の'１１央北部に位livIし、過栂の北側が‘淵査Ⅸ外に入るため全体の規模は不Iﾘlである。検

出範囲より平面形はほぼ円形で、災軸(Ａ－Ａ.)3.30ｍ、短軸2.40ｍ以上を測るﾉ|:戸跡である。上miから

階段状に３段に段掘りされ、俳戸の途中まで降りている。深さは確忍面から1.82ｍを測る。この段培は

SE506と1両l様に、井〆側などを設Nytした時のものか、井戸枠を抜き取った際に掘り膳げた跡のもののど

ちらかと推定される『

捌土は確認面から大きく５肘に分けた”①～④層は暗褐色上に灰褐色ｔが混じる(5:5)。粒子が細かく

強いしまりがあり、炭化物が含まれる。⑤屑は１１W灰褐色を呈する粘面土で、湧水がある。

１２はこの井戸跡から出土した土塊である。川上遺物はこの土錘と、器形が分からない摩滅のはげし

い数点の上器片にとどまった。

ＳＥ５１５(輔63岡）

SE515は調在区の中央北部に位Iｉｆする辿構である。、12面形はほぼ円形で、確I遡面での径は艮軸(Ｂ－

Ｂ'）1.0ｍ、短軸(Ａ一Ａ，)0.88ｍ、深さ1.2ｍを測る:断IIii形は上而から傾斜して芯1激に藩ち、筒状を呈し

ている。ル戸としては紫掘りのものである。この井戸の②岬と⑦1Wからﾊﾙ台付椀が出こしている。特に

②肘出土の14はj卜戸の廃棄時における祭杷的な棟相をみせている。

捌土は確認面から大きく７肘に分けた，①財は暗褐色を蛾し、炭化物が微最に混入する。②屑は此茶

褐色上に灰褐色化が混じる(８：２)。極小のブロックを含み、よくしまる。③屑は暗褐色土に灰褐色士と

黄茶褐色1:が混じる(６：２：２)。粒jFが細かく強いしまりがある。④層は暗褐色上に灰褐色上と蔵茶褐

色上が混じる(７：２：１)。③肘とIiil様に粒子が細かく強いしまりがある。⑤屑は黄茶褐色上に灰色上が

混じる(９：１)。粘蘭上に砂賦土が少品含まれる｡'⑥肘は灰色土に此茶測色上が混じる(８：２)。粘質、

しまり共にやや強い。⑦層は灰色土に黄茶褐色上が混じる(８：２)。⑥崎に比べ粘質、しまり共に強い。

8７
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鋪Ⅲ軍捌従の成果

１３．１４はこの井ﾉー f跡から出|:した遺物で、土師器の商台付椀である。１４は内外器､iに赤色顔料を施

している。この辿物はⅡ:戸を埋め梶した後に新たに②屑をⅢIlり直して、遺物を据えていたような状況で

出ｔした，これは井戸廃蝿時の祭犯に関わる能礼的な役削を想定できる。１３は１４とIiil様に内外器面に

赤色顔料を施しているが、出土肘は⑦岬で、井戸が廃棄される前か、１１‘〔前の過物と考えられる。

ＳＥ５１６(第63峡l）

SE516はi淵在区の中央部に位Iivrし、平1m形は不鞭の円形で、確認Iiiでの係が長軸(Ｂ－Ｂ，）1.48ｍ、短

軸(Ａ一Ａ｡）1.34ｍを測る。上1ｍから３段に段掘りされ、ｊｌ:Ji途中まで降りている。深さは確偲1ｍから

1.36ｍを測る，④層上Iliiには米人の角磯が散き諦められているのを碓偲した。これは井戸の水を汲み上

げる時に泥を舞い上げないための_[ただと号えられる。この井戸では、唯一･敬き諦められた角確の中か

ら土師器のほぼ完形の杯が１点出ｔした”

糊上は確iigImから大きく４岬に分けた。①瞳は灰褐色を股し、鉄分が微最に混入する。②１ＷはIIiIf灰褐

色を‘I池、粘性が弱い“③層は妖色を顎し、黄茶測色士をブロック状に大最に含み、②1Ｗより粘性が強

い｡④肘は10i灰色を呈し、黄茶褐色-ｔが微飛に混入する粘ｌＷＩｋで、澗水がある”

１５はこの井戸から出ｔした1:帥器の杯で、1-1従'1.4ｃｍを測る。外器面は11綜下に1.1噸な横ナデ調整

を施してある。

(3)通蹄状遺柵

ＳＦ５０１(第65ｌｘ|）

SF501は調在区の中央部に位脱する週柵である遺櫛の北側と南側が調査Ⅸ外に入るため全体の規模

は不明であるが、検出範囲より災'紬(Ifj北)約19.3ｍ以ｋ、無軸(東リV)約5.5ｍの1打北に伸びる道路状遺榊

である。この辿構は両側にＳD512.513の細是い満跡(側満)を備えつけた構造である。滞獅には硬化面

の形成は見られないが、東側を中心に９条以上の轍跡を残す．

（４）潮跡

ＳＤ５１０(第66脚）

SD510は調代区の中央部に側付する過柵である”北側とIⅧ01が調代区外に入るため全体の規棋は不明

であるが、検出範囲より長軸19.1ｍ以止、短軸0.90ｍ、深さ0.24ｍのほぼ南北に伸びる満跡で、掘り方

の形状は全体的に逆茄鉾形を呈している。SK521に切られている。

ＳＤ５１１(第66脚）

SD511は調代区の中央部に位Iivtする過ｲﾙである．北側とIfj側が調従Ⅸ外に入るため全体の規模は不明

であるが、検出範囲より及軸19.15ｍ以止、短軸0.85ｍ、深さ０．０５ｍのほぼ南北に伸びる満跡で、掘り方

が浅く、形状ははっきりしない。悩土はMWIOf脈色を魁する砂f'吐で、サラサラとしてしまりがない。酸

化鉄、マンガン粒子を少猛含む、

週椛の東側からは迎統するピット状の浅い悪みを検出した．他の捌代事例から道路状遺構と琴えた。

ただ、このような遺椛は傾斜、に造られる場合が多いが、ここではほぼ平坦地で、足がかりとしての窪

みにあまり意味がないと号えられる。

ＳＤ５１２(第65ｌｘI）

ＳＤ５１２は道路状遺榊(SF501)の東側に位Iiyrする辿榊である‘，南側が‘淵査低外に入るため全体の規模は

不Iﾘlであるが、検出範llIIより腿軸18.2ｍ以上、知柚0.35ｍ，深さ0.14ｍのほぼIfj北に伸びる溝跡で、掘

り方の形状は全体的に逆術鉾形を呈している。この遺櫛はＳＦ501に伴う側満として判断した。糊ｔは暗

黄灰色を呈する砂質土で、サラサラとしてしまりがない。酸化鉄、マンガン軸ｆを少lil含む。
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鋪Ⅲ章，淵代の成染

ＳＤ５１３(第65ix1）

SD513は迫路状遺柵(SF501)のVlj側に位liviする過柵である。北側と南側が調査Ⅸ外に入るため全体の規模

は不IﾘIであるが、検出範囲より災軸19.6ｍ以上、短軸0.43ｍ、深さ0.17ｍのほぼ南北に伸びる溝跡で、掘り

方の形状は全体的に逆洲鉾形を呈している。この過柵はS応01に伴う側洲として判断した。槻士は褐I火色を

呈する強い粘lril:である、酸化鉄、マンガン粒子を少破含む。

ＳＤ５Ｉ４(第64ｌｘ1）

SD514は調在区の西側に位置する遺構である。北側が調査区外に入るため全体の規模は不明であるが、検

出範川より是軸15.5ｍ以上、短軸0.63ｍ、深さ030ｍのほぼIfi北に伸びる溝跡で、棚り方の形状は全体的に

不定形である，この遺柵の底部から二列の杭状の跡を検出したが、用途については不明である。

渦１２は確認､iから大きく３層に分けた。①牌は黄灰色を呈し、弱いしまりがあり粘性がある。少飛のマン

ガンと酸化鉄を含み、多岐の２～３cmのブロック状のIﾘl褐色砂f'i上が混じる。②Ｍま暗褐色を呈し、①層よ

りはしまりがないが、強い粘性を粥びる。少量のマンガンと駿化鉄を含み、多litの２～３cmのブロック状の

黄色砂侭土が混じる。③肘は黄測色を呈し、①府よりはしまりがないが強い粘性を帯びる。少届のマンガン

と酸化鉄を含み、少最の競色砂髄ｔが混じる。

SD515(第64図）

SD515は調在区の西側に位置する迫構である，南側が調査区外に入り、北部は撹乱されているため全体の

規棋は不明であるが、検出範囲より艮軸19.4ｍ以上、短軸0.60ｍ、深さ0.66ｍのほぼ南北に伸びる洲跡で、

掘り方の形状は全体的に逆蒲鉾形を呈している。捌士は暗黄灰色を呈する。しまりがなく、鮒い粘蘭上であ

る。多量にマンガンと鹸化鉄を含み、ブロック状の此色砂質上が混じる。

ＳＤ５Ｉ６(第67脚）

SD516は調在区の西側に位置する遺構である。南部は調査Ⅸ外に入り、北部は撹乱されているため全体の

規桟は不明である．また、SD515に切られている。検出範囲より長軸187ｍ以止、短軸1.80ｍ、深さ0.74ｍ

のほぼ南北に伸びる満跡である、辿構の断I､観察の結果、一度掘られた後に再度掘り直しが行われたと思わ

れる。

慨ｔは確認而から大きく７層に分けた。⑩肘はw紬〈色を呈し、しまりがない砂価止である．マンガン、酸化

鉄の沈殿が見られる。②岬は暗批灰色を呈し、しまりはないが強い粘性がある。マンガン、駿化鉄の沈殿が

見られる。③肘は暗背灰色を呈し、しまりはないが強い粘性がある。④肘は暗黄灰色を呈し、ややしまりが

ある粘蘭上である。略競灰色粘揃l:が混じる。⑤牌はIlIY戯灰色を暗し、しまりはないが強い帖性がある。⑥

増はlﾘ1,‘『灰色を0（し、非浦に強い粘性がある『⑦府はIli9i灰色を1,Ｉし、非術に強い粘性がある．

１６～18はこの満跡から出ｔした遺物である。１６は!:帥器の小』鯉L底噸で、口稼部から猟部は流線的に伸

び、休部は球形となるが、底部は欠捌している二１７はlz師器の喪で、外器而はハケⅡ調整の後｢軍にナデ調

整を施している。１８は勝製打雛で、二等辺{角形を11ｌしている．

ＳＤ５１７(第65図）

SD517は調在区の西側に位置する遺構であるα検出範囲より及柚13.25ｍ、短軸0.60ｍ、深さ0.10ｍを測り、

ほぼ東西に伸びる満跡である。ＳD５１１．５１２．５１３を切っている

(5)士坑

SK512(第68脚）

SK512は調査区の北東部に位職する遺構である。検出範囲より災軸0.83ｍ、短軸0.80ｍ、深さ0.12ｍを測る。

平面形は不整の111形、断1,形は浅いlⅢ状をlI1している。潤土はHlff褐色上で、弱いWjWilzである。

１９は頬恵器の蓋で宝珠のツマミが付く。
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第７節上小H1海の繭5Ⅸの調査

型査区外
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第67図溝跡（SD516）実測図及び出土週物実測図
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第68図土坑（ＳK５１２．５２１．５２２）実測図及び出土遺物実測図

ＳＫ５２１(第68Ｎ）

SK521は調在区の'1'央部に位置する遺椛である。検出範lIIIより災軸0.94ｍ、短紬0.94ｍ、深さ0.86ｍ

を測る。平面形は不幣の111形、断而形は筒状を呈している。魁上は11W褐色士で、弱い粘衝ｔである。

２０．２１はこのｔ坑出上の遺物である。２０は釧忠器の間台付杯である。２１は須恵器の短誠噸である。復

北口徒13.2cmを測る。
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蕊Ⅲ噸‘淵在の成果

ＳＫ５２２(第681Xl）

SK522は調企区の東側に位1冊する過柵である。検出範囲より艮軸1.84ｍ、知軸1.20ｍ、深さ0.50ｍを

測る。、I4mi形は梢円形、断面形はllll状を呈している。捌上は鼎褐色土で、弱い粘髄土である，

(6)その他

ここでは２．週櫛・過物で遺柵と共に述べられなかった遺物を概観する。

上小田蒋の前５１X出土迫物(第69凶）

２２～28は遺柵・遺物で遺柵と共に述べられなかった過物で、出土地点、法１１t，調縦、色‘淵、胎土群

の詳細については、観察表のとおりである。

２２はガラス小Ｅである。２３は土錘である。２４～26は柵､ＩＺ打製石斧で、２５は〃部に擦痕がある。２７は

北久根111式土器の深鉢で、頚部から口線部にかけて二条の刻みⅡを巡らす。２８は彼忠器の災獅壷であ

る。

(寸法は検出面で計測したもの） (単位：、）

過栂名 週桐番号 長軸 短軸 深さ 備 考

ＳＥ５０６ ２．５４ 2．４０ １．９４ 把手付き盤・櫛ほか遺物出土

ＳＥ５１５ 1.00 ０８８ １2０ 遺物出土
井戸跡

ＳＥ５１６ 1.48 ３４ 3６ 遺物出土

ＳＥ５１７ 3.30 ２４０～ 8２ 木器、土錘出士

通路状遺梱 ＳＦ5０１ １９．３～ ５５～ ０２５～ 9条以上の轍跡

ＳＤ５ ０ １９．１０～ ０ ９０ ０ 2４ SK521に切られる、遺物出土

ＳＤ５ １ 19.15～ ０８５ ０ 0５ SD517に切られる

ＳＤ５ ２ １８２０～ ０ ３５ ０ １４ SD517に切られる

潤跡 ＳＤ５ ３ １９．６０～ ０４３ ０ 1７ SD517に切られる

ＳＤ５ ４ １５．５０～ ０ ６３ ０3０

ＳＤ５ ５ １９．４０～ ０ ６０ ０ 6６ SD516を切る

ＳＤ５ ６ １８．７０～ １８０ ０ 7４ SD515に切られる、遺物出土

ＳＤ５ ７ 1３．２５ ０６０ ０ 1０ SD511・ＳＤ５１２・ＳＤ５１３を切る

ＳＫ５１２ 0.83 ０8０ ０ 1２

士坑 ＳＫ５２１ 0.94 ０９４ ０ 8６ SD510を切る、過物出土

ＳＫ５２２ 1.84 ２０ ０ 5０

表２５上小田宮の前5区検出遺櫛一覧表
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第７節上小Ⅱ賊の前5区の澗代

過栂番号

ＳＥ506

ＳＥ５１５

ＳＥ516

ＳＥ５１７

SF5０１

ＳＤ５１１

ＳＤ５１２

(B-B，）

ＳＤ５１３

(A-A,）

SD513（B-B‘）

ＳＤ５１４

SD515

(Ａ－Ａ０）

SＤ５１６

(A-A，）

層位

①層

②層

③層

④届

⑤層

⑥層

⑦層

⑧層

⑨層

'①層

②層

③屑

④層

⑤層

⑥層

⑦層

①層

②届

③層

④届

①層

②～④層

⑤届

①層

②厨

③層

④届

①層

①層

①届

①層

①層

②届

③層

①届

①届

②間

③層

④暦

⑤届

⑥届

⑦厨

特徴

暗茶褐色土。強いしまりあり、弱い粘性あり。

黒褐色土。①層に近いが黒色の粘質土が混じり、全体的に黒っぽい土色。

黒褐色と黄色土のブロックが混在（９ 1)。②層と同じく粘質土。

明黄色土と灰色土の粘質±が混在（８ 2)。地山の崩填土の可能性あり。

茶褐色土と灰色土の粘質土が混在（７ 3)。粘質土ではあるが非常に詰まった硬い±。

黒灰色土。粘質土で非常にきめが細かく、微丘に炭化物も確認できる。

黒灰色±と青灰色土がまばらに混在（9:1)。多凪の遺物が確認できる。

青灰色土に屑状に黒色土の堆狽。⑦層同根、多湿の遺物が確認できる。

黒色土。⑥～⑧層と同椴に粘質土であるが､自然遺物(葉など)の堆祇による土炭間。

暗褐色土。炭化物が微母に混入。

黄茶褐色土と灰褐色土が混在（8:2） 。

暗褐色土、灰褐色土、黄茶褐色土が混在（6:2:2)。

暗褐色土、灰褐色土、黄茶褐色土が混在（7:2:1)。

黄茶褐色土と灰色粘質土が混在（9:1)。

灰色粘土と黄茶褐色土が混在（8:2） 。

灰色粘土と黄茶褐色土が混在（8:2)。全体的に⑥層より粘性が強い。

灰褐色土。鉄分が微通に混入。

暗灰褐色弱粘質土。

灰色粘質土。黄茶褐色土が多団に混在。

晋灰色粘土。バリエーションがある黄茶褐色土が微量に混入。

暗褐色土（白褐色土）中量と、炭化物中国が混在。

注記なし ０

暗灰色粘土。

晋灰色粘質土。弱いしまりあり、粘性なし。マンガン、酸化鉄分を多凪に含む。

黄褐色砂圃土。しまりなし。マンガン、酸化鉄分を微通に含む。

褐灰色粘質土。しまりなし、弱い粘性あり。マンガン、酸化鉄分を微量に含む。

黒褐色粘質土。弱いしまりあり、粘性あり。マンガン、酸化鉄分を多凪に含む。

暗青灰色砂質土。しまりなし、弱い粘性あり。少凪のマンガンと酸化鉄、多鼠の

約5mmのブロック状明褐色砂質±を含む。

暗黄灰色砂質土。弱いしまりあり、粘性なし。微量のマンガン、酸化鉄分と、ま

ばらに約5mmのブロック状黄色砂質土を含む。

褐灰色粘質土。しまりなし、強い粘性あり。マンガン、酸化鉄分を少通含み、黄

褐色粘質±が混じる。

黒褐色粘質土。弱いしまりあり、粘性あり。マンガン、酸化鉄を多凪に含む。

黄灰色砂質土。弱いしまりあり、弱い粘性あり。少量のマンガン、酸化鉄分と、

多量の約2～3cmのブロック状明褐色砂質土を含む。

暗褐色粘質土。①層よりしまりなし、強い粘性あり。少風のマンガン、①層より

少ない酸化鉄分と、多圃の約2.5cmのブロック状黄色砂質土を含む。

黄褐色砂質士。②層よりしまりなし、①層より強い粘性あり。②闇より少ないマ

ンガン、酸化鉄分と、①,②層より細かいブロック状黄色砂質土を含む。

暗黄灰色砂質土。弱いしまりあり、弱い粘性あり。マンガン、酸化鉄分が多迅に

沈茜し、黄色砂質士がブロック状で混入。

暗黄灰色砂質土。しまりなし、粘性なし。マンガン、酸化鉄分が多く沈潜し黄色

砂質土がブロック状で入る。

暗黄灰色粘質土。しまりなし、強い粘性あり。マンガン、酸化鉄分が多迅に沈魁

し黄色砂質土がブロック状で微量に混入。

暗青灰色砂質土。しまりなし、強い粘性あり。マンガン、酸化鉄分が多く沈璃し、

黄質砂賀土がブロック状で多く入る。

暗黄灰色粘質土。弱いしまりあり、弱い粘性あり。マンガン、酸化鉄分が②層よ

り多く沈碕し、暗黄灰色砂質土が混在。

暗黄灰色粘質土。しまりなし、強い粘性あり。マンガン、酸化鉄分の沈碕は少な

いが黄灰色砂質土がブロック状で多量に混入。

明晋灰色砂質土。しまりなし、非常に強い粘性あり。マンガン、酸化鉄分の沈魁

Iま少ないが暗黄灰色粘質土が少迅混在。

暗灰色粘質土。しまりなし、非常に強い粘性あり。マンガン酸化鉄分の沈筒はな

〈、黄色砂質土がブロック状で微国に混入。

表２６上小田宮の前5区検出遺構土層注記表
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鋪Ⅲ蹴閥代の成果

第８節上小Ⅲ宮の前６区の調査

1．遺織分布(第70図）

上小田宮のliii6区は東l1Ii約６０ｍ×仲i北約２０ｍの東西に災い調査区をI没定した。膜さは1,143㎡である。

この‘淵査区で検出した遺柵は井戸跡１ＪＩＬ、溝跡4条、土坑２雁、自然流路１条である,

辿柵の分布状況を兇ると、調在区の南西部にハ:戸跡(SE606)を検出したが、ｊｌ:戸に伴う処物群は検出で

きなかった。満跡は調在|えの東側に１条(SD601)、西側から２条(SD603.604)の南北に伸びるものと、‘淵

従Ⅸの南西側に東爾方向に伸びる１条(SD602)を検出した。上坑は調在Ⅸの西側に２基(SK603.607)を検

出した。自然流路は上小lH宮の前５区から６区にかけて北＃li～南東に向かって検出することができたが、

湖水による川藩によって州削が困難になり、棚|‘ill可能な６Ⅸの矢板北東隅を中心に細査を進めた。

2．遺櫛・遺物

各遺構・辿物の詳細は第71図～79121．表27～29のとおりである。以下は各過柵を概観する。

（１）井戸跡

ＳＥ606(輔７１凶）

SE606は‘淵在区のIjii側に位慨する遺構で、SD602に切られている．平面形は不整の方形で、確認lniで

の径は艮軸(Ｂ－Ｂ，)1.86ｍ、短軸(Ａ－Ａ.)1.32ｍを測る，確麗面から0.64ｍほどの深さのところに１段が

あり、その'''心付近に．lu1り小さな111形の伽り方をもつく，径は84cmほどで、そのままそのIniからほぼ

楠I'〔に落ちている。深さは確認而から1.98ｍを測る。ｊｌｖｉとしては索掘りのものと推定できる。

世土は確‘遇而から大きく４届に分けた。⑩1WはI暗褐色を呈し、非湘に湿ったl:で、小片の過物を含む。

②脳は暗褐色土に黄色が混じる。(1)肘に近いＭＴだが杵1:粘性で、小片の遺物を含む。③肘は灰黒色上

で黄色土が混じる。強い粘性で、Ｉ‘I然遺物を含む。④師は照褐色で、②層とIiil棟に強い粘性がある．多

Ｉitの自然遺物を含む。

（２）澗跡

ＳＤ６０１(第72図）

SD601は0淵在区の束側に位置する遺構で、ほぼ南北に伸びる満跡である。lfj端は調査区外に存在する

ため、確腿できておらず、遺櫛全体の形状は不Iﾘlであるが、検出範Ⅲにより災軸(南北)17.70ｍ以上、矩

軸(東西)0.75ｍ、深さ0.40ｍを測る。掘り方の形状は全体的に逆甜鉾形を呈しているが、満跡の下端は

・定ではなく111'凹である。この辿柵の方向性から、上小川樹の前５Ⅸ検出の満跡と関連性が推測できる

が明確ではない。この洲跡からは、１の石皿が１点出土している。

ＳＤ６０２(第７１図）

SD602は0淵査区の中央部の南東側に位置する遺構で、ほぼ東西に伸びる溝跡である。ＳＥ606．SK607

を切る画検出範囲より及軸(東西)15.20ｍ、短軸(南北)1.65ｍ、深さ0.20ｍを測る。掘り方の形状は全体

的に浅いlⅢ状を呈している。満跡の下端は一定ではなくlIlIlulであるが、後１１tのWll平によって遺構全体の

形状は不明である。南北方向にIIl1びる溝跡に'師I:に交わる様相を示すこの溝跡は、他の澗跡(SD601．

６０３．６０４)との関連性が考えられる．

ＳＤ６０３(第72ｌｘI）

SD603はI淵在区の西側に位置する週櫛で、ほぼ南北に伸びる溝跡である。SD604と平行に伸びている。

II1j端は調在区外のため確認できておらず、過柵全体の形状は不Iﾘlであるが、検出範Ⅲより長軸(南

北)22.0ｍ以｣:、短軸(東Ijlｲ)1.90ｍ、深さ0.15ｍを測る。柵り方の形状は全体的に浅い皿状を呈している。

この遺構の方向性から、上小田宮の前５区検出の満跡との関連性が碓測できるが、明確ではない。

9９



回

鋪8節上小田宮の前6区の澗在

戸
『
○
一

回

○
一
“
ぬ
，
Ⅱ
ｘ

ｊ
Ｊ

ロ
副
“
ぬ
，
Ⅲ
×

ｆ
Ｊ

１
Ｊ

｡。

ｏ
ｏ
Ｎ
ｍ
０
Ⅲ
×

。。。 。
③
“
ぬ
０
Ⅱ
×

〆〆〆
０
。

Ｙ=-37830
、

｡

｡ｆ
Ａ
Ｊ
“

ｆ
Ａ
Ｊ
“

ｆ
Ａ
Ｊ
“

譜
濃
譜
濃
譜
濃

｡

８
〃〃〃

｡ｇＤ

ｏ

ｏ９

ｏ
Ｃ

〃

。。〃

｡
ｰ

｡

〈

ン。。
｡。

｡⑥

ン。。
｡。

｡⑥

ン。。
｡。

｡⑥

。

。
ｂ
○

一
○
二
．

《
〕

の
ロ
也
山
の
。

心。
←

回

｡

Ｙ=-37840

ひ
～ 令 一

（
Ｂ
型
一
Ⅱ
⑩
）
国
咽
魁
謹
製
凶
の
程
ｅ
伽
田
号
判
回
○
卜
鵬

ハ
ツ

②
。
④
】
⑮

↑
。
⑮
ロ
⑩

二
｡

｡

Ｄ

Ｏ

Ｏｃﾛ◎０

。○

○⑥ＣＣ

ＯＯ

０．

’｡｡(〕：ｂ
ｏ６。
｡ ｡

。ｐ，：９
０の

｡｡#：､:袋｡§。

Ｙ=-37850 ｡

。

０

｡

自

｡

④ ｡

〔ｕ
ー

Ｙ=-37860

③
。
。
□
、

～一

｡

回

Ｙ=-37870 ○
○
○

○
。
。

〔、
｡

｡

｡

100

。

＜ 、

寸
ロ
⑩
ロ
の

＜＝＝二二＝＝:＝＝
寸
一

。

Ｙ=･37880 ○

｡



ｍ
ｏ
ｌ
ｌ

、 ﾛロ

↑

●

手

心=-L、…一

1０１

ノ

一一麦ニニ
ノ

●
、

Ａ・－ 一・Ａ
ノ

'

ノ

／

Ｅ
Ｃ
。
①
・
同
川
Ｊ
○
ｍ

１
１
６
ｍ

Ａ･L亘Z900ｍ －－．A,

Ａ

Ｏ １ｍ

Ｓ ＝ 1 / 4 ０ － －

④ SD602

鋪IIIiX糾従の成果

表２７上小田宮の前6区検出遺柵一覧表

(単位：、）

↓
＜

L=８．０００ｍ L=8.000ｍ
Ｂ，Ａ’

０

(寸法は検出面で計測したもの）

3ｍ

S=1/1００

第７１図井戸跡（ＳＥ606）・満跡（SD602）実測図

遺拙名 過梱番号 長軸 短軸 深さ 備 考

井戸跡 ＳＥ６０６ １．８６ 1．３２ １．９８ ＳＤ６０２に切られる

溝跡

ＳＤ６０１

ＳＤ６０２

ＳＤ６０３

ＳＤ６０４

１７．７０～

１５．２０

２２．００

１０．４０

０

０

7５

6５

9０

6０

０

０

０

０

4０

2０

１５

３０

石皿出士

ＳＥ606．SK607を切る

土坑
ＳＫ６０３

ＳＫ６０７

０．８８

０．５０

０

０

5２

８８

０

０

1２

6０

遺物出土

SD602に切られる、木器出土
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前8節上小川宮のIiiI6Ⅸの潤在
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Ｏ ３ｍＯ１０ｃｍ

Ｓ=1/1００－Ｓ=1/４一－

第72図満跡（ＳＤ６０１．６０３．６０４）実測図及び出土遺物実測図
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調査区外

口磨面
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SD601
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９
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１

ｌ
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、

④SK6O‘

ＳＤ６０４(第72図）

SD604は調査Ⅸの西側に位置する過構で、SD603とＷ了でほぼI櫛北に伸びる洲である。検出範囲より

蛙軸(南北)10.40ｍ、短lMI(東西)0.60ｍ、深さ0.30ｍを測るが、後11tの削平によって過構全体の形状はｲ《

明である。

（３）土坑

ＳＫ６０３(第73図）

SK603は調査Ⅸの東側に位置する辿榊である。検出範Ⅲより災紬0.88ｍ、短軸0.52ｍ、深さ0.12ｍを

訂

Ａ､L三Z700ｍ

電動 。Ａ，Ａ･‐

A･L三Z700ｍ 一・Ａ，

一・Ａ，

第Ⅲ噸０淵在の成果

第73図土坑（ＳK603.607）実測図及び出土遺物実測図
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鋪8節上小H賊の前6ｌｘの‘測在

、

～

Ａ
Ｌ

～

シ値

０ 5ｍ

Ｓ=1/150ｰ ー

第74図流路実測図

平面形は不整の方形を、断面形は台形を呈している。澱土は黄灰色土で、弱い粘性を帯びる。遺物は

上層に浮いた状態で出土した。遺物から考えて、縄文時代の遺榊の可能性がある。

２．３はこの土坑から出土した過物である。２は純文土器の深鉢で、溺消縄文による文梯が残る。３も

縄文土器の深鉢で、最大胴径35cmを測る。

SK607(第73図）

SK607は調在区の西側に位置する遺構で、SD602に切られている。検出範囲より長軸0.88ｍ、短軸

0.50ｍ、深さ0.60ｍを測る。遺構の底部には炭化した板材が据えられたように検出された。南西部から

は板材が途切れた位置に石が据えられたように出土し、石の下からピット状の落ちを検出できた。その

他に遺物の出土はなく、平面形は不幣の長方形、断面形は皿状を呈している。この土坑は土峨慕ではな

いかと思われるが、副雑品等が見られないため、その榔相等は不明である。

（４）自然流路(第74図～78図）

自然流路は上小田宮の1iiI5区から６区にかけて北西～南東に向かって位価する過櫛であるが、湧水に

よる朋落によって調査が1N雛と判断されたため、上小川宮の前６区のみの本格的な‘淵査を実施した。そ

のため、遺栂全体の様相は不明である。検出範囲より艮軸(北西一南東)19.40ｍ以上、短軸(北東一南

西)7.55ｍ以上、深さ1.60ｍ以上を測る。上小田宮の前１区の自然流路と同様に、適職からは縄文土器を

中心に出土した。このことから１区の自然流路との側迎性が考えられるが、流路のほとんどが調査区外

に伸びているため、今後の凋査の成果に期待する。

毅土は確認面から大きく２１屑に分けた。①層は黄褐色砂質土で弱い粘性があり、カーボンを含む。

②層は伐褐色粘磁土で①１Ｗより強い粘性がある。③肘は灰黄褐色砂質土でしまりがない。④用は灰褐色

砂質土で、②肘よりしまりがない。弱い粘性がある。⑤層は灰批褐色砂髄上で②肘に似ているが、しま

りがある。⑥1Ｗは褐灰色砂面土でしまりがないが、酸化鉄を少Iit含む。⑦牌は灰就色砂面土で強い粘性

があり、しまりがある。

104



一
へ
一

鋪IIjWt洲代の成果

》
一
一
一
・
匙
》

屋
号
琴

⑥ 武圭一一一二二

一
一
一
一
・
一
一

一
一
《
■
七
一

一
一
一
若
一
↑

・
呈
声
一

年
も

一一

６

４

５

S＝1/３

０

第75図流路出土遺物実測図（１）

105

１０Ｃ



～

節8節上小Ill宮の前6区のU淵在

多三一

＜藍～

106

■●

己吟

第76図流路出土遺物実測図（２）

一
一
一
一
一
・
一
一
一
一
ト
ー

．
▲
一
‐
一
一
一
一
②
．
言
．
一
壱
一

・
一
垂
一
壱

９

Ｓ=ｗ３
、

ｃ、

蔓愈

Ｐ

Ｆｊ
"

患
郷ミハ
’、･･ヘ１．､、

､::、､職
､、．，

、 猟

一一－－

､、

０

1１

､､、

1０



、

節Ⅲ噸調充の成果

､

1（

Jp
J

ｐＵ

107

第77図流路出土遺物実測図（３）

弓三三三二

昼－－－ー一一三

瀧
鐙
一
一
蕊
一

Ｓ=1/３

〈

瀞
～

α|

ノ

1５

垂
二

凸

$へ

､､､、

凸一呈上■･~二F－．

℃-.,,一･一←-竜二･~』･一令
一＝夕■｡

1４

『

《
一

色
一

1６

'一.,一・一マヂーｰｰ‘。、
一一一､今~-マニー〆彦直奮･一
律一｡⑧‐ウ 二℃－－－-

一二つ

、琴ざ勤

雲華sﾐ、



鋪8節上小田商のIiiI6区の潤在

〃〃
’

1９

色０通LＯＩ

－２１Ｃ二＞２２

QＯ
ＯＱ

第78図流路出土遺物実測図（４）

108

Ｓ=1喝

E八・｡｡●,-9--

０

竜？

■舎⑧

、－‐｡■･町寸

､蕊剖

1８

2０

１０cｍ

陰一一一一一

S=,ﾉ2階一一ｍ
０



１０cｍ

Ｓ＝1/３

Ｐ

Ｅ 一一一一一

第79図６区出土遺物実測図

S=1厘

109

夕

ﾀヴ

2５

一一一グー、
ｆｌ

〆

一

＝ Ｊ_
１０cｍ

』
源
。
や
〆

fqf･_も0０

2６

０

第Ⅲ噸側従の成果

＜デー＝２８

、Ｉ

０

９

2７



第８節上小H1浦のIiiI6IXのｌ閥従

⑧層は灰黄色粘蘭土で酸化鉄を含み、ブロック状に略褐色土を含む。⑨肘は灰黄色粘質土でブロック

状に暗褐色土を微Iitに含む。⑩屑は緑灰色粘揃上で弱いしまりがある。⑪肘は緑灰色粘質土と黒褐色粘

衝土が交爪堆積を兇せる。木片等の自然遺物を含む．⑫肘は灰黄色砂面土でしまりがなく、粘性もない。

マンガン、鉄分を多量に含む。⑬肘は緑灰色粘質土で④肘よりしまりがなく、粘惟もない。上1Ｗに鉄分

を微量に含む。⑭1Ｗは黄褐色砂質土で②屑よりしまりがあり、勅い粘性がある。⑮肘は緑灰色砂質土で

しまりがなく、粘性もない。鉄分を多最に含む。⑯屑は緑灰色砂蘭土でしまりがなく、粘性もない。⑰

屑は黒褐色砂質土でしまりがないが、弱い粘性がある。木片等の自然遺物を含む。⑱屑は灰批褐色砂蘭

土で⑤肘より強い粘性があり、しまりがある。⑲層は灰茂褐色砂髄土で、⑥届より強い粘性があり、し

まりがある。下１Ｗに鉄分を多量に含む。⑳肘は緑灰褐色粘質土で⑲屑より刺い粘性でしまりはない。下

ｊＷに行く程砂量がjWえ、粘性がなくなる。⑳肘は緑灰測色土と照褐色砂質ｔが交互堆積を見せる。木片

等の自然遺物を含む。

第75図～78図はこの自然流路から出土した週物である。ほとんどが縄文土器の鉢である。４は鉢で、

頚部に机当する｣ﾋﾙ所に穿孔がある。５～７．１１．１６．１７は口縁併がない深鉢である。口縁部から頚部

は弓形に外湾、刑部はやや強く張り出し、胴部は直線的に底部へと繋がっている。界線はあるものとな

いものに分けられるが、口将部は比校的きちんと仕上げられており、全体の形態からも古い棟相を呈す

る土器である。８．９は深鉢である。１０は浅鉢である。１２～１５．１８は口縁帯がある深鉢である。１２～

１５は口縁部がくの字に刷折し、強く振り出した胴部が特徴の土器である。文様帯は口縁部にあり、２～

３条の平行凹線文から無文が兇られる。１４には胴部文禄が深鉢の界線に'111線として兄られる°１８は口縁

部がラッパ状に開き、頚部から胴部にかけてi''1〔線的になる。文禄帯は口綜部にあり、粗雑化している．

１９は深鉢で、口織部が波状である。文様帯は口縁部にあり、３～４条の凹線文が兄られる。Ｉ１部には貝

殻状浪が残る。２０は深鉢で、口縁部から胴部にかけての屈曲が兄られない土器である。２１．２２は石錘

である。偏平な河原石の両端を打ち欠いた打欠石錘と勝えられる。２３は上偶である。頭部は欠けてい

るが、１１１から足先までほぼ棚っていて、頭部より下部は全体像を推定できる。肩部より足先までの残存

長8.4cm，胴部の|冊8.4cm、胸部の厚さ2.8cm、’ＩＩＩ部の坪さ3.2cmである。

(5)その他

ここでは２．週柵・遺物で遺榊と共に述べられなかった遺物を概観する。

上小田商の前６区出土遺物(第79図）

出土地点、法Iil、調整、色調、胎土等の詳細については、観察炎のとおりである。

２４～26は縄文土器の深鉢である。２６は波状口縁で、文様柵は口縁部にあり、貝殻条痕文である。２７

は土偶の足部である。２８は剣形石製品で、ルiml平の滑石に擦切り縦が残る石材である。２９は刷平打製ｲﾆｉ

斧で、〃部に擦浪がある。

辿櫛番号 届位 特徴

①層 暗褐色士｡非常に湿った土で遺物を多凪に含む。

ＳＥ606
②届

③層

暗褐色土に黄色土が混じる｡①届に近いが､弱い粘性あり｡非常に湿った土で遺物を多量に含む。

灰黒色土に黄色土が混じる｡強い粘性あり｡自然過物を含む。

④囲 注妃なし‘，

①層
暗赤灰色粘土質｡弱いしまりあり､粘性あり(②層より弱い)。微睡のマンガン､酸化鉄分と､多迩

の黄褐色砂間土､灰黄色砂質土を含む。

ＳＤ６０１ ②間 褐灰色粘質土｡強いしまりあり､弱い粘性あり｡マンガン､酸化鉄分を多量に含む。

(A-A,） ③層 暗青灰色粘質土｡しまりなし､強い粘性あり｡マンガン､酸化鉄分を極微屋に含む。

④暦
灰白色砂質土､灰黄褐色と灰白質の砂間土が混じり合うマンガン､酸化鉄分を微量に含む｡しまり

なし､粘性なし。

表２８上小田宮の前6区検出遺栂±層注記表（１）
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遺構番号

ＳＤ６０１

(Ｂ－Ｂ，）

ＳＤ６０２

ＳＤ６０３

ＳＤ６０４

(A-A,〉

ＳＤ６０４

(B-B.）

SK603

ＳＫ６０７

流路

層位

⑪層

②'層

③:層

④層

①層

②層

①肘

層

②層

③厨

①'届

②I苗

③間

①届

①厨

②届

③層

①屑

②層

③層

'④府

⑤眉

⑥周

(誘圃

⑧層

⑨層

洞,間

加履

⑫周

⑬屑

⑭間

⑱層

⑱間

⑰'届

⑱'層

⑱層

⑳閥

⑪層

鋪Ⅲ蔵捌従の成采

特徴

暗赤灰色粘土質｡弱いしまりあり､粘性あり(②層より弱い)。少団のマンガン､酸化鉄分と､多皿の

黄褐色砂質土､灰黄色砂質士を含む。

黄褐色粘質±､灰黄色粘閥土を少量含む｡しまりあり､粘性あり｡マンガン､酸化鉄分を多湿に含む。

暗青灰色粘質土｡黄褐色砂質土､黄灰色砂質土をやや含む｡しまりなし､強い粘性あり｡マンガン、

酸化鉄分を極微迅に含む。

灰白色砂質土､灰黄褐色と灰白質の砂質土が混じるマンガン､酸化鉄分を微凪に含む｡しまりなし、

弱い粘性あり。

灰褐色粘質土｡弱い粘性あり｡多量のマンガン､酸化鉄分と､1～2mmのブロック状黄褐色粘質土を

含む。

灰褐色粘質土｡強い粘性ありcマンガン､酸化鉄分をほとんど含まず､2～3cmのブロック状黄褐色粘

質土を含む。

暗褐色粘質土と黄褐色粘質土｡マンガン､酸化鉄分を少且含む。

間灰色粘質土｡弱い粘性あＩ ｡マンガン､酸化鉄分を少量含み､ブロソク状黄褐色砂質土を含む。

青灰色粘質土 弱い粘性あＩ ｡マンガン､酸化鉄分を少量含み､ブロソク状黄褐色砂質土を含む。

黄灰色粘質土 強い粘性あＩ ◎

青灰色粘質土 粘性なし｡マ /ガン､酸化鉄分は②間より少なく､ブロック状黄褐色砂質土を含む。

青灰色粘質士 弱い粘性あＩ ｡マンガン､酸化鉄分を少迅含み､ブロック状黄褐色砂質土を含む。

問灰色粘質± 弱い粘性あＩ ｡マンガン､酸化鉄分を少量含み､ブロック状黄褐色砂質土を含む。

黄灰色粘質土 弱い粘性あＩ ｡ブロック状黄褐色粘質土を含む。

明黄褐色に暗褐色±､マンガンが混じる｡弱い粘性があり､細砂の粒子を含む。

暗茶褐色土､マンガンが混じる｡⑪層と同じだがカーボンを含む。

灰褐色士に暗茶褐色士が混じる｡①．(2)掴と同じだが､おそらく木炭の灰と､少腿の焼土を含み､力

一ボンも含むの

黄褐色砂質土｡弱いしまりあり､弱い粘性あり｡マンガン､酸化鉄分､カーボン､2×2cm程のブロック

状暗褐色粘質土を含む。

黄褐色粘質土｡⑪層に非常によく似ているが､①層よトルまりが弱く､強い粘性があり､やや明るい黄

褐色。

灰黄褐色砂質士｡しまりなし､弱い粘性あり｡マンガン､酸化鉄分を少量含む(②層より少ない)。

2×2cm程の暗褐色粘質土をブロック状で含む(②'厨より少ない)。

灰黄褐色砂質土｡③層よりしまりなし｡弱い粘性あり｡酸化鉄分を多凪に含む。

灰黄褐色砂質士｡③層に似ているが､③届よりしまりなし､粘性なし。

褐灰色砂質土｡しまりなし､粘性なし｡酸化鉄分を少凪含む。

灰黄色粘質土｡強いしまりあり､強い粘性あり｡粘性は(10府にいくに従って弱くなる｡酸化鉄が多く、

ブロック状暗褐色粘質土を含む。

灰黄色粘質土｡(Z)届と同椴に強いしまりあり､粘性あり｡酸化鉄が多く､ブロック状暗褐色粘質土を

含む。

灰黄色粘質土｡⑭｡⑧層より弱いしまりあり､弱い粘性あり｡ブロック状暗褐色粘質土を微量に含む。

緑灰色粘質土｡(7)．⑧層より弱いしまりあり､弱い粘性あり｡底の方に酸化鉄分が多く､暗褐色粘質

土は含まない。

緑灰色粘質土(上部)､黒褐色粘質土(下部)。弱いしまりあり､下にいくほど粘性が強くなる｡底部

に灰色の砂が入る部分あり､下部の粘性の強い部分に細かい木片が入っている。

灰黄褐色砂質土｡しまりなし､粘性なし｡マンガン､酸化物を多量に含む。

緑灰色粘質土｡<12'間よりもしまりなし､粘性なし｡上部に微量に酸化鉄分を含む。

黄褐色砂質土｡(2)層よりやや暗い色で､(1)層に近い｡(2)層によく似ているが､よりしまりがあり､弱い

粘性あり。

緑灰色砂質±｡しまりなし､粘性なし｡酸化鉄分を含む。

緑灰色砂質土｡しまりなし 粘性なしｃ

黒褐色砂質土｡しまりなし 弱い粘性あり｡細かい木片を底部に含む。

灰黄褐色砂質土｡⑭層よ ﾉ強いしまりあり､強い粘性あり｡マンガン､酸化鉄分は卿層よりも少ない。

灰黄褐色砂質土｡⑱!届よ ﾉ強いしまりあり､強い粘性あり｡底部に酸化鉄分を多ｍに含む。

緑灰色粘質土｡しまりなし｡上部はｐ層より弱い粘性があるが､底部にいく程砂凪が地え､粘性はな

<なる｡酸化鉄分を少迅含む。

緑灰色粘質土､黒褐色粘質土､黒褐色砂質±､青灰色砂質士が何層も重なっているc全体的に掘

りが最もない｡細かい木片､流木､カーボンを含み､一部の厨には酸化鉄分も含む。

表２９上小田宮の前6区検出週櫛土層注記表（２）
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第９節上小111宵の前7区の0淵在

第９節上小田宮の前７区の調査

１．週樹分布(第80図）

上小田窟の前7区は、南北約22ｍ×東西約52ｍの濁査区を設定した。広さは1,193㎡である。このi淵査区で検

出した遺柵は、掘立桃述物跡1棟、井戸跡1基、澗跡4条である。

遺構の分布を見ると、調査区の中央部で掘立柱巡物跡(SB701)を1棟検出した。外戸跡は、調査区の東側から１

J,§(SE701)検出できたが、これらの遺柵の関連性については不明である。溝跡は、南側に２条(SD70５．７０６)の東

西に伸びるものと、北側にくの字を描くように伸びる3条(SD70１．７０２．７０８)を検出した。

2．遺構・遺物

各遺榊・辿物の詳細は第81脚～85図・表30～32のとおりである。以下は各過構を概仙する。

（１）掘立柱建物跡

SB701(第81図）

SB701は調査区の中央部に位置する遺構である。桁行3.3ｍ(11.0尺)、梁行3.2ｍ(10.5尺)の２間×１１Ｈ１

の側柱述物である。桁行方向がＮ86°Ｅとほぼ東西方向である。柱穴は確認面では直径１６～24cm、深

さ４４～62cmを測り、下端のレベルは一定でないが、ほぼ一直線に雌ぶ･

（２）井戸跡

ＳＥ701(第82図．８３図）

SE701は調査IXの東側に位置する遺榊である。平而形はほぼ''1形で、確認面での篠は畏軸1.74ｍ、短

軸1.72ｍ、深さ0.90ｍを測る。断面形態は上面から傾斜し、急激に落ち筋状を呈している。井戸として

は素棚りのものと考えられる。

激土は確認面から大きく４岬に分けた。①屑は鼎褐色土にブロック状の明褐色土が混じる。遺物・カーボン群

を含む。②層は蹄灰色土でカーボンを含むが、過物は含まない。③１Wは灰黄褐色土とオリーブ灰色上とオリーブ

黒色土が交互堆械をする。遺物・カーボン等は含まないが、瓢節を1点出土する。④肘はオリーブ照色土とオリ

ーブ灰色上に分けられるがlﾘl確でない。土器・木器・骨苅器・自然辿物等の遺物が多量に含まれる。

１～20はこの井戸跡から出土した辿物である。１は木器の木錘で、丸木材を用いている。柱状の丸材

の両端に丸木面を残し、中央に向かって両方から円錐状に削り込んでいる。いわゆる「槌の子」である、

２は木器の横櫛である。イスノキの板片の-側縁から細い歯を挽きだし、炎面を平洲に研きあげている。

３は土師器の手拠土器の杯形である。４．５は須恵器の蓋である。擬宝珠ツマミを持つ。６～１０．１３は

須恵器の杯である。似元にI径11.9cm～12.4cm、器商3.5cm～3.9cmを測る。口縁部がやや外反する。１１

は須恵器の高台付杯である。外器而に自然軸の付着が見られる。１４は土師器の杯である。１５～１９は土

師器のIIIlである。１６．１８には内外器而共に漆の付肴が兄られる°１７は内外器面に赤色顔料の付着が兇

られるが、内器而に若干の漆が付蒲している。１２は領忠器の災頚壷であるが、充形品でない。２０は土

師器の蝿で、口緑部は肥ノリさせて息1激に外反する。口縁端部はやや角張る。外器而は縦方向にハケ臥

内器面は縦方向にヘラケズリが施されている。

（３）溺跡

ＳＤ７０１(第84図）

SD701は調査区の中央部に位世する遺構で、くの字の形でほぼ南北に伸びる溝跡である。SD702．

７０３．７０５を切っている。両端は調在区外に存在するため確認できておらず、遺柵の規模は不明である

が、検出範囲により長軸23.30ｍ以上、短軸2.10ｍ、深さ0.72ｍを測る。掘り方の形状は全体的に逆洲鉾

形を呈しているが、溝跡の下端は一定ではなく凸凹である。なお、溝の醗而を補強するための木杭列を

確認することができた。
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SB701

SD702(第84図）

SD702は調在区の北東～中央部に伸びる遺構で、ＳD70３．７０５を切り、SD701に切られている。iIIIj端

は綱査区外に存在するため確偲できておらず、辿櫛の規模は不lﾘlであるが、検出範囲により及軸

43.70ｍ以上、惣軸２．００ｍ、深さ0.38ｍを測る。掘り方の形状は全体的に逆涌鉾形を1i1している。この洲

跡からは、２１の細忠器の高杯脚部と22の扇平打製石斧が出土している。

ＳＤ７０３(第84図）

SD703は調在区の中央部に位慨する遺構で、ほぼ南北に伸びる洲跡である。ＳD70１．７０２に切られて

いる。北端は捌在区外に存在するため確認できておらず、遺榊の規模は不明であるが、検出範囲により

災軸3.80ｍ以上、短軸0.70ｍ、深さ0.38ｍを測る。洲跡の切り合い関係は、SD703→SD702→SD701の

順序で掘り直している．

ＳＤ７０５(第85図）

SD705は調在区の南側に位世する辿柵で、への字の形でほぼ東西に伸びる満跡である。ＳD70１．７０２に切ら

れている。両端はI淵査区外に存在するため確認できておらず、遺榊の規模は不明であるが、検出範囲により此

軸35.50ｍ以上、短軸2.60ｍ、深さ0.28ｍを測る。掘り方の形状は全体的に逆茄鉾形を呈している。
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表３０上小田宮の前7区ＳＢ計測表

遺柵番号 間数
桁長

、 尺

梁長

、 尺

建物の

向き
型式 方位

桁行平均

、 尺

梁行平均

、 尺

柱穴直径

c、

柱穴深さ

ｑｎ

ＳＢ７０１ 2×１ ３．３ １１．０ ３．２ 1０．５ 東西 側柱 Ｎ８６．Ｅ 1.7 5５ １６～２４ ４４～６２
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i：

(単位：ｍ】

'霧
２

ｏ１０ｃｍ

Ｓ＝1/４’

第82図井戸跡（ＳＥ701）実測図及び出土遺物実測図（１）

(寸法は検出面で計測したもの）

１
戸
０ Ｏ５ｃＩＴ

Ｓ＝1/３’

遺構名

井戸跡

溝跡

造柵番号

ＳＥ７０１

ＳＤ７０１

ＳＤ７０２

ＳＤ７０３

ＳＤ７０５

ＳＤ７０６

長軸

１．７４

２３．３０～

４３．７０～

３．８０～

３５．５０～

２３．２０～

短軸

1．７２

２．１０

２．００

０．７０

２６０

1．２０

深さ

0．９０

0．７２

０．３８

０．３８

０．２８

０．１０

備考

遺物出土

SD702･ＳＤ７０３･SD705を切る､遺物出土

SD701に切られる､ＳＤ７０３･SD705を切る、

遺物出土

ＳＤ７０１・ＳＤ７０２に切られる

SD701･SD702に切られる､遺物出土
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第Ⅲ噸調代の成眼

２３～26はこの溝跡から出土した遺物である，２３はｋ師器の蝿のI｣縁部である，２４．２５は喉握土器の

杯形である。丸底の底部及び'1怪は約3ｃｍ、器高約3ｃｍのサイズで、概ね､f球形を’世している。２６は

ｆ提土器の斐形である》球形11Mであり、猟部から緩やかに屈IllIする。Ｉﾉﾘ外器１ｍは共にハケ側’淵整を施す。

ＳＤ７０６(第85ｌｘl）

SD706は調在IXの両側に位I州する遺柵で、ほぼ東Iﾉﾘに伸びる満跡である。Ｉｊｌｊ端は捌在区外に存在する

ため確偲できず、遺柵の規棋は不Iﾘlであるが、検川範囲により長*11123.20ｍ以上、短軸1.20ｍ、深さ

０．１０ｍを測る。掘り方の形状は全体的に逆茄鉾形を呈しているが、澗跡の下蝿は一定ではなく凸IUIであ

る。

過栂番号

ＳＥ7０１

ＳＤ７０１

(Ａ､A､）

ＳＤ７０１

(Ｂ･Ｂ'）

ＳＤ７０２

(Ｂ･Ｂ，）

ＳＤ７０２

(ｃｃ.）

ＳＤ７０３

ＳＤ７０５

ＳＤ７０６

層位

間

②1層

層

④間

①届

②層

③層

,①層

②間

③層

④層

ＥＪ団

⑥層

⑦層

①層

②厨

③届

④'層

⑤届

⑥届

⑦層

⑧層

⑨層

⑩間

⑪I層

①層

Ｚ間

③層

④層

⑤層

⑥層

②'層

①届

②周

特徴

黒褐色土にブロック状の明褐色土の塊を含む。週物、カーボン等を含む。厨位は細分

できない為、一気に埋めたのか。

暗灰色土。カーボンを含むが、過物はない。

灰黄褐色土とオリーブ灰色土とオリーブ黒色士に細分でき、水性堆狼と考えられる。

遺物、カーボン等を含まない。

オリーブ黒色土とオリーブ灰色土に分けられるが、明確ではない。過物、木器、自然

適物、骨等を多母に含むへ

褐灰色砂質±。しまりなし、粘性なし。粗目の砂質土。

灰黄色砂質土。しまりなし、粘性なし。微凪の酸化鉄分と、ブロック状青灰色粘質土黄禍

色粘質土を含む。

褐灰色砂質±。しまりなし、粘性なし。暗褐色粘質土を微風に含む。

暗青灰色砂質土。しまりなし、粘性なし。少量の淡黄色の砂と、微凪のカーボンを含む。

暗灰黄色砂質土。しまりなし、粘性なし。淡黄色の砂を多湿に含む。

岡灰色砂質土。弱いしまりあり、粘性なし。暗青灰色粘質土、暗灰黄色砂質土が混在。

鉄分を微量に含む。

褐色砂質土。弱いしまりあり（③眉より強い)、粘性なし。多湿のマンガンと酸化鉄分、

ブロック状の青灰色砂質土と淡黄色粘質土と灰黄褐色砂質土を含む。

黄褐色砂質土。弱いしまりあり、弱い粘性あり。多凪の酸化鉄分と、帯状の青灰色砂間

土、ブロック状の淡黄色粘質土を含む。

暗緑灰色粘質土。弱いしまりあり、強い粘性あり。少量の酸化鉄分と、ブロック状の緑

灰色砂質土と黄灰色砂質土を含む。

暗青灰色土。しまりなし、粘質土と砂質土を交互に含む。

黄褐色土に褐灰色土が混在。マンガンを含む。弱い粘性あり。

宵灰色士。上届面に茶褐色士の堆澗が見られるが地下水による変色か。粘質土。

暗腎灰色土。砂質土。

灰色砂。ブロック状茶褐色粘質土が混入。

灰色砂と灰色粘質土。部分的に赤褐色砂が混入。

赤褐色砂。ブロック状灰色粘質土が混入。

灰色砂と赤褐色砂。ブロック状の茶褐色砂質土と灰色粘質土が混入。

赤褐色砂と灰色粘質土。互層状に両層の砂が混入。

青灰色粘質±と灰色砂。部分的に赤褐色砂が混入。

明褐色砂質土。砂質が強く、ブロック状の暗灰色粘質土と灰色粘質土が混入｡

青灰色砂と暗灰色粘質土。両方の土が互層状に入る。

暗褐色士にマンガンの粒子を含む。弱い粘性あり。

茶褐色土にブロック状の明褐色土を多量に含む。細粒の砂を含みサクサクしている。

褐色土に2～3cmのブロック状明褐色土を含む。細粒の砂を含みサクサクしている。

灰色の砂に明褐色土を含む。砂質土。

灰色の粘質土。

明褐色土。細粒の砂で、地山の崩壊土か。

明褐色土に灰褐色土の粘質土を含む。基本的に砂質土。

灰褐色粘質土。強い粘性あり、ブロック状黄褐色砂賀土を含む。

灰白色粘貿土。強い粘性あり、ブロック状の黄褐色砂質土と灰褐色粘質土を含む。

表3２ 上小田宮の前7区検出遺構土層注記表
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鋪10節上小川宮のIiii8区.９１)〈の‘澗在

第１ｏ節上小田宮の前８区・９区の調査

1．遺櫛分布(第86図）

上小田宮の前８区は東西約60ｍ×南北約20ｍの東西に長い調査区を設定した。広さは1,270㎡である。

上小田宮の前９区は東西約50ｍ×南北約20ｍの東西に長い洲査区を投定した。広さは638nfである。この

調在区で検出した遺構は自然流路の１条のみである。

遺構の分布状況を見ると、調査区の大部分を自然流路が占めており、他の週椛を検出することはできな

かった。辿物は純文時代から中世にかけて出土しており、上小田宮の前１区・６区で検出した自然流路と

は異なる状況を示している。

2．遺構・遺物

各遺椛・遺物の詳細は第86図～1191X１．表３３．３４のとおりである。以下は各遺柵を概観する。

（１）自然流路(第86図．８７図）

自然流路はi淵査区のほぼ中央に位紐し、1淵査区の大部分を占める遺柵である。自然流路北部・南部が

偶査区外に伸びるため、遺柵全体の様相は不明である。検出範囲により長軸79.8ｍ、矩軸19.2ｍ以上、

深さおよそ1.5ｍ以上を測るが、予想以上に地下から湧水したため本格的な調在を断念し、トレンチI淵

在に主体をおいて実施した。

部分的な調在にとどまったが、８区の南東側から南北に蛇行しながら９区の方向に向かって流れてい

たと想定できた。これに類する自然流路としては上小田宮の前１区・６区の流路がその例である。

遺物は自然流路の立ち上がりを中心に出土した。遺物は蝿文時代から中世にかけて出土しているが、

特に注目したいものとして古墳時代の祭肥に伴う過物が挙げられる。玉名市教育委員会が実施した隣接

地での確認調在でも古墳時代の祭祁に伴う過物が出土しており、今後の閥査の成果に期待する。

８区の碩土では確認面から大きく８１Ｗに分けた。脈細については、表33のとおりである。

第90図－１１９図はこの自然流路から出土した遺物である。第90図１～34は玉顛である。１～３はガラ

ス小玉である。長径3.0ｍｍ・４．０，．８．５mmのものがi１１．３点出土している。色調は紺色・水色を呈し、全

て８区①屑からの出土である。３点とも平地而が顕著で、丁寧なつくりのものである。４～６は笹玉であ

る。艮さは7.0mmのものが２点と22.0mmのものが１点の計３点出土している。色j淵は深緑色・ベージュ色

を呈し、全て８区①肘から出土している。４．５は糾玉製で丁寧に研磨を施してあるが、６は渦石製で隙

切り浪が残る。７～34は臼玉である。出土辿物のほとんどが８区①層に固まっている。直径4.5mm～8.5

1,mの範囲であるが、大部分は直径4.01nm～5.0mmの範囲に収まる。色調は灰色～無色まで幅があるが、材

質はほとんどが滑石製である。大部分の過物には探切り換が残り、粗雑な仕上げである。

第９１図35～85は土製丸玉である。３５～４１は８区①府から出土している。４２～85は９区①～⑧肘か

ら出土しており、大部分は９区に固まって出土している。煎径1.4cm～2.6cmの範囲に収まる。穿孔は焼

成前に施されているが、穿孔後は仕上げのI淵整を施していない。

第92図86～102は土製勾玉である。８６．８７は８区①jWから出土している。９１～102は９ｌｘ⑤．⑥1Ｗ

を中心に出土している。９１～94は完形で、長さ3.8cm～5.2cmの範囲に収まる。形は尼部が挫く半月形

を呈し、粗雑な仕上げである。

第93図103～116は土製棋造鏡である。ほとんどの遺物は９区④～⑦１Wからの出土である。及さは3.7

ｃｍ～5.1cmの規格で、鍬をつけ孔をl･〔通させている。鏡伽には明確な反りを表現している。
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鋪１０節上小Ⅱ賊の前8区・９区の0澗在
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第94脚１１７．１１８はｋ師器の小jWjtL底壷である。１１７はほぼだ形の壷で、1-1縁部はわずかに内湾し、

体部は球形で肩部が彼る器形である。内器而は1.噸なナデ閥幣、外器而は細かいハケ１１‘淵披後丁寧なナ

デ調幣を施している。１１８は球形lﾙilで、器壁は薄い。

第95.96図は手押上器である。120～139.142～156.158.160～170.177は杯形である。出l：

した手押土器の巾でも小さな部顛の・群である。概ね丸底で、Ｉ」催2.0cm～5.0cm、器,1.52.0cm～5.0ｃｍ

前後のサイズで、、f球形だが、器噸の厚さや休部形状にはバリエーションが出められる。120～125は

最も小ﾙﾘの乎握土器に分類でき、Ｉ雁は指一本しか入らないほどである。外器1ｍはナデ‘淵糖を施してあ

る。１２６は全体に器峨が厚い。１２８は底部にＷｌＩＩｍがあるが、1-1縁部と水､ドになっていない。１３０．

１３１．１３４．１４２～145は丸底で、内外器而とも’･暇なナデ洲粧を施している。146～148.150.152～

156.158は平底で、仙維部が外反して開き気味である。153は胎tが黒色で、他の土器より黒い色綱で

ある。160～170は1-1綜部がわずかに内{噸しており、外器而に細かいナデ綱確を施してある。177は杯形

の中で雌も大型の手押上器に分顛できる。器形から鉢形とした方が良いかもしれない。
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鋪10節ｌ:小IⅡ宮のiiil8Ⅸ・９区の洲代

１４０．１４１．１５７．１５９．１７１～176.178～185は壷形である。１４０．１４１．１５７．１５９．１７１．180は

頚部を意識的に作り出している。172は底部が平底である。器峨は非術に沖い作りで、ナデ調整を施し

ている。173～175.178は胴部の器峨に厚みがあり、砿心が低いため安定感がある。１７６．１７９は丸底

で器峨に厚みがある。口織部は欠扱して不明であるが、頚部が強く締まる器形である。’８１は球形111部

を持ち、外器而は細かいハケ目後ナデ‘閥犠を行い、ｒ寧に仕上げている。1-1縁部が欠柵して不明である

が、器形から小馴丸底壷とした方が良いかもしれない。182は'二l勝部を尖らせ、さらに外反させること

で、猟部を表現している。183は平底の深い器形で、頚部ではわずかにくびれを表現し、口縁部をつま

み出している。185は体部雌大径より１帳が大きく、翌形とした方がよいかもしれない。体部付近の器

醗はやや厚く、口縁部は､!':線的に伸び|)Mいている．内外器而とも丁寧なナデ綱整を施している。

186～191は器台形としている。１１１筒の上下に杯を付けたような形で作られる。手1M土器の中でも特

に丁寧に作られている。

第97図192は｣:師器の川渦あるいは収胤である。似元口任約5.5cmの小型の皿状をｲiしている。欠損

が激しく全体形状は不明であるが、士帥器の内外部が激しく熱を受けている。

１９３．１９４はふいどの羽11である。193は長さ8.6cm以上、ｉｆ5.5cm、孔碓2.5cmを測る｡表面には熱変

による鉄分の付瀦が見られる。194は及さ7.2cm以止、径7.8cm、孔径3.0cmを測る。２点の羽口とも破損

品で全体像は不明であるが、羽口と共にスラグ(9.8kg以上）・が雌・附渦(収瓶)が出1:している。

195～197は上製の支脚である。８１><の調査区で７脚ほど出1Zしているが、その111から３脚図化した。

形状は台脚状を呈し、上端が片側にIlIIIllIして突起状に外に突出している。いずれの支脚も突起のある側

が火を受けて変色しており、突起部で鷺炊き容器を支えたことがわかる。出土状況は３脚が１対で検出

しており、岐低でも３対以上あったものと想定できる。ただ、‘淵査地は低湿地であり、住居地としては

適していないことから、この支脚も祭Iiu関連の-つとして考えられる。

第98図～lOO間は石製のｲj孔円板である。有孔111板は薄く111形に形成した洲石にｲLを穿ったものであ

る。わずかに稜のある'１１形または桁111形を呈し、全而を細かく研磨している。いずれも広い表典而の研

哨の方向が．定していない．大きさを兇ると、１１０雌6.2ｃｍから1.1ｃｍで、6.0ｃｍ前後、4.0cm前後、２.O

cmliii後の３つに分けることができる。断而形状はほとんどが腿方形の板状だが、梢111形になるものもあ

る。孔は２０Ｍ･対の双孔のものと111MのIIi孔のものに分けられる。双ｲLの|川隔は1.7cm～0.2cmとｆ汗の

噸がある。穿孔は両面からij:われるものと片方から行われるものに分けられる。孔の11‘〔径は0.4cm～0.1

cmだが、わずかに中央部からずれるものもある。

ＩＭＩ別に見てみると、198～205は８区出土の双孔のｲj孔円板である。198は欠損しているが、表災とも

研府を施している。双孔のIHI隔が0.9cmと広がる。199はやや歪な円形を形成しており、若干側而の調

捜にむらがある。200は199とほぼ同慌の有孔'11板で、双孔のIHl隅も亜さも同じである。201は欠仙品だ

が、0.7cmのﾉﾘみをもつ。ｊｎさも１３．６９と重く、充形であれば大型の有孔'11板に含まれると考えられる。

202は欠損しているが、形状がやや桁IIl形を呈している。穿孔は両面から行われている。203は欠柵し

ているが、形状は'11形を鼎している。穿孔は両端から行われている。204は欠拙しているが、２０３とほ

ぼlIil径の有ｲLIll板で、収ｲLの間隔もImlじである。205は欠仙しているため全体の形状は不明だが、おそ

らくは双孔のｲi孔円板と考えられる。行材はオレンジがかった渦石製である。

206～208は８区出土のiii孔の有孔111板である。206は不雛形であるが、１１１形の有孔111板である。石材

は205と同じく滑石製である。穿孔は片而から行われており、表裏とも研勝を施してある。207は不幣

の桁円形である。最も小型の有孔円板である。208は欠掴しているが、側而調整からＷＬの有孔111板と

号える。穿孔は両面から行われているが非常に籾く穿っている。
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第100図出土遺物実測図（１１）［有孔円板］

209～220は９区出ｔの双孔の有孔''１板である“２()9は側面のI淵糖が靴く、洲らかさがない。２１０は1101：

径が大きく、‘|'央が膨らんだレンズ状を呈している２１１は側１mの調燃が粗く、未製A1Iと号えられる

穿孔も位置を変えて穿ち直している。２１２．２１３は特に脱格性がI高く、近似している。２１４は双孔の位悩

が''1典からずれ、やや歪な形になっている｡２１５はIfl:係が大きく、中央が膨らんだレンズ状を‘I1してい

る。２１６は側IIiiに擦切り狼が残る未製,1Aである‘，蛎Lの間隔は1.7cmと離れている。217は110K径が大きく、

中央が膨らんだレンズ状をLI1している２１８．２２０は欠仙しているが、側面i淵粧から双ｲLの有ｲLlII板と

考える“２１９はやや盃な楕円形を呈していると思われる，
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堀10節上小Ⅱ賊の前8Ⅸ・９区の捌従

221～252は９区出土の単孔の有孔円板である。221は梢円形を呈している。イLの位ijviも若干中央から

ずれる。２２２．２２８は直徒が大きく、中央が膨らんだレンズ状の断面形状を呈している。孔径も大きく

0.4cm前後である。223～225は孔が中央からずれて穿っている。２２３．２２５は片面から孔を穿ち直して

いる。２２６．２２９は側面の調整が粗く、側面に渦らかさがない。227は孔が小さい。230は穿孔が両端か

ら行われている。231は欠損が激しく形状は不Iﾘlであるが、側而の一部に調雛の痕が残り、欠棚後作り

１１０Kしを紙みたと考えられる。232は表災とも研聯を丁寧に施してある。石材はオレンジがかった滑石製

である。233は側面に擁切り躯が残る未製品である。234は飛な楕111形を呈している。非常に小型でif〔

征1.1ｃｍしかないが、表典とも研磨を施している。石材はオレンジがかった洲石製である。235は欠狐

が激しく形状は不明である。穿孔は両端から施しているがかなり粗い。236は側而の研磨の調砿が粗く、

未製品と与えられる。２３７．２３８．２４１．２４２．２４９～252は欠柵が激しく、形状は不IﾘIである。穿孔は

両端から施している。239は孔が小さい。240は欠柵賊であるが、表災とも研磨を丁寧に施してある。

石材はオレンジがかった滑石製である。243は欠禍が激しく形状は不lﾘIである。もしかすると、双孔の

ｲ『孔円板の可能性もある。244は欠柵品であるが、残存部から中央が膨らんだレンズ状の断而形状を呈

しているものと想定できる。245～248は欠拙脇であるが、表奥とも研磨を丁寧に施してあり、側而の

研磨痕から有孔円板と無えられる｡

第101図～103図は石製模造,1Aの剣形である。253～259は８区出土である。253はほぼ完形の剣形で、

盤を明確に造り出している。剣の先端部と両側縁部を斜めに削り出し〃部を表現しているが、鏑の造り

出しは縄められない。２５４．２５８．２５９は遺存状況が想いが、IiIj面の側縁を斜めに削り出し、鋭利な刀

部を表現している。この加工が中心に及ばない場合は鋪が２本あるように見える。２５５．２５７は遺存状

況が恕いが、先端部の両側縁に斜めに削り出しの痕跡が見受けられるので剣形としているが、側面に擦

切り痕を残していることから、未製品とみられる。256は辿存状況が想いが両側縁部の一部に斜めに削

り出しの痕跡が見受けられるので剣形としているが、’ﾘl瞭な刃の形成は見られないため、未製品とみら

れる。

260～292は９区出土の石製模造品の剣形である。260はほぼ完形の大型の剣形で、某を明確に造り出

している。剣の先端部と両側線部を斜めに削り出し刀部を表現しているが、錨の造り出しは縄められな

い。造りはかなり粗雑である。２６１．２６２は剣形で、盤を明確に造り出している。剣の先端部と両側縁

部を斜めに削り出し刃部を表現しており、鎖の造り出しは両而に２本確認される。２６３．２６７は遺存状

況が悪いため形状は不明であるが、剣形の茎と考える。264は先端部と茎部が欠損しているが、剣形と

考える。叶而の側縁を斜めに削り出し刃部を災現しているが、鋭利でなく角のある､'〔線となっている。

265.266は２点とも務干欠柵しているが、某を明確に作り出した剣形である。作りが非術に粗雑で、

偏平粗製化した段階の石製模造砧に餓似した形状を示している。２６８．２６９．２７１．２７２は４点とも蕃干

欠損しているが、大型の剣形である。残存度に述いがあるがIlIj帝ともIﾘl確な茎の作り出しがなく、鎌と

兇られる部分から刃部を粗く作出しようとした意図が感じられる。刷平粗製化した段階の石製模造品に

類似した形状をホしている。２７０．２７５．２７８．２７９は剣形の先端部である。残存度に述いがあるがiilIi行

ともほぼ同じ帆・厚みで、鋒と兇られる部分から刀部を作出しようとした意図が感じられる。両側縁と

も比絞的鋭利に雛形されている。２点とも全体に細かく研磨を施してあるが、全体の形状は不明である。

276は大型の剣形の先端部である。２７３．２７４．２７７は茎部が欠柵した剣形である。剣の先端部と両側面

部を削り出し、刃部を炎現している。鍋の造り出しは,恩められない。〃部は鋭利でなく、角のある､‘':線

または曲線となっている。280～284は先端部と茎部が欠損しているが剣形と瀞える。285～287は剣形

の先端部である。288～292は剣形の茎部である。
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第102図出土過物実測図（13）［剣形石製品］
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鋪10節上小H1宵のIW8区・９区の0淵従
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第104図出土過物実測図（１５）［紡錘車・その他］

２９４

Ｏ５ｃｍ

Ｓ=1/２－－

第104ｌｘ|は用途不明の遺物である。293は須恵器の土器片を箆状に削り出し、全面に丁寧な聯きを施

してある。上部には孔が穿ってある。垂下するための紐を通すためであろうか。294は箆状の石器であ

る。箆の先端のみを研膳しただけの石器である。295は滑石製の紡鋸車で、表而に幾何学的な線刻があ

る。これらの線刻は金脱器によるものと考えられ、鋭い。裏面は平畑で研磨を施している。

第105図～108図は８１X出土の土器である。２９６．２９７は須恵器布擬杯の形を模した、模倣杯と呼ばれ

る土師器の杯である。篭に対する受部を持ち、内外器面に丁寧なナデ調整を施している。298～303は

土師器の杯である。298～302は口縁部が内湾している。303は口縁部が外反する。304は土師器の鉢で

ある。底部から直線的に広がり、口係10.6cmを測る。外器面胴部にハケ目調整を施している。305は土

師器の鉢である。口将部は短いながら、やや外反する。器壁はやや厚く、口篠10.9cmを測る。306～

308は土師器の甑で、底部に穿孔が腿められる。形態は鉢形である。309～313は土師器の高杯である。

309は杯部のみである。口縁部は外反しており、器而の一部に赤色顔料が残る。３１０は309と同梯に杯部

の口縁部は外反している。脚部はやや股めで開き飢昧である。脚部の内器而はヘラケズリによる調整を

施されている。３１１は杯部に屈曲を持たず、丸底の杯のような形態をとる。似元口径は15.4cmを測る。

脚部は低く内器而はヘラケズリによりI淵盤を施される。３１２．３１３は杯部のみである。口縁部は外反し

ている。313は杯部が深く、器高7.4cmを測る。314～325は土師器の蜜である。３１４は小型の翌である。

復元口侭137cm、復元jIi大胴部径15.0cmを測り、胴部はやや球形に近い。胴部外器面にはハケ側が、内

器面にはヘラケズリが施される。３１５～３１９は口催と比鮫して胴部雌大径が大きい。頚部から1J唇部ま

での高さはさほど高くなく、口唇部はやや厚く角砿り弧昧で、しっかりした作りである。320はやや口

縁部が内海する。３２１．３２３はやや口縁部が外反する。胴部は丸形である。３２２．３２５は口縁部がやや外

反し、口儒部は丸まっている。胴部催は口径よりやや大きめである。外器而は縦方向にハケ側が残り、

内器而は横方向のヘラケズリが施されている。324は口縁部はほぼ､‘〔で、口醤部は丸まっている。外器

面は縦方向にハケ目が残り、内器而は横方向のヘラケズリが施されている。
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節10節上小11職のInI8IX・９区の凋征
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鋪10節ｌも小冊宮の１１１８Ⅸ・９区の洲従
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第108図出土遺物実測図（19）［8区土器］
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鋪109図～112閃は９区出土の土器である。326は須恵器の綴である。艇k珠ツマミを持ち、返しがな

く、口縁部が少し立つ。ツマミの近くに墨書がある。327は須忠器の蓋である。Ｌ唯14.4cm、器高4.4

cmを測る。受部を持つ身の篭であろう。３２８．３３０は須恵器の間台付杯である。329は須恵器の受部を持

つ杯である。綴受けは長くほぼ直立し、底部にはへう記号がある。３３１．３３３．３３５．３３６は須忠器有蓋

杯の形を模した、模倣杯である。蓋に対する受部を持ち、内外器面は丁寧なヘラミガキで調整を施され

ている。331には外器面の一部に赤色顔料の痕が残る。333には黒色顔料が嬢布されている。332は土師

器の蓋である。須忠器の盤を形態的に模倣したものと考えられる。口醤部はやや外反し、天井部までの

高さが4.8cmと尚く、口碓14.2cmを測る。内外器而ともヘラミガキが施され、黒色顔料が塗布されてい

る。３３４．３３７は土師器の杯である．内外器而は横方向にヘラミガキが施されている。口縁部がやや内
湾する。
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第10節上小Ⅱ砿のllil8Iル９Ⅸの糾代
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第111図出土週物実測図（22）［9区土器］
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鋪10節上小Ⅱl寓の1Ｗ８Ⅸ・９区の０W姉

い

へ

〔､陸 副618

／

｡クーゥ

■P

３９４

０ lｏｃｍ

Ｓ＝1用

第１１２図出土遺物実測図（23）［9区土器１

338は.MIli器の杯である。ｒｌ縁がややiﾉ1傾するもので、１１僻部は丸味を'1MFぴており、１１篠12.1cmをilI

る。ｌﾉﾘ外器1ｍにはヘラケズリが残る｡３３９は土師器のlⅢである。全1ｍにﾊﾐ色顔料が塗布されている。

3‘１０は土師器の杯である。【1縁部が外反し、復ﾉﾋ11径15.1cm、器高4.0cm、底径8.0cmを測る。外底面に

はへう切り離し痕が残る。全而に赤色顔料が砿ｲifされている。３４１．３４３は土師器のIWi杯である。342.

344.345は弥ﾉｋ'二器の班の脚部である

148



と二！〉

堀Ⅲ厳捌だの成果

＃

Ｓ＝1ﾉ２

０５ｃｍ

崖一一一

偽

３６３

Ｉ

367

Ｓ＝1/１

０２ｃｍ
ー一359 －３６０○

Ｓ＝1/３

149

慾

３６８

１０cｍ

第113図出土遺物実測図（24）［石器］

『．‘・-‘‐も

､』戸．.『;,：
､ＯＬ●ＬＡ■P

'･".'』;･･．◇? Ｐ

Ｊ
Ｊ １

１

０

362

リ
〃

ノ

、

口塵面

○ 羽
「
ノ

［
し

364(9区） 365０

3６６



口磨面

節10節止小111宮の前8区・９区の調査
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第116図出土遺物実測図（27）［縄文土器・石包丁・その他］

346～348は土師器の蕊であるコロ縁は凱部からやや外反気味に端部に張る．１１鴨部を平川にする。胴部

は卵刷で、外器而はハケ目の後に多方向にナデ調整、Ｉﾉ､I器而は斜め方向にヘラケズリを施している。349は

土師器の甑である“休部に一対の把手をもち、上向きに|､l･けられている。ｎ縁は猟部から外反しながら立ち

上がる。３５０．３５２．３５４．３５５は土師器の灘である:，Ｉ唯24.3cm～25.0cmを測る。1-1縁部は凱部から急激に

外反し、胴部は鋤部からほとんど膨らまずド位で小さくなる。内外器而ともハケロが残る。３５１．３５３はｋ

師器の蝿である。１１縁は頚部から面に伸び、１１唇部は丸1味を′勝びる“１１１部は卵形を11｛し、外器1mにハケ側を

施す。356.357は土師器の壷である。Ｌｌ線部は頚部から仇に立ちl暑がりながら外I史する〈；及さは短い。胴

部外器而にハケ'三1、内器而にナデi淵幣を施している。
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節10節上小冊宮の1W8Ｋ.９区の捌従

358は土師器の二亜口線の壷である。ｎ縁部断而が角張るものである。｝１１部は球形で、最大胴部が中

程にある。内外器面ともにハケ目調整が残る。底部はやや上げ底である。

節113図～115図は石器である。３５９．３６０は純文時代の石餓である。361は縄文時代の磨製石斧であ

る。３６２．３６３は有溝砥石である。３６４．３６５は石無である。’11磯の側縁部に凹みを持つ。366～371は

敵禰若しくは膳石である。372は軽石製の磨石である。自然際の一而方向のみに使用浪が残る．

第115図は川途不明の石器である。３７３．３７４は軽石製で、中央部に凹みを持つ。

節116図はその他の遺物である。375は縄文時代の灘の破片である。376は縄文時代の深鉢である。

377は弥生時代の石包丁である。378はI‘i銅器で、川途は不明である。379は須恵器の１１１面硯の破片であ

る。380は渦澗製の連盃である。

第117図～119図は木器である。381は平鍬の身の破片である。洞部と先の一部を欠く。身は薄く良

い舌状にかたどり、縁を薄くし、中央に織長の災方形の孔をあける。長方形孔は別木の柄を装着する柄

孔と考えられる。現在是40.1ｃｍ・幅12.0ｃｍ・厚さ0.6cm、コナラ属である。382は三又鍬の身の破片で

ある。屑部と先の一部を欠く。身は薄く是い舌状に力､たどり、縁を薄くし、先端を三又に作り出してい

る。現在長30.0ｃｍ・幅13.0ｃｍ・厚さ1.0cm、コナラ賊である。383は二又鍬の身の破片である。刑部と

先の一部を欠く。身は沖く災い舌状にかたどり、縁を薄くし、中央に縦焚の長方形の孔をあける。災方

形孔は別木の柄を装着する柄孔と考えられる。先端を二又に作り出している。現在災33.6ｃｍ・畷8.8

ｃｍ・厚さ0.6cm、コナラ風である。384は斧柄である。着装部の形状から縦斧の袋状鉄斧をとりつけた

と考えられる。斧柄の握りは表皮を除く程度の加工にとどまり、外反する。斧台は韮端の木口をほぼ戒

線にたちおとし、着装部は堆部よりも一段薄くして訴状に突出させる。現在良53.4ｃｍ・幅17.4ｃｍ・厚さ

3.8cm、サカキ属である。385は平鍬の身の破片である。肩部と先の一部を欠く。身は中央を厚く縁を薄

くする。386は作業台である。長辺35.0cm、短辺25.0cm、厚さ６ｃｍのほぼ災方形の板材で、板の表､jに

は無数の鉄器による傷が残る。387は巡築部材の一・部である。IiIIj端に半円形状の掘り込みを持ち、iilj端

付根には凹字状の円形の柵り込みを持つ。388は職である。形状はおそらく楕円形を呈しているものと

考えられる。側面には把手を付けたと思われる２簡所の孔が空けられる。389は、舟である。１本の木を

くりぬいた釧舟で、船首・船尾の区別は不明である。390は杓子形木器と号えられる。柄の部分は欠損

しているが、わずかに残る柄と扇平で職の広い身からなり、側而から見ると柄と身とは.一直線をなす。

391は片把手付き盤である。平面形は腿方形を呈し、浅い容器である。器雌が厚く、Wllり痕跡を残す粗

製品である。392は脚台付猟である．平面形は円形を呈し、中央部に浅い皿状の窪みをもつ容器である。

脚部には３箇所の透かしが施してある。全体に丁寧な仕上げを施してあるが、脚部から体部にかけて一

部炭化しており、製作途中で廃棄された可能性を示す。393は川途不明の米製品の木器である。Wii形

は不定の楕円形を呈している。柾目材を使用し、表皮側から斧や手斧等での加工痕を残すが、木器とし

ての機能を満たしておらず、何らかの木器の未製Ｉ１ｈとして考える。
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第118図出土過物実測図（29）［木器］
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第119図出土遺物実測図（30）［木器］
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節10節上小IH宮の1iii8Ｋ．９区のＩ間髄

遺櫛番号 間位

① 層

② 層

③ 層

④ａ層

④ｂ層

④ｃ層

流路
⑤ａ層

⑤ｂ層

⑥ａ届

⑥ｂ層

⑦届

⑧ａ層

⑧ｂ層

過柵番号 層位

①層

② 層

③層

④ 層

⑤層

⑥ａ厨

⑥ｂ層

流路

⑥ｃ層

⑦層

⑧ 層

厨

⑩ 層

特徴

里娼角粘圃士,、マンガン、酸化鉄分、微、の炭化物を含む。多皿の土器を含む。

灰褐色粘質士。多冠の粗砂、マンガン、酸化鉄分を含む。

褐灰色粘質士、マンガン、酸化鉄分、微凪の焼土炭化物を含む。

褐灰色砂質土。マンガン、酸化鉄分を多凪に含む。

褐灰色粘質土。しまりあり。細砂、多ｍのマンガンと酸化鉄分を含む。

褐灰色粘質土。多湿の細砂と、④b届より多量の鉄分を含む。

褐灰色砂。しまりのある細砂だが堆澗埋所の水分通により、マンガン、酸化鉄分の具

合や、粗砂と細砂の多少が異なる。

暗褐色砂質土。赤褐色の鉄分を多量に含んだ粘質土をブロック状に含む。

暗灰色砂質土。赤褐色の鉄分を多屋に含む。

暗灰色砂質土。⑧a層の直上にあり不純物がほとんどない細砂届。

灰色粘質土。強いしまりあり。細砂、マンガン、酸化鉄分を含む。

暗灰色粘土。炭化物及び灰色の粘土を筋状(薄い刷状)に含む。これより下層粘土と細砂

の暦が交互に堆桐し、植物過存体を含む。

暗灰色砂間。細砂。

表３３上小田宮の前8区検出遺櫛土層注記表

特徴

暗灰色粘質土。しまりあり、粘性あり。まばらに少凪の鉄分が混入、断面には部分的

に残っている。

黒褐色粘質土。強いしまりあり、弱い粘性あり。③層以降の下層に比べ色が渡ぃ。粒

子状のマンガンと鉄分が見られ、少迅の砂が混入。

黄灰色粘質±。強いしまりあり、粘性なし。②層との境に鉄分の帯がある。下部に鉄

分はなく粒子状のマンガンが少量見られ、少量の砂が混入。

褐灰色粘質土。しまりあり、粘性なし。マンガンを全体的に含むが、鉄分はあまり含

まず、部分的に砂が多く混入するところがある。

灰色粘質土。非常に強いしまりあり、粘性なし。全体にまばらにマンガン、鉄分が見

られ、少母の砂が混入。西側はほぼ砂質土。

明緑灰色粘質土。非常に強いしまりあり、粘性なし。マンガン粒は下部に、鉄分は全

体に縦の帯状に見られる。東側は砂質土に少量の粘土が混じりしっかりと固まった梯

な状態。部分的に鉄分が強く黄色が強い。

野灰色粘質土。強いしまりあり、粘性なし。下部に砂が多く混在し、東側はほぼ砂。

ベルト中央部は粘性が強くなる。上部にマンガン、下部に鉄分が多く見られる。⑥a届
に比べるとマンガンが多い。

褐灰色砂質土。弱いしまりあり、粘性はなし。縦の帯状にマンガンが見られるが上部

では薄くなる。

暗腎灰色砂質土。弱いしまりあり、粘性なし。少鼠の粘土が混入し、まばらに少屈の

鉄分も見られる。砂の粒子が大きい所ではしまりはなく、小さい所ではしまりがある。

Ｃ･30南北ベルトではブロック状の白い砂が混入し、断面Ｂ－Ｂ，ベルトでは粘性が強く、

上部は砂、下部は粘土になる。

胃黒色粘質土。強いしまりあり、粘性あり。上部に少量の砂が混入、黒褐色粘土と青

灰色砂質土がラミネ状に堆桐。部分的に砂質が強く、西側は砂がより多く混入。横帯

状に黒褐色土が混入する部分もある。断面Ｂ､Ｂ･ベルト南側では白い砂、カーボン、粘

土塊を多湿に含む。多量の木片が混入。⑨府への漸次層。

両黒色粘質土。しまりあり、粘性あり。黒褐色粘土と青灰色砂のラミネ状堆稲。木片、

木葉等、植物過体を非常に多量に含むが、植物は箇所により多少の差がある。西側に

多通の黒褐色の砂が混入。

暗腎灰色砂。しまりなし、粘性なし。鉄分がまばらに少量見られる粒子の細砂。部分

的に青の強い所と灰色の強い所があり、白い粒子を含む。

表３４上小田宮の前9区検出過柵土層注記表
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鋪Ⅲ噸閥庇の成眼

第１１節上小川宮の前ｌｏ区の調査

１．遺櫛分布(第1201鷲I）

上小IH宮の前１０区は、南北約20ｍ×東リli約65ｍの‘閥従区を設定した。睦さは1,297Ⅱfである。調査|)<内

で検出した遺構は、伽立柱建物6棟、井両跡７基、洲跡13条、土坑１０蛙である。

jl2l櫛の分布状況を見ると、，淵在区の中央部北側にＭ１位柱建物(SBlOO1・１００２．１００３．１００４．１００５．

1006)の分布が兄られる°処物鮮の向きはほぼ南北方向で集約できる。切り合いも雌大３棟と多く、満跡

に囲まれた限られたスペースにあまり時川堆がない|H1隅で建物を処て替えていったことが琴えられる。ノ|豊

戸跡(SE１００２．１００３．１００８．１０１１．１０１５．1020.1024)と溝跡(SDlOO1・１００２．１００３．１００４．１００６．

１００７．１００８．１００９．１０１０．１０１１．１０１２．１０１３．１０１５)の分布は０１ｔなる。切り合い関係からみて、洲跡

よりjl:ﾉー i跡が古く、井戸の脆難後に溝が伽られたことが分かる。ｌ:坑(SＫ1００４．１００６．１００９．１０１０．

1012.1013.1014.1017.1022.1023)は、調査Ⅸ内に散発的に広がりを見せるが、掘吹柱建物群の広

がりとは亜なりをもたない。

２．週櫛・遺物

各遺柵・遺物の‘郡細は第l21IXl～136閃・表35～38のとおりである，以下は各遺構を概観する。

（１）掘立柱建物跡

SBlOO1(第121脚）

SB1001は調在Ⅸの中央部北側に位世する過構である。桁行方向がＮ56。Ｗでほぼ南北方向の側柱述物と

思われる。検出範Ⅲより桁行6.2ｍ以上(約20.4尺以l:)、梁行4.3ｍ(約14.3尺)の３１冊×２１&1分を確認したが、

建物北部の柱穴がＩ閥査区外に〃在すると厭えられるので建物全体の規模は不Iﾘlである。桃IHI､l･法は桁行の

平均が約2.1ｍ(約6.8尺)、梁行の平均が約2.2ｍ(約7.2尺)である。桃穴は直径34～60cm、深さは12～24ｃｍ

で、ド端のレベルは一定ではないが、どの牝もほぼ-．'''1:線に舵ぶ°桃換跡は全ての柱穴から確i栂できた。

SBlOO2(第121ｌｘ|）

SB1002は調在Ⅸの北東側に位横する辿柵で、SBlOO6と並襖しているが、切り合い関係は不明である。

桁行〃向がＮ61°Ｗでほぼ南北方向の側lIiill物と思われる。検出範囲より桁行8.0ｍ以上(約26.3尺以l:)．

梁ij:5.2ｍ(約17.0尺)の４間×２１M1分を確縄したが、述物北部の柱穴が調査区外に存在すると考えられるの

で述物全体の規棋は不明である。柱間寸法は桁行の平均が約2.0ｍ(約6.7尺)、梁行の平均が約2.6ｍ(約8.5

尺)である。柱穴は1111:径36～60cm、深さは20～60cmで、下端のレベルは一定ではないが、どの柱もほぼ・

直線に雌ぶ。

SBIOO3(第122ｌｘl）

SBlOO3は調査区の中央部北側に位慨する過構で、SB1005とⅥ槻しているが、切り合い関係は不Iﾘ}であ

る。桁行方向がＮ61°Ｗでほぼ南北方向の側柱建物と思われる。検出範囲より桁行6.0ｍ以止(約19.8尺以

上)、梁行4.0ｍ(約13.3尺)の３１Ｈ１×２間分を確認したが、雌物北部の椛穴が調在区外に存在すると考えられ

るので辿物全体の規模は不Iﾘlである。桃iﾊ1,1.法は桁行の平均が約2.0ｍ(約6.6尺)、梁行の､|&均が約2.0ｍ(約

6.7尺)である。柱穴は直怪40～60cm、深さは12～30ｍで、下端のレベルは・定ではないが、どの柱もほ

ぼ・'''1:線に並ぶ。桃痕跡はほとんどの椛穴から検出できた｡

SBlOO4(第123ｌｘ|）

SB1004は調企Ⅸの東側に位縦する遺榊である。検出範ＩＭＩより桁行5.6ｍ(約18.4尺)、梁行3.1ｍ(約10.2尺）

の３１ﾊl×１間の側柱建物である。桁行方向がN65oWとほぼ南北方IiIlである。桃|Ｈ１寸法は桁行の､WL均が約

1.9ｍ(約6.1尺)、梁行の平均が約3.1ｍ(約10.2尺)である、柱穴は1111:ｉｆ38～74cm、深さは20～48cmで、‐ド端

のレベルは一定ではないが、どの柱もほぼ・直線に雌ぶ°柱痕跡は確魁できなかった。
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節11節 苫小H1宮の伽10区の0間代

(汁法は桧出面で計測したもの）

過椴番号 間数
桁長

、 尺

梁長

、 尺

建物の

向き
型式 方位

桁行平均

、 尺

梁行平均

、 尺

柱穴血径

ｃ、

柱穴深さ

ｃ、

ＳＢ 0０１ (3)×２ (6.2） (20.4） ４．３ 1４．３ 南北 側柱 Ｎ５６ Ｗ ２．１ ６８ ２ ２ ７．２ ３４～６０ １２～２４

SＢ 002 (4)×２ (８ 0） (2６ 3） ５２ 1７．０ 南北 側柱 Ｎ６１ Ｗ ２ ０ ６ ７ ２ ６ ８．５ ３６～６０ ２０～６０

ＳＢ ００３ (3)×２ (６ 0） (1９ 8） ４ ０ 1３．３ 南北 側柱 Ｎ６１ Ｗ ２０ ６６ ２０ ６．７ ４０～６０ １２～３０

ＳＢ ００４ ３×１ ５６ 1８ ４ ３ 1０．２ 南北 側柱 Ｎ６５ Ｗ ９ ６ １ ３ １ 1０．２ ３８～７４ ２０～４８

ＳＢ ００５ (2)×２ (４ 2） (1３ 8） ４２ 1３．７ 南北 側柱 Ｎ５７ Ｗ ２ ７０ ２ 6.9 ３０～４８ １８～6４

ＳＢ ００６ (2)×２ (４ 9） (1６ O） ４ ５ 1５．０ 南北 側柱 Ｎ62.Ｗ ２４ ８ ０ ２３ 7.5 ２４～５０ ２０～５２

SB1005は,淵査区の東側に位脱する過構で、SB1003とⅢ複し、SB1002に隣接している。桁行方向が

Ｎ57°Ｗでほぼ南北方向の側柱建物と思われる。検出範囲より桁行4.2ｍ以上(約13.8尺以上)、梁行

4.2ｍ(約13.7尺)の21111×２間分を確認したが、巡物北部の柱穴が0淵査区外に存在すると考えられるので

建物全体の規模は不明である。柱間寸法は桁行の平均が約2.1ｍ(約7.0尺)、梁行の平均が約2.1ｍ(約6.9

尺)である。柱穴は血催30～48cm、深さは18～64cmで、下端のレベルは一定ではないが、どの柱もほ

ぼ一・直線に雌ぶ。

ＳＢｌＯＯ６(輔122図）

SB1006は綱査区の東側に位樋する週構で、SB1002と'1ｔ複している。桁行方向がＮ62.Ｗでほぼ南北

方向の側柱処物と思われる。検出範Ⅲより桁行4.9ｍ以上(約16.0尺以上)、梁行4.5ｍ(約15.0尺)の２

間×２間分を確認したが、述物北部の柱穴が綱在区外に存在すると考えられるので建物全体の規模は不

明である。桃間寸法は桁行の平均が約2.4ｍ(約8.0尺)、梁行の平均が約2.3ｍ(約7.5尺)である。柱穴は

直経24～50cm、深さは20～52cmで、下端のレベルは一･定ではないが、どの柱もほぼ一面線に並ぶ。

(2)井戸跡

ＳＥｌＯＯ２(第124ｌｘ1.125図）

SE1002はi淵査区の東端に位置する辿構である。平而形はほぼ111形で、確認面では長軸・短軸1.30ｍ

を測る。掘り方は確縄面からほぼ垂､'[に落ち、深さ1.08ｍを測る。この井戸跡の断面形状から素掘りの

井戸跡と想定できる。

第125図２．３はこの井戸跡から出土した遺物である。２は須忠器の壷である。頚部が短く、口綜部が

若干外反する。外器而にはＷｒタタキが残り、その上を1,1転横ナデが施される。内器而下位には指砿圧

痕が残り、中位以上には横ナデ調整を施す。３は須恵器の長頚蛍である。内部は推定であるが、刑部か

ら１１１部にかけて鋭角にカーブをつける。底部には高台が付くと思われる。

ＳＥｌＯＯ３(節124図．125図）

SE1003は,淵査区の西側に位慨する過樵である。平而形は不拙な'11形で、確認而では焚軸3.20ｍ、短

軸2.92ｍを測る。掘り方は二段掘りである。確忍面から0.56ｍほどの深さに段を形成しており、その北

側に…回り小さな''1形の掘り方を持つ。径は2.04ｍほどで、そのまま飛nfI:に落ちるが、湖水のため深さ

2.52ｍで掘削を止めた。

第125図ｌはこのjl:戸跡から出土した土錘である。
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跡11節上小H1宮のⅢ10区の調在

。③ ◎ ，
（SE1003）

蕊蕊

Ｏ５ｃｍ

Ｓ = 1 / ２一一

02）

Ｓ=1/３

第125図井戸跡（ＳＥ1002.1003〉出土遺物実測図

02）

０ １０cｍ
－ －

ＳＥｌＯＯ８(第127図）

SE1008は閥査区の北西側に位置する辿榊である。平面形は不盤な楕円形で、確認而では艮軸3.20ｍ、

短軸2.64ｍを測る。掘り方は二段掘りである。確偲面から0.84ｍほどの深さに段を形成しており、その

北側に一回り小さな111形の掘り方を持つ。径は1.64ｍほどで、そのまま垂if〔に落ち、深さ2.44ｍを測る。

井戸枠として多数の木杭が使川される。

ＳＥｌＯｌｌ(第126図）

SE1011は捌査区の中央部に位償する辿構で、SK1012に切られている。平而形は不整な梢InI形で、確

認面では長軸7.00ｍ、短軸5.62ｍを測る。掘り方は二段棚りである。確認､iから1.44ｍほどの深さに段

を形成しており、その中心部に一回り小さな円形の掘り方を持つ。篠は1.32ｍほどで、そのまま落ち、

深さ2.76ｍを測る。大型でおそらくは井戸枠を設iivtしたものと考えられるが、痕跡は確認できなかった。

５はこの井戸跡から出土した遺物である。五輪塔の水絵で、四方向に楚字の掘り込みがあり、黒色顔料

が残る。

ＳＥｌＯｌ５(第124図）

SE1015はI閥査区の南端部に位置する過構である。確認而では及軸3.04ｍ、短軸1.78ｍ以上を測るが、

井戸跡の南側は調査区外に広がり、その形状は不明である。掘り方は二段掘りである。確腿面から

1.72ｍほどの深さに段を形成しており、その北側に一回り小さな円形の掘り方を持つ。径は1.52ｍほど

で、そのまま垂直に落ち、深さ2.52ｍを測る。

ＳＥｌＯ２０(第124図）

ＳＥ１０２０は,淵査区の西側に位置する遺柵である。平面形は楕円形で、確縄面では艮軸1.71ｍ、短軸

1.34ｍを測る。掘り方は確認而からほぼ逓直に落ち、深さ1.54ｍを測る。この井戸跡の断而形状から紫

掘りの井戸跡と想定できる。
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鋪Ⅲ噸剥従の成果

ＳＥｌＯ２４(第127脚）

SElO24は調在区の南側に位樋する遺榊である．縦偲而では災軸4.68ｍ、短軸3.72ｍ以上を測るが、井

戸跡のI櫛側は調在区外に広がり、その形状は不明である。掘り方は二段掘りである。確偲面から，､4ｍ

ほどの深さに２段目、史に確認1mから1.92ｍほどの深さに３段11を形成している，そのほぼ中心部に一

回り小さな楕円形の掘り方を持つ。径は腿柚2.08ｍ、短軸1.52ｍほどでそのまま下端まで落ち、深さ

2.28ｍを測る。井戸跡からは宝塔や多量の木材が肘をなして出I:し、これまでのル戸の廃蝿方法と兇な

る様柵をみせる。

６はこの井戸跡川上の宝燃の輪部である。輪部にはiIll方向に錨字の棚り込みがあり、赤色顔料が残る。

（３）溺跡

ＳＤｌＯＯｌ・’００２．１００３．１００４．１００９．１０１１・’０１２．１０１３・’０１５(第128ｌｘ1.130同）

ＳＤ１００１．１００２．１００４．１０１１．１０１２．１０１３．１０１５は全て北両側から南東側に伸びる満跡で、全体

の切り合い関係は不明だが、数度に渡って柵り直しを繰り返しながら使川していたことが想定できる．

SD1001は調在区の西側に位置する遺構である。北IIi～南東に伸びるi冊で、ＳＤ１００３・’009を切って

いる．IIij端は調在区外に存在するため確認できておらず、碓偲面での及軸15.50ｍ以上、短軸1.75ｍ、

深さ0.15ｍを測る。

SD1002は調査区の西側に位侭する遺構である。ほぼ北西～南東に伸びる溝で、SDlOO4を切っている。

北端は‘淵査区外に存在するため確偲できておらず、確認面での長軸9.80ｍ以|:、短軸1.05ｍ、深さ

0.25ｍを測る。

SD1003は調査区の南側に位置する遺榊である。ほぼ南北に伸びる満で、ＳＤｌＯＯ１・’００４に切られて

いる。Ｉ竹端は調代区外にｲjf在するため確認できておらず、確縄1ｍでの災軸3.00ｍ以上、輝軸2.00ｍ、深

さ0.30ｍを測る。

ＳＤｌＯＯ４は調在IＸの西側に位陵する遺椛である:’ほぼ西～南に伸びる洲で、Ｓ、1003.1015を切り、

ＳＤ１０１３に切られている。北端は調代区外に〃ｲ[するため確認できておらず、確0惚而での雌軸23.00ｍ以

上、短軸3.10ｍ、深さ0.45ｍを測る“

SDlOO9は調在|型の南IHi側に位縦する遺榊である”ほぼ北西～南東に伸びる満で、ＳＤ1001.1004に

切られている，ｉｌＩｌｊ端は調在Ⅸ外に〃ｲするため確認できておらず、確,澱1ｍでの此軸10.70ｍ以上、無軸

1.10ｍ、深さ0.20ｍを測る。

SD1011は調在Ⅸの南西側に位樋する遺柵である。ほぼ北西～1W東に伸びる溝で、SD1008に切られて

いる。北端は調在区外に存在するため確認できておらず、長軸33.50ｍ以上、短軸5.30ｍ、深さ0.35ｍを

測る。

第132図22～26はこの溝跡から出ｔした遺物である『２２は凡質士器の盤である。２３は'2師器の杯で

ある．２４～26は惟石製の肺[品であるが、その用途については不明である。２４は方形に作り出し、１１り

らかの容器の様机を示すものである‘

ＳＤ１０１２は調在Ⅸの南西1111に位慨する過柵である。ほぼ北西～南東にｉＩＩＩびる満で、ＳＤ１０１３．１０１５に

切られ、北端は‘閥代区外にｲf在するため確腿できていない。此袖19.70ｍ以上、知軸3.50ｍ、深さ0.65ｍ

を測り、内部には磯が披き‘iI1jめられていた．

第l31iXIl4・’５はこの溝跡から川上した辿物である］１４は敵ｲﾆi若しくは磨石である”災方体の端部

に打撃浪が残るが、側而の平坦部にはややI儲り痕が残る。１５はｲj錘である。’'1磯の側而部分に満状の

凹みを刻み込む。Ｗ日而には、やや勝り痕が残る。

１６７
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ＳＤ１０１３は調在区の南側に位慨する過柵である。ほぼ北西～南東に伸びる満で、ＳＤ１００４．１００８．

１０１２を切っている。南端は調従区外に存在するため確認できておらず、長揃10.0ｍ以上、短軸3.0ｍ、

深さ0.60ｍを測る。第131図12はこの満跡から出土した，軽ｲiを方形に加工したもので、その州途につ
いては不明である。

ＳＤ１０１５は調従区の南側に位ＩｉＴし、ＳＤ１０１２を切り、SD1004に切られている，艮軸4.0ｍ以上、燃軸

1.1ｍ以上、深さ0.60ｍを測る。

ＳＤ１００６．１００７(第129図）

SD1006は調在区の北火側に位IiTする遺構である。ほぼ北西～南東に伸びる洲である。ＳＤｌＯ１０を切っ

ており、腿軸10.20ｍ、短軸1.35ｍ、深さ0.15ｍを測る。

第1311Xll3はこの満跡から出こした擁石を方形に加l:したもので、その用途については不Iﾘlである”

SD1007は調在区の北束側に位側する遺構である。ほぼ北IHi～南東に伸びる満で、ＳＤ１０１０を切り、

SK1004に切られている。北端は‘淵査低外に存在するため確偲できておらず、艮軸15.20ｍ以上、無軸

1.30ｍ、深さ0.10ｍを測る。

(単位：ｍ〉(寸法は検出面で計測したもの）

１７１

表３６上小田宮の前１０区検出遺桐一覧表

鋪Ⅲ噸調代の成果

過桝名 遺桐番号 長軸 短軸 深さ 備 考

井戸跡

ＳＥ

ＳＥ

ＳＥ

SＥ

ＳＥ

ＳＥ

SＥ

002

００３

008

０１１

０１５

020

０２４

1．３０

３ 2０

３ 2０

７0０

３0４

７１

４ 6８

1.30

２９２

２ ６４

５ ６２

７８～

１３４

３７２～

1．０８

２ ５２

２４４

２ 7６

２4６

５４

２ ２８

週物出土

ＳＤ１００４・ＳＫ１０１７を切る、過物出土

ＳＤ１０１１を切る、遺物出土

ＳＤ１００８を切る、ＳＫ１０１２に切られる、

遺物出土

ＳＤ ０１２を切る

ＳＤ 008．ＳＤ１０１０を切る

潤跡

ＳＤ ００１

ＳＤ 002

ＳＤ ００３

SＤ ００４

SＤ ００６

SＤ ００７

SＤ ００８

ＳＤ ００９

ＳＤ１０１０

ＳＤ１０１１

ＳＤ１０１２

ＳＤ１０１３

ＳＤ１０１５

１５．５０～

9.80～

３．００～

２３．００～

１０．２０～

１５．２０～

２０２０～

10.70～

１９．５０～

３３．５０～

19.70～

１０．００～

４，００～

７５

１０５

２ ００

３ 1０

３５

３０

2.20

1.10

5．５０

5．３０

3.50

3.00

１．１０～

０ 1５

０２５

０３０

０４５

０ 1５

０ 1０

０４５

０．２０

0．１３

０．３５

0．６５

０６０

０．６０

ＳＤ ００３．ＳＤ１００９を切る

ＳＫ ０１６・ＳＤ１００４を切る、遺物出土

ＳＤ ００１．ＳＤ１００４に切られる

ＳＤ

ＳＥ

003・ＳＤ１０１５を切る、ＳＤ１０１３｡

003に切られる、過物出土

ＳＤ 010を切る、遺物出土

ＳＤ ０１０を切る、ＳＫ１００４に切られる

ＳＤ
ＳＥ
る

010．ＳＤ１０１１を切る、ＳＤ１０１３．
０１１．ＳＫ１０２１・ＳＥ１０２４に切られ
遺物出土

ＳＤ ００１．ＳＤ１００４に切られる

Ｄ
Ｋ

Ｓ
Ｓ

００６・ＳＤ１００７・ＳＤ１００８。ＳＫ１００６．

０２３．SE1024に切られる、迎物出土

Ｄ
Ｋ

Ｓ
Ｓ

００８・ＳＥ１００８・ＳＫ１００９・ＳＥ1０１１．

０１２に切られる、過物出土

ＳＤ１０１３・ＳＤ１０１５・ＳＥ１０２０に切られる、

遺物出土

ＳＤ１００４・ＳＤ１００８・ＳＤ１０１２を切る、

遺物出土

ＳＤ１０１２を切る、ＳＤ１００４に切られる、

措物出士

土坑

ＳＫ１００４

ＳＫ１００６

ＳＫ１００９

SＫ１０１０

SＫ１０１２

SＫ１０１３

SＫ１０１４

SＫ１０１７

SＫ１０２２

SＫ１０２３

２

０

２

２

０

０

１

１

２

２０

7６

7６

6４

４８～

5０

5２

９６～

7６

0０

1．５７

０７２

８０

６８

２４

０ ５０

０ ５２

０４

４６

１２２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

５０

8６

７０

５６

８０

1８

1４

３５

5８

5０

ＳＤ ００７を切る

ＳＤ ０１０を切る

ＳＤ ０１１を切る、遺物出土

ＳＥ ０１１を切る、遺物出土

遺１ |出土

ＳＤ 007を切る、遺物出土

ＳＥ 003に切られる

ＳＤ１０１０を切る
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節11節上小川称の前10Ｋの調在

ＳＤｌＯＯ８(第129IXI）

SD1008は調在区の南側に位慨する過梢である。ほぼ東～西に伸びる満である。ＳＤ１０１０．１０１１を切

り、ＳＤ１０１３に切られており、奨軸20.20ｍ以上、短軸2.20ｍ、深さ0.45ｍを測る。

第131図８．１０はこの満跡から出土した遺物である。８は土錘である。１０は須恵器の硯の献脚片である。

ＳＤｌＯｌＯ(第129図）

ＳＤ１０１０は調在区の東側に位樋する過柵である。ほぼ北～南に伸びる溝で、SD1006～１００８に切られ

ている。北端は‘淵査区外に存在するため確認できておらず、災軸19.50ｍ以上、短軸5.50ｍ、深さ0.13ｍ

を測る。

第1311X１９．１１．１６～19,節132凶２０．２１はこの満跡から出土した遺物である。９は土錘である。

１１は珊珊製の玉である。１６は椛石製のⅢである。１７～１９は木器である。１７．１８は舟形木器で、水の

祭祁に関係するものと想定する。１９は下駄である。２０．２１は瓦質土器である。２０は凋鉢である。２１は

腿鉢である。

（４）土坑

ＳＫｌＯＯ４(第133図）

SK1004は調在区の東側に位価する辿櫛で、SD1007を切っている。長軸2.20ｍ、短軸1.57ｍ、深さ

0.50ｍを測り、平面形は不整の桁円形、断面形は略台形を呈している。

ＳＫｌＯＯ６(第133同）

SK1006は調在区の束側に位Iｉｆする遺構で、ＳＤ１０１０を切っている。長輔0.76ｍ、短軸0.72ｍ、深さ

0.86ｍを測り、平面形は方形、断面形は深い筒状を呈している。

ＳＫｌＯＯ９(第134図）

SK1009は調在区の中央部西側に位脱する過櫛である。長軸2.76ｍ、短軸1.80ｍ、深さ0.70ｍを測り、

平面形は不整の梢円形、断面形は皿状を呈している。

２８～30はこの土坑から出土した遺物である。２８は上師器の糸切り狼が残る杯である。２９は軽石製の

浮子である。３０は瓦質土器の大型の翌である。

ＳＫｌＯｌＯ(第133図）

SK1010は調在区の東側に位樋する辿椛で、SB1004の内部に位置している。長軸2.64ｍ、短軸1.68ｍ、

深さ0.56ｍを測り、平iii形は桁'11形、断面形は略台形を呈している。遺榊内から多量の焼土が検出され、
野鍛冶跡の可能性がある。

ＳＫｌＯｌ２(第126図）

ＳＫ１０１２は調在区の中央部に位置する遺榊で、SE1011を切っている。長軸1.48ｍ以上、短軸1.24ｍ、

深さ0.80ｍを測り、平而形は梢Iﾘ形、断面形はⅢ状を里している。

４はこの土坑から出土した五輪塔の空風輪である。

ＳＫ１０１３・’０１４(第133図）

ＳＫ１０１３は調査区の東側に位慨する辿構である。畏軸・短軸0.50ｍ、深さ0.18ｍを測り、平面形は円
形、断而形はⅢI状を呈している。

２７はこの土坑から出土した土師器の鍵である。

SK1014は調査区の東側に位世する遺構で、SK1013に隣接している。長輔・短軸0.52ｍ、深さ0.14ｍ

を測り、平面形は円形、断面形は皿状を呈している。

ＳＫ１０１７(第124図）

SK1017は調在区の西側に位脱する過櫛で、SE1003に切られている。長軸1.96ｍ以上、短紬1.04ｍ，

深さ0.35ｍを測り、平面形は梢円形を呈している。
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SK1022は調査区の西側に位侭する辿構で、SD1011に隣接している。及軸1.76ｍ、短軸1.46ｍ、深さ

0.58ｍを測り、平而形は梢円形、断而形は略台形を里している。

ＳＫＩＯ２３(第129図）

SK1023は調査区の北側に位脱する遺構である。腿軸2.00ｍ、短軸1.22ｍ、深さ0.50ｍを測る。平面形
は方形を呈している。

(5)その他

ここでは、２．辿構・過物で辿構と共に述べられなかった遺物を概観する。

第135図．136図は、１０区の遺構以外の所から出土した過物で、出土地点、法量、綱整、色調、胎土

等の詳細については、表４８，６１，６３のとおりである。

３１～36.44は縄文時代の石斧である。３１は円形型打製澗斧である。３２は短冊形打製石斧である。３３

～36は磨製石斧である。４４は小型の膳製石斧である。３７は石錘、３８．３９は離石若しくは贈石である。

４０は土師器の糸切り痕が残る杯である。４１は軽石製の浮子の未製品である。４２は軽石製の浮子である。
４３は上錘である。
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遺栂番号 層位

①厨

ＳＥ1００２ ②層

③眉

①層

②届

ＳＥ1００３

③層

④層

⑤屑

⑥層

①届

②厨

ＳＥ1００８ ③府

④屑

⑤層

①厨

②層

ＳＥ1０２０
③'厨

④層

⑤層

①層

ＳＥ1０２４
②層

,③層

!④層

⑤届

ＳＤ１００１ ①届

ＳＤ１００２
①周

②層

①届

ＳＤ１００４
②層

ＳＤ１００６ qC層

SＤ１００７ !①層

①届

②層

ＳＤ１００８

③層

④層

⑤層

‘①届

ＳＤ１００９

②層

鋪Ⅲ噸調代の成肌

牙存程Ｖ

T印峡己エ。”岡どイン刀シ、翫万の1寸油か壷ぃハこぶし夫の不;春毎冊に全ォ２

凹吠巴エ。妙瑠ぐマンヵン、妖分の付j因が少湿見られろへ

黒褐色土。強い粘性あり、本来の井戸の埋士か‘、ｉ間 勿を含む。

噸J火亜巴ンルト･zOcm以卜の赤渇色、明両褐色粘土ブロックを多湿に含む。下層ほど大

きなブロックがみられ、礎、炭化物を微量に含む。鉄分の沈碕が多い。しまりあり、粘
性あり。

亜吠巴栢蜘エと濁色栢貿土が混在(5:5>･微国の明赤褐色粘土ブロックと炭化物を含み、
鉄分の沈潤が見られる。しまりあり、粘性あり。

黄I火巴栢買土と褐色粘貿土が混在。シルトの割合が多く、褐色砂を縦筋状に多量に含む。
しまりあり、粘性あり。

オリーブ黒粘買土と両褐色砂質土が混在。炭化物を少量含む‘，しまりあり‐強い粘性ぁ+Ｌ

④掴と同じだが、黄濁色砂質土が緑色に変色、大部分がこの土である。

注lidなし ◎

暗灰両色土。弱い粘性あり。にぶい黄色の砂質土を層状に含む。

オリーブ黒粘土。少、の砂、植物遺体を含む。

オリーブ黒粘士。非常にきめ細かい粘土。

オリーブ黒粘土。砂を厨状に含む。

灰。粘土と砂がサンドイッチ状に届を成す。

黒褐色粘貿土。焼土を含み硬くしまるブロック状で、その隙間を黒褐色の粘土が埋める。

黒褐色粘土とにぶい黄褐色砂間土。それぞれがブロック状に入り、焼土を含む。

黒褐色粘土。５mm大の焼土塊を含む。

褐灰色粘土と褐灰色砂、赤褐色粘質土。マンガン、鉄分沈殿と思われるものが届を成し

て堆稲し、焼土を含む。

粘土。赤褐色粘質土(マンガン、鉄分沈殿か)をブロック状に含む。

暗腎灰色砂間土。しまりあり、粘性なし。砂に同色の粘土が少冠混じる。全体的にマン

ガンを粒子状に含み、下部には鉄分が暦を成す。

暗緑灰色砂質土。しまりあり、粘性なし。下部にいくにつれマンガンを多量に含む。粘

土を少量含む。

緑黒色粘質土。下部に多量の植物を含み、石も多凪に含んでいる。

晋黒色粘土ｃ木片が見られるｃ

洋覗な１，へ

青灰色粘質土。弱い粘性あり。黄褐色粘質土がブロック状に入る。

黄灰色砂。粒子が細かい。灰白色砂が帯状に入る。

暗灰色粘質士。弱い粘性あり。

暗褐色粘質土。全体的に多量の暗灰色粘質土を含み、焼土、炭化物も微量に含む。

暗褐色粘質土。マンガン、鉄分の沈殿物を含んだにぶい檀の粘質土をブロック状で多瞳

に含む。

褐灰色砂質土。しまりあり、粘性なし。上部の方が強いしまりがある。マンガン粒子が

全体的にみられるが、やや上部に多く、細粒の砂を含む。粒子状のカーボンがまばらに
みられる,、

褐灰色砂質土。しまりあり、粘性なし。下部の方が粘性がある。マンガン粒子を全体的

に含む,、

暗灰黄色粘土に白い粒を多量に含む砂が混在する層。ほぼ砂の層。しまりあり、弱い粘
樟あＩｊ,、

暗灰黄色粘土に、砂を多量に含む層。ほとんどがシルトに近い。箇所により砂と粘土の

多少はあるが層状に堆梱しているのではなく、砂と粘土が混在している。層下部に10口、
程度の石を比較的多湿に含む。層全体に鉄分かマンガンの沈蔚がみられる。しまりあり、
調い粘性ありハ

黄灰色、シルト府。他届と比べ、黒褐色と表現出来るほど、黒昧が強い。しまりあり、
粘性あ仙毎

黄褐色、砂賀土層。箇所によって堆桐に厚薄があり、ベルト周辺は特に厚く堆狽。しま
Ilあい‐弱い粘性ありハ

苛灰角粘士隔,、１～3画､程度の石が混入。しまりあり、強い粘性あ0ﾉ。

暗灰黄色砂間土。２３mm～1cm程度の炭が混入。稀に1～10cmの地山の両褐色砂貿土フロツ
ケ群含む,、しまりあり、粘性あり⑥

暗灰黄色砂間土に1～5cmの地山の黄褐色砂間土ブロックを多く含む(大体5:5)。しまりあり、

粘性あり。

表３７上小田宮の前１０区検出遺栂土層注記表（１）
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節11節上小田宮のiiI10区のJHl代

過桐番号 層位 蒋 悩 Ｉ

①層 鈷碕十一酷宗褐伍の錘令の沈醗物を多鉦に含み、租砂が暦瑚:に人③｡ラ頭いしまりめ，ﾉ。

②届 鈷衝十一賠表褐角の鉄分の沈殿物を多田に含み、全体に細砂が層状で入る。

③層 訟街十一醗志褐角の鍍分の沈殿物を多量に含み、強いしまりあり。

④層
粘質±･暗赤褐色の鉄分の沈殿物を多丑に含み、細砂がブロック状で入る。炭化物も砲
冊に入る今

⑤層
粘質±浅黄檀から檀･赤褐へと鉄分の沈殿物によると思われる色の細砂と褐灰色の粕貿土

がブロック状に入る‘，しまりあり。

ＳＤ１０１０ ⑥層 粘質土に多量の細砂と、多迅の暗赤褐色の沈殿物が入る。

⑦府 粘質士に多凪の細砂と、多湿の黄褐色の沈般物を含む。

⑧層 砂質土と粘土が圃状に亜なり、植物遺体と 固物石を多量に含む。

⑨層 粘質士に粗砂を多迅に含み、暗赤褐色の鉄分とみられる多屈の沈殿物が入る。

⑩‘層 ⑨層に似ているが、沈殿物はわずかである。

⑪届 粘質士。粗砂を多凪に含み、強いしまりあり。

⑫層 粘土。細砂が層状に入り、多量の植物遺体を含む。

①周 褐灰色粘質土を含む。やわらかい。

②届 褐灰色粘質で、ブロック状の褐色の砂質土と浅黄桧の粘土を含む。

ＳＤ１０１１ ③届 褐灰色砂質土にマンガン、鉄分等が沈殿した層か。微量に焼土を含む。

④周 褐灰色砂賀土に褐色のブロック状砂質土を多迅に含む。硬い。

⑤周 褐灰色粘質±･多凪に鉄分、マンガン等の沈殿物を含む。

ＳＤ１０１２ ①間
黄灰色。粘士。ややしまりあり、強い粘性あり。0.5～1ｃｍの小曝と約10ｃｍの石を多く含

むら石は流路に沿って底部に敷き詰められたように桧出された‘、

ＳＫ１００６ ①胸 褐灰色。粘質±と砂との水性堆桐。

ＳＫ１００９
①層

②層

オリーブ黒粘±・細砂を層状に含む。

オリーブ黒粘土。細砂を多凪に含む。

ＳＫ１０１０ ①層
灰褐色砂間土。炭化物と1～3ｃｍ大の焼土塊を多く含み、褐色砂質土（地山）をブロック

状に含む。

①届 褐灰粘土。弱い粘性のあるにぶい黄褐色の土と混在。強いしまりあり。高師小佃を多数
含む。

ＳＫ１０２２
②層

③層

灰色粘土。マンガン、鉄分の沈碕した砂を厨を成さず含む。

黄灰。砂を多湿に含む粘土。

④厨 灰黄褐色。弱い粘性のある土と強い粘性のある直径1ｃｍ程度の土が混在する。弱いしまり
あり 。

表３８上小田宮の前１０区検出遺構土層注記表（２）
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第Ⅳ章自然科学分析

上小田宮の前遺跡出土木製品の樹極調査結果

鋪Ⅳ暇自然科学分析

（株）吉|Ⅱ生物研究所

1．試料

試料は熊本県上小Ⅱ1宮の前遺跡から出土した工具1点、腿具４点、武器１点、服飾具５点、龍編物１点、

容器５点、祭I肥具2点、部材２点、二l:木材1点、用途ｲ《Iﾘl品10点の合‘1132点である。

2．御寮方法

剃ﾉﾉで木｢Ｉ（横断1m)、柾1１（放射断面)、板目（接線断mi）の各切片を採取し、永久プレパラートを作

製した，このプレバラートを顕微鏡で観察して同定した。

３． 結 果

樹棚I司定結果（針紫樹5棚、広葉樹15種）の表を,パし、以ドに各側の主な解剖学的特徴を,I'』す。

ｌ）イチイ科カヤ凧カヤ（折,'reyq,I"〔･縦rnSieb･etZucc.）INQ21｝

水1-1では仮道管を持ち、lf4材から晩材への移行は緩やかであった，晩材部は狭く年輪界は比較的不明

瞭である。軸方向柔細胞を欠く。祉月では放射組織の分野峨孔はヒノキ』iﾘで１分野に１～４個ある。仮

道棉の壁には対になった螺旋肥似が存在する。板{Iでは放射組織はすべて単列であった。カヤは本州

（I'１・南部)、四国、九州に分布する。

２）イヌガヤ科イヌガヤ属イヌガヤ（cepﾉＩａｈ,/α､r“ﾉ‘α〃j"g""ｊｑＫＫｏｃｈｆ､ｄｒＩ‘pac“

Kitamura）INQ1,191

木口では仮道管を持ち、鼎材から晩材への移行は漸進的で、晩材の幅は非術に狭く、年輪界がやや不

明瞭で均蘭な材である。樹脂細胞はほぼ平群に散在し数も多い。柿Ⅱでは放射組織の分野峨孔はトウヒ

型で１分野に１～２個ある。仮道棉内部には螺旋肥Ilj〔が兇られる｡矩冊形をした樹脂細胞が早材部、晩

材部の別なく軸方向に連統（ストランド）して存在する。板目では放射組織はほぼIli列であった。イヌ

ガヤは本州（岩手以南)、’'１１国、ノL州に分ｲIjする。

3）マツ科マツ属{二雌松類１（Pi""ssp.）１N(125.311

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行はぶであった。大型の垂'''１〔樹脂巡が細胞|Ⅲ隙としてみ

られる。柾目では放射組織の放射柔細胞の分野壁孔は窓型である。上下両蝋の放射仮道笹内は内腔に向

かって鋸捌状に著しくかつｲ《規則に突出している。板目では放射組織はili列で１～15細胞i冊のものと、

水平樹脂通を含んだ紡錘形のものがある。マツ風Ｉ蕊松顛1はクロマツ、アカマツがあり、北海道南部、

本州、四国、九州に分布する。

４）ヒノキ科アスナロ鵬（7刈り””sp.）（Ｍ27,30,321

木口では仮道管を持ち、鼎材から晩材への移行は緩やかであった。樹脂細胞は晩材部に敗在または接

線配11である。柾１１では放射組織の分野醗孔はヒノキ型からややスギ型でｌ分野に２～４個ある。板目

では放射組織はすべて単列であった。数珠状末端噸を持つ樹脂細胞がある。アスナロ風にはアスナロ
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(ヒバ、アテ）とヒノキアスナロ（ヒバ）があるが顕微鏡下では識別Ⅲ雌である。アスナロ偶は本州、

四国、九州に分ｲijする。

5）スギ科スギ閥スギ(C”","erj"ﾉapo"化(ＩＤ､Don)INQ281

木口では仮逝管を持ち、早材から晩材への秘行はやや急であった。樹脂細胞は晩材部で接線方向に

並んでいた。柾目では放射組織の分野鞭孔は典型的なスギ型で１分野に１～３冊ある。板目では放射紺

織はすべて単列であった。樹脂細胞の末端壁はおおむね偏平である。スギは本州、四ｍ、九州の主とし

て太平洋側に分布する。

６）ブナ科コナラ凪アカガシ亜屈（Q"e庇JJssubgen､ＣｙｃＩｏｂｑＩｑ””ssp.）INQ15,16,231

放射孔材である。木口では年鵜に関係なくまちまちな大きさの道符（～200郷、）が放射方向に配列

する。軸方向柔細胞は接線方向に１～３細胞幅の独立滞状柔細胞をつくっている。放射組織は単列放射

組織と非常に列散の広い放射組織がある。柾目では通補は単穿孔と多敷の壁孔を有する。放射組織はお

おむね平伏細胞からなり、時々上下縁辺に方形細胞が兄られる。道椅放射組織側壁孔は大型で柵状の醗

孔が存ｲEする。板目では多数のiii列放射組織と放射柔細胞の塊の間に過管以外の軸方向要素が挟まれて

いる集合型と襖合型の中間となる型の広放射細織が見られる。アカガシ亜属はイチイガシ、アカガシ、

シラカシ等があり、本州（宮城、新潟以南)、四国、九州、琉球に分布する。

７）ブナ科クリ脈クリ（C“""“c姥”雌Sieb・etZucc.）INQ3,13｝

現孔材である。木口では円形ないし楕円形で大体11t独の大巡符（～500/4ｍ）が年輪にそって幅のか

なり広い孔圏部を形成している。孔圏外は急に大きさを減じ紳壁で角張った小道管が単独あるいは２～

３個集まって火炎状に慨列している。柾目では道管はlli穿孔と多数の打縁壁孔を有する。放射組織は大

体において平伏細胞からなり同性である。板I÷lでは多数の単列放射組織が見られ、軸方向要素として道

笹、それを取り囲む短冊型柔細胞の巡なり（ストランド)、軸方向要素の大部分を占める木繊維が見ら

れる。クリは北海道（西南部)、本州、四国、九州に分布する。

８）ブナ科シイ価（C“伽"叩sjssp.）INQ141

環孔性放射孔材である。木口では孔間部の道播（～300ノ4ｍ）は単独でかつ大きいが接線方向には巡

統していない。孔圏外に移るにしたがって大きさを減じ、放射方向に火炎状に配列している。柾目では

道管は単穿孔と多数のｲｊ縁壁孔を有する。放射組織は平伏細胞からなり同性である。逝管放射組織'111唖

孔には大型で柵状の壁孔がある。板目では多数の単列放射組織が見られる。シイ属にはツブラジイとス

ダジイがあるが、ツプラジイに見られる典合～襖合放射組織の出現頻庇が低い為区別は難しい。シイ帆

は本州（福島、佐渡以南)、四脚、九州、琉球に分布する。

９）クワ科クワ弧（MomJsp,）lNQ10職171

環孔材である。木口では大巡管（～280脚、）が年輪界にそって１～５列並んで孔個部を形成してい

る。孔圏外では小道符が２～６個、斜線状ないし接線状、集合状に不規則に襖合して倣在している。柾

目では巡管はiii穿孔と対列壁孔を有する。小迦笹には螺旋肥ノリもある。放射組織は平伏と面立細胞から

なり異性である。道答内には充頃物（チロース）が兄られる。板目では放射組織は１～６細胞列、高さ

～1.1ｍｍからなる。ｉｉｉ列放射組織はあまり見られない。クワ閥はヤマグワ、ケグワ、マグワなどがあ
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り、北海道、本州、四国、九州に分ｲWする

10）カツラ科カツラ属カツラ（Ｃｅ施吻'ﾊy"","ﾉﾛﾉ'o"j(wSieb､etZucc.）｛1lIQ32椀ｌ

倣孔材である。木口ではやや小さい薄壁で角張っている近椅（～100ﾉ‘、）がおおむね単独または２

～３個不規則に接合して平等に分布する。道楕のIjiｲ７面棚は大きい。放射柔組織は不瀕杵。柾目では巡

怖は階段穿孔と側壁に階段酸ｲLを有する。放射組織は､F伏、方形とIIr立細胞からなり異性である。道揃；

放射組織間壁孔は対列状ないし階段状の壁孔がある。道笹内腔には充填物（チロース）がある。板目で

は放射組織は方形ないし直立細胞からなるｉｉｉ列のものと、方形ないし面立細胞のｉｉｉ列部と平伏細胞の２

列部からなるものがある。高さ～900,4ｍからなる。カツラは北海道、本州、四IHI、九州に分布する。

11）クスノキ科クスノキ脳クスノキ（Cj""α"'Cl"l‘"ＩＣα'""伽mPresl）INQ12,22,291

散孔材である｡･木口では中ﾙIfの道棉（～200/』、）が単独または２ないし数佃が放射方向あるいは斜

方向に巡続して年輪内に平等に分布する。軸方向柔細胞は道符の周洲を叩く鞘状に取りⅢ'んでおり、そ

の中に一見小さな道祷と見聞迎えるほどの油細胞（神脳油貯蔵細胞）がある。柾Iiでは近梼は1ii穿孔と

側畷に交互壁孔と螺旋肥厚をｲiする。放射組織は平伏と面戒細胞からなり災性である。迦管放射組織間

醗孔はレンズ状の大型峨孔が階段状に並んでいる。板目では放射組織はｌ～３細胞列、ilWさ～800浬ｍ

からなる。放射組織のw‘':立細胞や軸方向柔細胞が油細胞に変化したものが多く見られる。クスノキは本

州(関東以西)、Ijq国、九州に分ｲIjする，

12）クスノキ科クスノキ弧ヤブニッケイ（α""(''"o"1M"I”"ひ'1i(w腕Sieb.）１N(1261

倣孔材である．木口では中Mfの道椅（～100鯉、）が単独または２ないし数個が放射方向あるいは斜

方向に述統して年輪内に平等に分布する。軸方向柔細胞は道梼の周囲を厚く鞘状に囲んでいる。通管の

蛾がやや厚い，柾目では適管はNi穿孔とまれに階段穿ｲL、側噸に交ﾉi壁孔とかすかな螺旋肥厚をｲiする。

放射組織は平伏と直立細胞からなり異性である。迫補放射細織間壁孔は111形、レンズ状、耐上の畷孔が

並んでいる。板Ⅲでは放射組織はｌ～３細胞ﾘ、高さ～750/4ｍからなる．放射細織の１１０１:立細胞や軸方

向柔細胞が油細胞（棟脳油貯蔵細胞）となるがあまり顕著でない。ヤブニッケイは本州（腐城、術山以

IHi南)、１１'1国、ノL州、琉球に分ｲijする。

13）マンサク科イスノキ帆イスノキ（Ｄｉ”･"i‘"Ｉｍｃｅ"l“'‘"ISieb・etZucc.）INQ61

散孔材である。木口ではやや小さい道管（～５０/‘、）がおおむね単独で、大きさ数とも年輪全体を

巡じて変化なく平等に分布する。軸方向柔細胞は黒く接線方向に雑び、ほぼ一定の間隔で規則的に配列

している。放射組織は１～２列のものが多数走っているのが見られる。柾１１では巡笹は階段穿孔と内部

に充填物（チロース）がある。軸方向には剛いすじの柔細胞ストランドが多数走っており、一部は提灯

状の細胞になっている、放射組織は､F伏と111位細胞からなり異性である．板tlでは放射組織は１～２細

胞列、間さ～1ｍｍで多数分布している。イスノキは本州（側東以１１V)、IulK1、九州、琉球に分布する。

14）バラ科サクラ楓（P'w'１J‘ssp.）IIkl8o111

散孔材である。木口ではやや小さい通管（～100/ｆｍ）がほぼ一定の大きさで、単独あるいは放射方

向ないし斜方向に連なり分布している。柾目では道梼は単穿孔と側畷に交互壁孔及び螺旋肥厚をｲiする。

迅椅内には肴色物質が児られる°放射紺織は同性ないし異性で中央部の平伏細胞と上下縁辺の方形細胞
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からなる。板目では放射組織は１～４細胞列、商さ～1ｍｍからなる。サクラ属はサクラ、ヤマナシなど

があり、本州、四ｍ、九州、琉球に分布する。

15）センダン科センダン属センダン（ＭＥ"ααze血、ＣＡＬ・var.”伽rj〆'''1“αMiqueI）INQ18l

環孔材である。木口ではきわめて大きい道杵（～350媒、）が幅の広い孔圏部を形成している。孔圏

外小道管は多数が団塊状に複合して散在している。柾目では道管はりi穿孔と多数の有縁壁孔及び螺旋肥

厚を有する。道笹内には充填物（チロース）が見られる。放射組織は直立と平伏細胞からなり異性であ

る。板目では放射組織はｌ～６細胞列、高さ～400/4ｍからなる。センダンは四ｍ、九州に分布する。

16）ツバキ科ツバキ風（C叩"‘"iasP.）INQ2,4,51

散孔材である。木口では極めて小さい道笹（～４０〆、）が、単独ないし２～３個接合して均等に分布

する。放射組織は１～３細胞列で黒い筋としてみられる。木繊維の壁はきわめて厚い。柾目では道管は

階段穿孔と螺旋肥厚をｲ『する。放射組織は平伏と直立細胞からなり異性である。道管放射組織間壁孔

（とくに直立細胞）は大型のレンズ状の壁孔が階段状に並んでいる。放射柔細胞の直立細胞と軸方向柔

細胞にはダルマ状にふくれているものがある。板目では放射組織は１～４細胞列、高さ～1ｍｍ以下から

なり、平伏細胞の多列部の上下またはIHlに直立細胞の単列部がくる構造をしている。木繊維の壁には有

縁醗孔が一列に多数並んでいるのが全体で見られる。ツバキ属はツバキ、サザンカ、チャがあり、本州、

四国、九州に分布する。

17）ツバキ科サカキ風サカキ(αｅｙｅ、ﾉ叩”i“Thunb・proparteemend.Ｓ・ｅｔＺ）ｌ地241

散孔材である。木口では極めて小さい道櫛（～50“、）が単独ないし２～４冊複合して平等に分布す

るα柾目では道笹は階段穿孔と側壁に対列ないし階段壁孔と螺旋肥厚を有する。放射組織は平伏、方形、

直立細胞からなり異性である。道管放射組織Ⅲ壁孔は対列状ないし階段状壁孔が存在する。板目では放

射組織はlli列、間さ～1.5ｍｍからなる。木繊維の蛾には有縁壁孔が一列に多数並んでいるのが見られ

る。サカキは本州(茨城、石川以西南)、四111、九州に分布する。

18）ハイノキ科ハイノキ風（Sym〆o“s'"y"α１，“Sib・etZucC.）Ｉ此７１

倣孔材である。木口ではきわめて小さい近播（～６０鯉、）が平群に分布する。虫害によりできた傷

害組織（ピスフレック）が見られる。柾目では、道怖は階段穿孔と側壁に螺旋肥厚を有する。放射組織

は平伏と『l:立細胞からなり異性である。道管放射組織間壁孔は対列状ないし階段状壁孔がある。板目で

は放射組織は１～２細胞列、高さ～600/4ｍからなる。単列部と多列部との幅はほぼ同じですっきりと

した形をしている。ハイノキ風はハイノキ、クロバイがあり、本州(千葉以西)、四国、九州、琉球に分
布する。

19）ムラサキ科チシヤノキ属（E伽Wjasp.）｛NQ201

環孔材である。木口ではやや大きい遡管（～270/4ｍ）が数列で孔圏部を形成している。孔圏外は波

状、集団状に複合して分布している。軸方向柔細胞は周囲状、接線状である。柾目では道管はili穿孔を

有する。小適管はさらに螺旋肥厚を有する。放射組織は平伏細胞からなり同性である。道管放射組織IⅢ

壁孔は多数の小壁孔である。板目では放射組織は１～７細胞列、高さ～1ｍｍからなる。チシャノキ属は

チシャノキ、マルバチシャノキがあり、本州(千葉以西)、四国、九州に分布する。
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20）マタタビ科マタタビ帆（AC""Ｍｍｓｐ.）｛NQ91

環孔材である。木口では道祷（～250/ｆｍ）が殆どlii独で徐々 に小さくなっているのが見られる。柾

｜lでは巡櫛は単穿孔と側壁に階段及び対列壁孔を有する。放射組織は､ド伏と１１０〔立細胞からなり異性であ

る。道播放射組織間壁孔はふるい状となる。板'1では放射組織は１～４細胞列、高さ～2ｍｍ以下である。

マタタビ価はマタタビ、サルナシがあり、北海道、本州、四liiI、九州に分布する。
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試料Nｕ 確鮎番号 品ｆｈ 棚即 図版脳， 報帝

１ ＫＯＭｌ－ＫＷＯＯ１
８
Ｊ イヌガャゲ､Ｉイヌガャ帆イメヵ丁 3２ 1９

２ ＫOＭＩ KWOO2 １ 1１１１ ツバキ科ツバキ属

３ ＫＯＭｌ KWOO3 不明(１１ V;の柱） ブナ科クリ弧クリ

４ ＫＯＭＶ ＫＷＯ１５
Ｌ

Ｉｌｄ ツバキ科ツバキ属

５ ＫＯＭⅢ KWO38 洲 無 ツバキ科ツバキ属 8２ １

６ ＫＯＭⅦ ＫＷＯＫｌ８ 櫛 マンサク科イスノキ弧イスノキ 8２ ２

７ ＫＯＭＶ ＫＷＯｕｌ９ 櫛 ハイノキ科ハイノキ胴 ６１ ９

８ KＯＭＶ ＫＷＯ５２ 僻（把乎付き） バラ科サクラ閥 ６１ 1１

９ KOＭＩＩ ＫＷＯ５３ 支脚 マタタビ科マタタビ弧

０

１

ＫＯＭⅡ

ＫＯＭＩＸ

ＫＷＯ５４

ＫＷＯ５５

あみかご

川川

クワ科クワ閥

バラ科サクラ胴 １１８ 389

２ KＯＭｌＸ ＫＷＯ５６ 盤（片把Ｆ付き） クスノキ科クスノキ弧クスノキ １1９ 391

３ ＫＯＭＩＸ ＫＷＯ５７ 無？ ブナ科クリ随クリ １1８ 388

４

５

KOＭＩＸ

KOＭＩＸ

ＫＷＯ５８

ＫＷＯ５９

猟？

鰍

ブナ科シイ楓

ブナ科。ナラ脱アカガシ姫弧 117 385

６ ＫＯＭⅨ ＫＷＯ６８ 鍬(その他3点） ブナ科コナラ屈アカガシ鞭帆 117 3８１．３８２．３８３

７ KOMlXＫＷＯ６９ 不明 クワ科クワ楓 119 393

８ KOMⅨ ＫＷＯ７０ 部材 センダン科センダン楓センダン 118 387

９ ＫＯＭⅨ KWO72 農具？ イヌガャ科イヌガャ弧イヌガャ

2０ ＫＯＭＩＸ KWO73 つき棒 ムラサキ科チシャノキ帆

2１ ＫＯＭＩＸ KWO74 脚台1,1･芭職 イチイ科カヤ帆カヤ 1９ 392

2２ ＫＯＭＩＸ KWO75 作乗台 クスノキ科クスノキ帆クスノキ 1７ 386

2３ ＫＯＭⅨ KＷ ０１ 不明（杓子） ブナ科コナラ属アカガシリ11脈 1９ 390

2４ ＫＯＭｌＸ KＷ 1０ 斧（柄） ツバキ科サカキ帆サカキ 1７ 384

2５ ＫＯＭＸ KＷ 2２ 小型舟形 マツ科マツ屈〔､梁松馴｣ 3１ 1７

2６ ＫＯＭＸ ＫＷ ３７ ハ 形 クスノキ科クスノキ城ヤブニゾケイ ３１ 1８

2７ ＫＯＭＸ ＫＷ 3８ 駄 ヒノキ科アスナロ弧

2８ ＫＯＭＸ KＷ 3９ 駄 スギ科スギ帆スギ ３１ 1９

2９ ＫＯＭｌＸ ＫＷ 4３ く )物 クスノキ科クスノキ帆クスノキ

3０ ＫＯＭｌＸ KＷ 5４ くり！ ﾜ(擬） ヒノキ科アスナロ胴

3１ KＯＭｌＸ ＫＷ 5７ 卜駄 マツ科マツ閥〔_:集松顛］

3２ KOＭＩＸ ＫＷ 7４
漆器椀（その他１

ノグ 板

カッラ科カツラ帆カツラ

ヒノキ科アスナロ胴



第１節上小川宮のIiiI・侭滞遺跡における発掘倒代成果

第Ｖ章総括

第１節上小田宮の前・養寺遺跡における発掘調査成果

１．発掘調査の成果

県道瀬川玉東線緊急地方道路整備FIF業に伴う上小川宮の前・養寺遺跡における調査成果は、第Ⅲ章で示

されたように多岐に渡る。当辿跡では縄文時代後期の生活の営みから現代に続く人々の活助の痕跡が確縄

され、平野部での土地利用法が各時代において変化していくさまが推測された。特に、河川段丘上で検出

された古代の道路状遺櫛とそれに伴うと考えられる述物群、菊池川沿いで検出された自然流路から出土し

た古墳時代の石製模造品及び上製品輔の祭肥遺物から、当時の場の利用法が明らかになったことは大きな

成果といえよう。

ここでは、本‘淵査の総括として各時代の梯相について一定の見解を示し、調査者としての責任を果たし

たい。

2．当遺跡の古地形

上小IH宮の前・養寺遺跡の立地する玉名平野は、菊池川を中心に和仁、内田、江田、木葉、繁根木など

の支流が流れ、、ド野の形成および猪地形に大きな役iIIIIを果たしている。現在では河川改修が進み、大規模

な氾濫はなくなってきているものの、近年でも豪雨・台風などにより平野全体が冠水するなど大きな影浮

を受けることがある。、場整備も進み、用水路が固定されているが、近世以前は水路や河川流路に幾度か

の変化があったと考えられている。上小田宮の前・養寺遺跡の周辺にも、字名が水町と呼ばれる地域が〃

在し、確認調従でも河川氾濫に起因するとみられる砂府の堆禰や低湿地の堆積土である黙色粘磁土も確縄

されている。遺構の配慨から、遺跡の東側の111際に微高地があり、生活域が集中し、西側には自然流路が

流れ、低湿地を形成していたと考えられる。

3．当遺跡の時代考証

（１）縄文時代

縄文時代の遺物は、上小川宮の前１区・６区・８区・９区の自然流路より縄文時代後期の北久根山式土

器から晩期の古閑式土器が出土している。しかし、大半は晩期の天城式土器から古閑式土器の粗製土器

である。特に１区・６区の流路から出土した土器は完形のものが多く含まれており、器而には炭化物の
付着も見られる。

流蹄であることを考臆すれば、過物は脈位置を1Wめているとは考えにくいが、完形の土器が多く含ま

れていることや多くの土器面に炭化物の付符が兇られることから、近くに当時の生活域があったことが

推測できよう。また、土器が集中して出土した地点は調在区内の流路に限られており、縄文時代の古地
形を復元するうえで亜要である。

石器については、主に膳禰・敵石などの綱理具、打製獅斧の土掘具、伐採具の磨製石斧等が土器と同

様に流路を中心に出土し、）４１時の生活の一端を窺い知ることのできる過物である。

(2)弥生時代

弥生時代の遺物は賦的に非常に少なく、遺椛は上小川宮の前１区における土坑(SK108)のみである。

出土遺物は、SK108から丹溌りの問杯形の杯部が隣接する流路からは翌形土器片が出土しており、いず

れもローリングを受けてないことから、近くに災落があったことが考えられるが、詳細は不明である。
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（３）古域時代

古墳時代の辿構は、111際に位櫛する小皿２区・上小111宮の前１．３Ⅸで竪穴化膳跡が１１棟検出された‘

，閥査開始時には慨に削､ドを受けていることを勝蝋すると、当'1*ある・定のlUlllIl内に少なくとも’1棟以

上の竪穴住居を述て、典落を形成していたことが想定される。また、典落から西側に位置する上小川海

の前８．９ｌｘの流路からは当時の祭馳遺物が検出された，東側庇陵部には徳丸占墳群の分布が見られる

など、興味深い'１$例も確偲されている。これらを含めiii埴時代のまとめを行いたい。

今回の,淵査では、１１棟の竪穴住居跡が比較的に染中した状態で検出された。玉名､ド野東側で広がり

が確認されたのは当遺跡のみであり、玉名平111fにおける里i該時期の纂藩の動向を考える上でjR要なこと

と高える。現時点では周辺に同時期の災落は砿‘遇されておらず、菊池川の対岸にある柳町辿跡が同時１０１

の災落として挙げられる《，

住居跡は後世の削平によってかなり保存状態が悪く、確認而から床1ｍまでの深さが３～10cm程度で、

そこから得られる情報は非常に制限される。つまり、過構内から時則比定ができる辿物が出｣もしていな

いため、年代がはっきりしないということである｡ただ、住届跡の周辺から出|:した':器を蚊えて当て

はめるなら、断片的な涜料しかないため確実性に欠けるものの、古墳時代前期から中川に比定すること

ができる。また、地形的に見ると、本典落の東北にある｢かむろ111｣の裾野に典藩は位Iiyrする。周辺の,淵

在|えから辿i該時期の遺柵・遺物は検出されていない。このような状況のなかで雌落は捌査区の東側にあ

る丘陵に向かって広がる可能性がある。

上小H1海の前８．９区で検出された流蹄からは、古峨時代の祭liu用の過物が検出された。祭把遺物は

流路の岸部に想定できる３簡所から亜なり合った状態で川土した。出土地点が流路であることを配賦す

れば、原位置を柵めているとは瀞えにくいが、出土遺物の構成をみることによって占峨時代の祭祁の棟

柑を想定できる。

祭jiE辿物の柵成は、ド‘肥の祭肥遺物櫛成表からなる、上器類は土師器の喪・杯・尚杯・小型丸底壷が

ある。手捉土器は杯．蝋．高杯がある，遺物の器高は５cm未満のものが主であるが、７～８cmほどのや

や大型のものもある。土製品は上製丸'《・’二製勾Ｒ・Ｉ:製模造鏡・土製支脚がある。上製品は全て粗製

IMIで、勝きの仕上げ工程は見受けられない，石製桟造品は滑石製の有孔'11板・剣形・ＦＩＥ・梓I《がある。

イjｲL円板は、双孔と単孔に分類できる。Ｅ願はガラス小'§がある。その他は羽I」・瑚恥・スラグ・紡錘

iIiがあるフ特にスラグは、つつじヶ丘横穴群の出ｔ事例からみて、祭iU遺物の一つとして考えられる二，

荷製模迩品の九州での出土品は本州に比べて槻端に少なく、出土古jfi・遺跡の９割が筑後川以北の稲

岡県．大分県に典中する。その内容も'《顛がほとんどで、それに少最のｲj孔円板が伴うことが一般的で

あるという。熊本県下でも有孔111板については'端市柳町遺跡、植木町イミi川辿跡、捕池市平町辿跡など

の典落過跡などからの川上が知られているが、剣形については､'i遺跡の対岸にあたる菊池川ｲi岸の二I貌

市IIIj迫間'1渡遺跡出土例のみである。九州全体でも沖ノ脇をはじめとして20週跡ほどである。

当遺跡では有孔円板．剣形でIﾘ'らかに未製品とみられるものがあるが、製作過程において生じる剥片

剤は認められなかった。，IIj迫間I'渡遺跡でも未製品とみられる剣形が〃在しており、IOM週跡のｲﾆi製模造

１１Aは石材が共通していることから、今後製作跡が発見される可能性も｜分にあろう。

t帥器 手Ｉ1,1ｋ器 上製品 ｲi製模jfilMI Ｋ瀬 その他

蜜･杯･高杯. 杯･蛍･高杯 土製ＡＬＫ。ｔ製勾玉． ｲj孔111板･剣形･'２１玉･楠I； ガラス小玉 羽口･川鳩･スラグ

小刺丸底蛍 上製棋逝鏡･」:製支脚 紡錘jIi

当週跡祭紀遺物柵成表
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第１節Ｍ,IH宮の1Ｗ・養峠遺跡における発掘凋在成果

上小田宮の前２

188

(4)古代

古代の遺物は土師器・須恵器・木器等が多賦に出土した。特にその中心となるのが、７世紀後半から

９世紀代のものである。器種としては椀・杯・高杯・麹・壷・甑など多岐に渡って出土しているが、特

に漆や赤色顔料を施した高杯や杯の出土は祭秘遺物の可能性を示すものと考えられる。

過構は、小田３区・上小田宮の前２～５区を中心に掘立柱建物跡・柵列跡・井戸跡・溝跡・道路状遺

榊・土坑などを検出した。遺柵の切り合い関係、川土遺物の状況からみて２時期の遺柵に分けられるの
ではないかと考えられる。

７世紀後半から８世紀代の過柵としては道路状辿榊が挙げられる。通路状遺柵は幅5.5ｍで両端に側溝

を持ち、路面には轍が残り、当時の人々 の生活の営みが垣間見える。道路状過櫛は北から南に向かって

伸びているが、当遺跡の北側には｢延群式｣にみられる肥後国内の官道の駅家として｢江田駅｣の推定地が

存在することから考えれば、そこから分岐し延びてきた近と想定できる。なお、当週跡の南西方向には
柳町遺跡や玉名郡家がある。

道路状巡構を挟んで東側には東西方向の側柱建物が３棟、南北方向の側柱迎物が２棟、．の字形を描

くように配置されている。また、２ⅢI×２間の総柱他物(SB503)が検出されたが川途については不明であ

る。道路状遺櫛を挟んで西側には南北方向の４間×３間の総柱建物(SB504)を検出し、これを倉庫と考

える。また、検出された建物群には処て替えた痕跡がなく、短期|H1の使用の後、廃棄されたことが想像
できる。
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堀Ｖ章総括

同年代の昨戸跡２基(SE506.517)はI葡北に雌んだ状態で検出されたが、それぞれのﾉ卜戸跡の廃棄方

法は全く遮った様相を示す。SE506では第Ⅲ厳で述べたとおり、ｊｌ:戸の廃災時の祭りに使ったと思われ

る遺物が多Iitに出土しているのに対して、SE517はtnij器の土器片が数点出土したのみである。この連
いが何らかの意味が持つのか今後の課迦である。

満跡(SD201.401)は、ほぼ東西方向に向かって伸びており、満跡より北側には古代の遺榊は確認す

ることができなかった。このことから澗跡(S､201.401)は古代の区画を示すものと考える。

これらの過構の配偶状況をみると、典藩とは異なり1了簡的な建物配世の梯相を炎しているが、遺跡の

一部分の調在にすぎず、全体像を捉えるところまで系っていない。

９世紀代の遺構としては、掘立柱建物跡(SB301）・ノ|:戸跡(SE515.516)のみの検出に止まり、７世紀

後半から８世紀代にかけての建物配侭の様相とかなり兇なったものとなり、閑散となった。

(5)中世

中世の遺物は、養券遺跡・上小川宮の前10区から１４世紀～16世紀に及ぶ各時期の中田製青磁・白磁、

摺鉢、火鉢群が出土したが、その数は少なく、また状態も悪いため、図芯し得たものはわずかである。

遺椛は、蕊寺遺跡で掘立柱建物跡・柵列跡・土坑を検出した。多くの辿物が東西方向の側柱雌物で、

処て儲えを繰り返していたことが想像できるが、出土過物が少なく時期を特定するまでには至らなかっ

た。隣接地に｢屋敬｣、「養非｣等の宇名が残り、膿敬跡や寺院群があった可能性が商い。

上小田宮の前10ｌｘは、菊池川禍いに位置し、当初から川に何らかの関係がある遺榊が検出できる想

定の上で調在を進めた結果、掘立柱建物跡、ｊＩ:戸跡、満跡、ｔ坑を検出した。建物排はほぼ南北方向の

側柱処物で処て替えを繰り返していた。ｊｌ:戸跡も７基と多く、かなり規模が大きな集落であることが想

像できる。隣接地に｢古屋敬｣等の字名が残り、隈敷跡の一角の可能性がある。

4．おわりに

本ｉｌＩでは、県道瀬川玉東線緊急地方迫路整備‘ＩＦ業に伴う上小田宮の前・健寺遺跡の調在成果について

報告した。今回のi淵在では、３年５ヶ月におよぶ艮期の閥査期|Ⅱlで、玉名平野における先史時代の様机

を明らかする様々 な成果があった。縄文時代後期以降、現代に至るまで述綿と人々 の生活が営まれてい

たことが判MIIしたことは大きな意縦がある。現在の菊池川下流域に座がる､ド野の大部分は、近１１t以降の

－１呈拓や河川改修により耕作地として利川が可能となった部分である。巾世以Iiiiに広く水ⅡIとして利用''１

能だった場所は当遺跡が立地する菊池川ﾉf岸の梅林・小田牟ⅡIであり、それらの､ド野部には｢玉名平野

条里跡｣をはじめ、多くの辿跡がｲjf在する。近年、王fi平野において発掘捌在が行われたいずれの調在

でも注'三1すべき発兇が相次いでいる。玉fi平野では国通・県道の整備が進み、新幹線の駅脅も述0没され、

県北の拠点として今後の開発が加速的に進んでいくものと推測できる。

本諏の成果が今後の調在の礎の・端にでもなれば幸いと思います。
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味

（
湘
騒
Ｈ
）

味

（
鵠
虚
判
）

蜂

（
諜
湿
Ｈ
）

塗

（
鵠
盟
判
）

弊

（
湘
哩
Ｈ
）

嘩

（
鵠
唖
Ｈ
）

社

（
湘
幽
Ｈ
）

園

（
淵
虚
Ｈ
）

割

（
諦
腫
Ｈ
）

題

（
鵠
虚
Ｈ
）

弊
蝿

（
鶏
歴
Ｈ
）

睦
矩

（
鵠
塩
Ｈ
）

幹
沌

（
粥
垣
Ｈ
）

韓
姐

（
鵠
哩
判
）

嫁
矩

（
鴻
囲
Ｈ
）

隙

（
鵠
盟
Ｈ
）

微

（
粥
喧
制
）

獣

（
諦
塩
判
）

獣

仰
覇 |§ 爵

ｇ
“

一
○
③

印
。
②

の
つ
め

苫
［か

叩
。
③

ｇ
の

ト
ロ
②

②
。
③

、
。
”

○
一
の

一
一
③

刺
一
命

③
一
両

寸
宕
”

、
一
②

②
↑
め

ト
ー
の

盟
回 皇

叩
○
一Ｉ

唖
○
一

唖
。
↑

血
○
一

、
○
一

、
○
一

、
○
一

、
。
一

叩
○
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○
一
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、
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辱
理

倒
冨
型
眉
本
囲
匿

煙
９
日
ご
一
目
０
』
画
１
．
利
目
自
制
、
Ｚ

パ
ペ
ュ
四
コ
ロ
咽
佳
・
碗
画
聖
猛
奉
皿

Ｅ
齢
・
望
瓢
囲
Ｋ
咽

●
榎
転
Ｋ
Ｋ
霊
Ｉ
ｅ
庖
承
囲
栓

Ｅ
畠
・
届
瓢
園
Ｋ
項

Ｅ
豊
・
馬
専
厘
Ｋ
畷

（
一
停
位
副
埋
眉
本
圃
林
Ⅸ

へ
旺
堅
牌
導
べ
肖
蝋

爪
く
抽
製
庖
示
。
Ｅ
烏
・
の

幽
担
矩
，
如
蝿
垂
華
へ
一
望

欧
呂
い
く
ｕ
圏
幽

躯
憧
↑
幕
三
型

騒
雲
篭

釦
催
哩
展
Ｉ
ｅ
眉
本
温
囲

《
鰻
・
師
録
〉
昼
牌
ら
匿
埋

”
杵
揖
珂
毒
型
垂
。
》
べ
く
叩
一
妓
制

鵠
制
創
匿

垣
観
捧
題

飽
鴎

囲
図

－
鯛
電
ロ

温
圏

Ｉ
館
轍
ロ

鴎
裡

Ｉ
寵
裁
ロ

囲
囲

Ｉ
混
載
ロ

温
囲

Ｉ
毘
戴
ロ

寵
圏

Ｉ
温
灘
ロ

岨
囲

Ｉ
鴎
理
ロ

囲
電
齢
Ｃ

ｌ
囲
露
口

囲
林
Ⅸ

Ｉ
囲
盈
ロ

選
駅

囲
圏

ｉ
囲
電
ロ

記
幽

Ｉ
蹄
環
口

選
服
型
型

扇
幽

Ｉ
温
騒
□

囲
圏

Ｉ
温
唾
ロ

§陰
睦
哩

今
冬

韓
哩

睦
喧

嘘
“

韓
哩

韓
唾

韓
盛

監
喧

唾 唾
韓
画

韓
画

咳
韓
哩

晦
唄

監
画

Ｈ
狙

鐸
③
畷
．
程
＆
認
嶺

１
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｅ
，
Ｋ
口

径
坐
芯
。
君
国
男
臣

●
由
帥
判
・
仰
箪
・
陣
電
貧
・
嘘
仰

由
馴
刺
・
岬
匿
貸
・
仰
嘩
・
擦
陣

狸
⑪
笠
・
由
卿
制
・
岬
区
撰
・
樺
岬

鐸
紐
鯉
・
電
弧
制
・
阿
函
種
・
織
陣

由
綱
捌
・
伸
電
食
・
停
車
・
鐸
仙
兎

騨
釦
躯
・
噌
創
制
・
岬
霊
貢
・
榔
陣

穏
団
矩
催
・
仰
匿
賃
・
停
哩
・
標
岬

概
岬
・
円
旺
貸

鐸
創
既
・
鐸
創
但

鐸
組
、
辞
・
鐸
佃
鯉
鴨

・
鐸
佃
畷
・
円
叩
・
猟
仰

仰
噸
・
榔
岬

岬
孟
硬
・
仰
団
、

鐸
釦
姫
鴨
・
鼻
佃
屋

●
岬
玉
冨
・
晒
騨
制
・
陣
噸
・
樺
仰

算
⑳
謎
・
仰
歴
徴
・
由
刷
・
織
脚

橡
即

鐸
釦
卑
・
榔
陣

顔
璽

（
旧
示
）
｜
（
旧
ｇ
）

恥
卜

塞
皿
や
く
ｅ
恒
侯
㈱
”
恥
糸
堅

Ｉ

味
卜
塞
皿
お
く
参
四
Ｓ
Ｅ
侭
翰

陥
卜
弾
回
心
く
ら
理
Ｓ
恒
快
輪

，
恥
卜
塑
四
ふ
く
Ｓ
Ｅ
侭
馨

恥
卜
・
鵬
卜
堅

ト
ト
〃
碓
卜
麺

皿
ふ
く
Ｓ
Ｅ
偶
塞
・
遡
診
ト
ト
悪

皿
ふ
く
Ｓ
Ｅ
侯
含
蕊
・
認
・
恥
卜

二
ｋ
や
Ｓ
Ｅ
侭
念
蕊
〃
恥
卜

咋
卜
室
皿
ふ
く
〃
ト
ト
等

「
Ｒ
お
Ｓ
Ｅ
代
金
蕊
・
筆
，
眠
卜
尋

咋
卜
毒
皿
や
く
“
碓
糸
尋

恥
卜
寒
弓
侭
や
診
恥
卜
〃
恥
市
至

峠
卜
垂
皿
ふ
く
〃
ト
ト
筆

『
一
Ｋ
心
Ｓ
Ｅ
侭
念
蕊
・
ト
ト
窪

皿
や
く
“
恥
糸
塞
塞
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や
く

味
卜
塞
灘
二
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や

Ｓ
Ｅ
侭
仰
・
ト
ポ
堅
謹
皿
ふ
く

毒
Ｋ
ふ
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く
〃
恥
令
理

ト
ト
悪

恥
卜
珍
か
ｋ
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，
小
卜
堅

ト
ト
・
鵬
余
寒

二
Ｋ
お
小
く
〃
ト
ト
・
味
卜
塞

ト
ト
〃
味
卜
翠

言
ｓ
い
く
“
恥
ト

恥
糸

今
刺
瑠
い
く
〃
恥
卜
狸
回

恥
ｆ
塀
回

琴
Ｋ
ふ
い
く
”
眠
卜
室
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ト
等

杵
講
師
毒
呑
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鱈
包
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岬
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堅
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恥
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謹
恥
卜
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揖
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ｅ
恒
恢
念
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・
理
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岬
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恒
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念
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Ｓ
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Ｓ
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⑯
匡
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乙
匡
矛
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“
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一

む
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区
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苛
む
唾
シ
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卜

恩
Ｓ
ｆＡ

０Ｊ
ー

の
⑯
匡
矛
の

聖
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②
虻
ン
ゆ
侭

廻
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、
叩
一

唾
シ
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●
卜

卑
二
埼
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匡
ン
ゆ
ぽ

堅
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輔
０Ｊ
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芝
②
匡
シ
唖

輔
ず
含
勾
ｕ

ミ
マ
虻
ン
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畠
窪

マ
ニ
ト
正
シ
唖
ト

蝉
二
輪
ｕ

②
遍
匡
ン
ｎ
画

翠

ミ
ト
丘
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叩
侭

聖
二
輪
叩
一

廻
の
匡
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唖
輔

蝉

苛
む
唾
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ｍ
・
ト

単
一
鼠
、
叩
一

重
の
区
シ
四
ト

塑
安
鼠
、
里

Ｑ
⑮
匡
〆
９

弾
抵
参
輔
ｕ

建
垣
唾
矛
昌

畢
舷
参
鑑
、
ｕ

Ｑ
卜
匡
シ
三

翠
淑
戸
鼠
、
叩
一

寸
己
匡
矛
、
侭

廻
賦
艇

ロ
ト
匡
ン
三

思
紅
ら
鑑
．
咽
一

酌む
ＺＺ

畠Ｇ‘

ら
ｚ
塵

①
Ｒ
区
〆
の
●
卜

鰯

一
耐
匡
ン
宮

墜
理

囚
②
唾
〆
、
“

理
礁
啓

一
嗣
匡
ン
臼

墜
駆

畠
一
お
〆
、

↑
む
矛
、

崖

の
お
匡
ン
心

卑
。
埼
里

寸
遍
匡
ン
ゆ

廻
参
●夕

4ダｂ
，

０Ｊ
ー

寸
己
匡
矛
唖
ト

卑
狂
震

望
唖
匡
矛
、

謹
礁
害

す
あ
匡
ン
の
声

卑
狂
漢

“
へ
②
産
ン
○
一

箪
謎

電
唖
匡
矛
曾

翠
極
二
埼
岬
一

四
”
匡
シ
○
一

鯉
蔓

竺
、
丘
矛
唖
卜

翠
ら
簿
０」
ー

一
団
〆
昌

畷

一
両
シ
９

言

迂
寸
唾
シ
○
一

出
題

ミ
マ
区
シ
○
一

畠
駆

（
Ｅ
ｕ
三

岨
調

哩
倒

１
６
。
●
ぬ
一

０
４
卜
。
。
↑

ト
・
ロ
向

、
ｍ
・
ト
画

、
ｆ
卜
。
。
“

〃
Ｌ
の
。
、
↑

の
幻
．
四
列

，
１
，
．
の
一

○
・
”

寺
・
寸

①
・
の

“
。
。

唖
寸
。
の

の
。
叩

唖
“
・
寸

の
．
⑦

。
・
す

。
・
す

②
・
す

の
・
寺

卜
・
寸

一
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》
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】

（
唖
◇
の
↑
）

句
・
旬
一

“
・
の
一

○
・
守
↑

（
。
。
の
↑
）

。
。
ト
ー

。
●
の
一

寸
・
⑭
一

。
。
可
一

寸
・
寸
一

卜
・
伽
↑

○
・
○
一

℃
・
命
一

叩
差
↑

剣
・
寸
一

の
芦
戸

（
“
．
一
一
）

怪
碧
型

造
と
届
一
狸
園
一
理
察

亀

鹿
一

蜜
璃Ｉ

;③

哩
一

鱈
駕

璽
一

溜
填

、

鱈
鴬

響

聖
一

窒
震

鹿塵
Ｅ⑳ー

認
填

酋
・
⑭

哩
翰
“
一

溜
震

と
今
へ
ソ
画
、

鹿
↑

澱
鰐

図
⑳
イ

輿
の

溜
農

。
…

塵
⑮

溜
填

⑳
す
づ
ヱ

国
⑩

認
燃

匹
寸

○
的
画
ｄ
ヱ

塵
ト

鐙
鑑

国
の

壬
ミ
で

詳
個

睡
。

醒
填
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２１

哩
卜

認
罵

劃
エ
類
呑
む
一
凶
製

⑩
“
‐
ロＩ
凶
⑳

唄
叩
。

凶
②

唖
“
・
ロ

凶
⑮
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甲
○

凶
⑩

叩
蜘
，
。

凶
⑯
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、
③
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ぬ
甲
ロ

凶
、

寸
劇
，
。

凶
画

寸
刷
。
。

凶
⑳

織
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”
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凶
①

。
③
。
ロ

凶
①

凶
の

凶
の

↑
甲
○

凶
①

凶
の
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め
．
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凶
①
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③
’
○

凶
、

凶
、

騨
蹄

（
粥
哩
Ｈ
）

鼠

（
湘
埋
Ｈ
）

似

（
調
埋
制
）

獄
習
拭

（
礁
置
判
）

剛

（
瀦
湿
判
）

頭

（
鶏
遺
制
）

似

（
瀦
塩
制
）

園

（
瀧
遁
Ｈ
）

似

（
潮
田
厩
）

掴

（
粥
観
漂
）

掴

（
鶏
国
際
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匙
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鵡
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（
鵠
観
曝
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弊

（
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屋
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電
韓

（
鵠
埋
制
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掴

（
瀧
圏
判
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幹

（
調
哩
Ｈ
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①
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一
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Ｅ
豊
・
葛
単
歴
Ｋ
畷

Ｉ
率
》
ロ
注
哩

〃
温
室
蕊
函

切
構
鯛
Ｉ
庖
薫
”
璽
転
パ
パ

里
墾
ヱ
ン
幻
‐
昌
一
吋
一
密
王

豊｜鴬
璃
圏
胃
回
［
酒
｛
抵
雪
醗
制
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腎
一
館
ｌ
旧
家
－
１
霊
魂
ロ
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圏
永
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肩
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円
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岬
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鐸
釦
畷
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鐸
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帥
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錆
幻
龍
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ｂ
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霊
哩
、
弾
聖
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五
画
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陣
叡

廼
・
騨
釦
翠
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配
罵
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Ｕ
『
Ｒ
扉

崩
旧

（
旧
承
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寸
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〆
唖
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ヘ
一
・
Ｋ
心
堅
〆
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、
叩
一
匂
＠
匹
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卜

恥
卜
・
ト
ト
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・
ト
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塞
謹
へ
一
Ｋ
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〃
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一
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ｇ
硝
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匡
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｜
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崎
Ｍ
Ｆ

－
１
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｜
恰
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手
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〆
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塩
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Ｎ
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．
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Ｆ
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ｚ
ｌ
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迂
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ｐ
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一
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一
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Ｈ
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一
一
一

釦
毎
，
○

ｍ
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⑩

卸
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’
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図版３上小田宮の前５．６区航空写真

図版４上小田宮の前5区(ＳＦ501）航空写真
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図版７上小田宮の前9区航空写真

図版８上小田宮の前１０区航空写真
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あとがき

上小田宮の前・養寺遺跡の発掘調査は、県道瀬川玉東線緊急地方道路整備のために、平成

12年度から15年度の限られた時間のなかで行われました。その調査では、純文時代から近世

の時代の生活のあとが確認され、多くの遺物が出土しました。そして、平成16年度に整理を

開始し、平成20年度には資料室の移転などを経て、やっと、ここに上小田海の前・養寺遺跡

の報告書が完成しました。

報告書にとりまとめることができたのは、暑い時も寒い時も発掘作業をしていただいた現

場作業員の皆様及び㈱九州文化財研究所の方々、耀理作業に桃わって下さった多くの皆様の

努力の賜物です。そして、ひとえに暖かく見守って下さった地域の方々、ｉ淵在から報告芯作

成までご指導いただいた全ての皆様に感謝をして、結びの言葉とします。本当にありがとう

ございました。
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